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３章26話　手紙







「ピーピロロロッ」

「おっ？」

　朝日の中を切きり裂さくように、やけに遠くから飛んでくるリムールバードが１羽わ。うちのは全部揃そろっているし、群れでなくたった１羽でいることを考えると……やっぱり。エリアのリムールバードだ。首元の従じゆう魔まであることを示す飾かざり布に家か紋もんが入っている。

「ピロロロ」

「お疲つかれさん」

　運んできてくれた手紙を外し、うちのリムールバードと一いつ緒しよに水と食事を与あたえて休ませてあげる。

「どれどれ…………」

　手紙に目を通すと、まず最初の話題は大樹海。

　エリア本人は噂うわさを聞いただけなので気をつけるようにと一言。その他大人からは反対しないが無理をせず、ちゃんと準備をして、心配だから行く前には声をかけてから行ってほしいとの事だ。

　返事にちゃんと連れん絡らくする、と書いておこう。次は……あ、もうじき入学なのか。

　手紙には入学時期が迫せまってきたので、新しい環かん境きように慣れるため来月あたりから王都へ行くと書かれている。そうなると……

　現在、俺おれとエリアはリムールバードに頼たのんで連絡を取り合っている。

　エリアがまだここにいた時に、俺は送られてきた１羽に俺のリムールバードをつけて公こう爵しやく家けに送った。こうしてお互たがいの届け先を記き憶おくしてもらい直通の連絡方法を確保。送り先までの道のりを記憶できるのも、リムールバードが鳥型魔ま獣じゆうの中で高く評価されている点の１つらしい。

　しかし王都に引ひっ越こすとなると、以後の連絡は公爵家を経由することになるのだろうか？　学校では寮りように入るらしいし、ペット禁止とか何か問題があるかもしれない。そのあたりを聞いておこう。

　あとは最近のことへの質問くらいか……ん？

「ギムルではもうすぐお祭りがあると聞きました。仕事に加えて準備まで、大変でしょうけど、頑がん張ばってください…………祭りって何？」

　そんなこと聞いてないんだけど。誰だれかに聞いてみるか。




■　■　■




　というわけで出勤後。

「近々開かれるお祭りなんですが」

「すみません。存じ上げませんね。調べましょうか？」

「お祭りですか？」

「私たちにはちょっと……」

「こっちに来てから日が浅いですから～」

「ごめんなさいね」

「もっとこの街に住んで長い人に聞く、良いと思うヨ」

「ありがとうございます」

　カルムさん達たちに尋たずねたが情報なし。

　考えてみたら、うちの店ってほぼ全員街の外から来た人だった。フェイさんとリーリンさんにいたっては国外だし、この街の行事に疎うとくても仕方がない。となると頼たよりになりそうなのは……

「ドルチェさん。いま良いですか？」

　用心棒のドルチェさんに聞いたところ……

「〝創立祭〟じゃないか？　この街が作られた日を祝う祭りだ。この時期の祭りなら他に心当たりは無い」

「そのお祭りの準備って何をやるかはご存知ですか？」

「……店や人による」

　詳くわしく聞かせてもらうと、創立祭の要点は５つ。

　１．開かい催さいは再来月。

　２．場所は街の東西南北に延のびるメインストリートが中心。

　３．例年通りなら準備開始は来月あたりから。

　４．準備は基本的に店先の飾りつけと地域の清せい掃そう活動。

　５．申しん請せいすれば出店を開くこともできる。

　出店の類たぐいは元からこの街で営業している方々の他に、街から街へと渡わたり歩あるく旅芸人や吟ぎん遊ゆう詩人、その他〝的てき屋や〟的な方々が来て店を出だすので任せておけば良い。

　ただし祭りの期間中は家や店先を明るい色の布で飾る慣習があったり、祭りの後は街が汚よごれるので、地域で協力して清掃活動をしたりするらしい。

「俺が知ってるのはこれくらいだが、良いか？」

「はい。助かりました」

　地域の清掃活動はご近所付き合いの意味もあるし、できるだけ参加できるように予定を組むとして……出店に手を出さなければそれほど忙いそがしくなることはなさそうだ。

　エリアは俺が何かやると思っていたのだろうか？　……まぁ当分先の事みたいだし、今はこんな行事があると覚えておけば良いだろう。

　後でこの話は周知しておこう。出店はもし何かやりたいという意見が出れば、従業員の皆みなさんと一丸になって何かやるのも良いかもしれない。

　とりあえず返事には状じよう況きようと大だい丈じよう夫ぶそうであることを書くことにする。

「……一緒に引っ越し祝いでも贈おくった方がいいかな？」

　王都の寮に入るって事は一時的にでも引っ越すわけだし……

　贈るなら何がいいだろう？

　火に関する物、場所をとる物、設置のために部屋を傷つける物はダメ。靴くつとか履はき物ものは……日本では駄だ目めだけどこちらでは〝新しい一歩を踏ふみ出す〟という意味で問題は無いようだ。でもサイズや流行を知らないからパス。

　引っ越し後は何かと物入りになるし、現金やギフトカードの類が喜ばれるというが……公こう爵しやく令れい嬢じようだしその辺は不自由しなさそうだ。あっても困らない消しよう耗もう品ひんあたりが無難か……

　祭りの件が解決したら、今度は引っ越し祝いの内容に頭を悩なやませることになった。




■　■　■




　翌日。

「お疲れ様さまですパエナさん。ラクトン草の採取依い頼らい、50株分達成確かく認にんをお願いします」

　太陽が真上に昇のぼった頃ころ。俺は薬草を採取してギルドへやってきた。

「４、５。はい、50株ちょうど確認できました」

　ラクトン草は効能が弱いが幅はば広ひろい症しよう状じように効く薬草で、主に風か邪ぜ薬ぐすりとして使われる。極きよく端たんに厳しい環境でない限り、わりとどこにでも自生しているので手に入りやすく安価だが、その分採取の報ほう酬しゆうは10株で１スートと安い。

「報酬の５スートです。ご確認ください」

「ありがとうございます」

　報酬で何かお菓か子しでも買って帰るか。

「あ、あの……」

「はい」

「リョウマ君は薬草に詳しかったりしますか？」

「祖母から学んでいたので、基本的なことなら。どうしてですか？」

「この薬草、全部丁てい寧ねいに採取してあるからそうじゃないかと……それでもしできたらでいいんですが、テーラ草の見分けって……」

　テーラ草……神経痛に良く効く薬草の一種で、ラクトン草と同様にわりとどこにでも生える薬草。ただしテーラ草はトゥーラ草という毒草の変種と言われていて、テーラ草が自生する地域には必ずトゥーラ草も自生している。さらにこの２種は外見的特徴が酷こく似じしているためよく間ま違ちがわれるらしい。

　俺は見分けられるけど。……というか。

「テーラ草なら手持ちがありますよ。南の草原で私用のための薬草も採取していたので」

「本当ですか？　５株あればもう１つ依い頼らい達成できますが」

　ならそっちも処理してもらおう。

　テーラ草を５株カウンターに提出すると、パエナさんは魔ま法ほうで鑑かん定ていを始めた。

「全部テーラ草と確認できました。本当によろしいですか？　私用で必要なら拒きよ否ひもできますが……」

「大丈夫です。急を要するものではないので」

「そうですか。では報酬の70スートです。ご確認ください」

　１株で14スートとは結構高額報酬。得をした気分でギルドを出て、きょうはまだ日の高いうちから家へと帰る。




■　■　■




「さてと、やりますか」

　普ふ段だん使わない廃はい坑こうで、エリアへの引っ越し祝いを作る用意を整える。

　本日作るのは〝石せつ鹸けん〟。引っ越し祝いとして無難な消耗品であり、実用性のあるものを選んだ結果だ。石鹸はこの国でも流通しているので悪目立ちもしにくいと考えた。

　しかし市し販はん品ひんを購こう入にゆうして送りつけるだけでは芸が無い。それに公爵令嬢という身分を考えると、ただ高級なだけの品なんて見慣れているだろう。

　というわけで、手作りの石鹸を贈ることにした。

　石鹸作り……転生物のラノべでは定番といっても良い。

「獣じゆう脂しを集めて、灰を集めて、煮に詰つめて……」

　本の中の主人公は皆あれやこれや努力して石鹸を作っていた……が！

　俺はそんな努力を致いたしません!!

「材料は……ＯＫ。揃ってる」

　用意したのは錬れん金きん術じゆつで精製した水に、油と塩。その他諸もろ々もろ。灰や獣脂を使った石鹸作りは地球で本当に古くから行われていた製法だが、現代では〝苛か性せいソーダ〟を用いたもっと簡単な石鹸の作り方が広まっていた。でもそのためには……

「まずは苛性ソーダを作ってと……」

　苛性ソーダとは、〝水酸化ナトリウム〟の別名で、化学式はNaOH。その材料となるナトリウムを食塩（塩化ナトリウム）から分ぶん離りする。この時分離された金属ナトリウムと一緒に毒性と腐ふ食しよく性せいのある塩素ガスが発生するので注意が必要。

　また金属ナトリウムは空気中で非常に酸化しやすく、水分を加えると発熱や爆ばく発はつを引き起こす物質なので、これまた慎しん重ちように錬金術で塊かたまりにした後、酸素を取り除く。どうしても表面は少し酸化してしまうが、できるだけ酸化が進まないように容器に満たした油に浸つけて保管。

　そして今度は水を用意する。

　容器に満たした水へごく小さな金属ナトリウムの欠片かけらを加えると、導火線に火がついた光景をイメージしそうな音を立てながら水の表面を滑すべり始めた。加水分解により水酸化ナトリウムと水素が発生している証しよう拠こだ。

　容器の中身を鑑定してみると、水も水酸化ナトリウム水すい溶よう液えきへと変化している。この水溶液をまた分離にかけることで、水と目的の水酸化ナトリウム、苛性ソーダが手に入る。

　しかし金属ナトリウムを水に入れると爆発の危険がある他、水酸化ナトリウムも強いアルカリ性で腐食性を持つためこの水溶液が皮ひ膚ふに付着すると大変危険なので、作業は普段使わない坑こう道どうの中。それでいて換かん気きが十分に行われる場所を選び、作業中はツナギにクリーナースライムのゴーグル＆ヘルメット。手も新調した手て袋ぶくろに包つつみ、肌はだを露ろ出しゆつしない完全装備で行わなければならない。

　水酸化ナトリウムの精製には成功したし、金属ナトリウムと水を原料に直接結合の陣じんで作ればもう少し安全で効率も良いだろう。なにせ途と中ちゆうの〝反応〟をすっ飛ばして完成品になるからな……錬金術って。

　なにはともあれ、塩と水から作った苛性ソーダを用いて、ようやく石鹸作りを始める準備が整った。

　相変わらず苛性ソーダを取とり扱あつかうので完全装備でなくてはならないが、ここからの作業はさほど難しくない。

　苛性ソーダと水を量っておき、水を入れた容器に苛性ソーダを加えて混ぜる。この時に苛性ソーダの水和反応で熱が発生するため、蒸気や急激な沸ふつ騰とうに注意が必要。容器には水を先に入れ、徐じよ々じよに苛性ソーダを加えていく方が安全だ。

　次いで油を湯ゆ煎せんで温め、冷ました苛性ソーダの水溶液をゆっくりと加えていく。そしてできた液をしっかりとかき混ぜ、重くなってきたら香こう油ゆなどの香かおり付けに使いたいものを加え、型に流し込んでひとまず完成となる。

　あとは冷えすぎないように保温しながら数日間寝ねかせれば固まってくれるが……

　石鹸として固まった後に苛性ソーダが残っていたりすると、使用の際に火傷やけどを負うと言われているのでここでも注意が必要。廃はい油ゆで何度か作った経験はあるが、目的は自分用ではなくエリアへの贈り物もの。万が一を無くすため、最初は基本に忠実に。この作業工程に下手なアレンジは加えず、ソーダの分量や寝かせる期間など、実験と観察を重ねたい。

　加えて石鹸は使用する油の種類や混ぜ物によって色、泡あわ立だち、肌はだ触ざわり、効能なども変わってくる。石鹸作り自体は比ひ較かく的てき簡単に済ませられる分、薬の勉強と合わせてこちらも吟ぎん味みしたい。

　寝かせる時間もかかるし……昼は仕事。石鹸は毎晩少しずつ試作することにしよう。







３章27話　急用







　毎日同じような生活が続いて早１ヶ月。

　毎朝の基き礎そ鍛たん錬れんに加え、薬の勉強も事前知識のお陰かげで好調そのもの。最近は薬草採取に食しよく糧りよう確保と鍛錬も兼かねて、害がい獣じゆう駆く除じよ依い頼らいを積極的に受けている。メタルとアイアンも武器としての変形を身に着けて、それなりに実用に耐たえられるまでになってきた。

　そんなある日の朝。店に顔を出すと、レナフの支店から緊きん急きゆう連れん絡らくが入っていた。

　内容はスライムが増え過ぎてしまい、コーキンさん達３人で契けい約やくできる限界を超こえたとの事。

　こうなっては俺が引き取りに行く他にない。

　予定に問題がないことを確認し、そのままギムルを出立。

　そして日が暮れかけた今……俺はレナフの支店へと到とう着ちやくしている。

　以前この街に来た時は翌日の昼ごろまでかかった道のりを、今回は同日の日暮れ前に走破した。いくらファンタジーな世界でも街から街の距きよ離りが勝手に変わりはしない。必然的に俺の移動速度が上がっているという事になる。

　家からギムルまで。ギムルから街の外へ。通勤や依頼のために使い続けた空間魔法が、知らないうちに上達していたのだろう。走る速さはそれほど変わった気がしないので、おそらく１回の転移で稼かせげる距離が伸びているのだと思われる。

　これはまたいつか確かめるとして、日々の訓練の成果を実感できたことは喜ばしい。

　ちょっとした達成感を味わいながら、店の扉とびらをくぐる。

　店内はまだ営業中で、お客様もそれなりに入っていた。

　列に並ぼうとすると、ちょうど接客の終わったカウンターから声がかかる。

「店長！」

「お疲れ様です」

「良かった。来てくれたんですね？」

「もちろんですよ。トニーさん、それで件くだんのスライムは？」

「こちらです。ロベリアさん、カルラ支店長」

「大丈夫よ。ここは任せて」

「お２人はスライムをお願いします」

　接客を２人に任せたトニーさんに連れられて、俺は従業員の居住スペースへ案内された。どうやら居住スペースの一室を一時的にスライム保管所として使っていたようだ。管理は厳重なようで、部屋の前には用心棒として雇やとい入れた冒ぼう険けん者しやの男性が立っている。

「お久しぶりです。いつも警備ありがとうございます」

「店長さんか。こっちこそ雇ってくれてありがとうな」

「どんな感じですか？」

「特に何も。部屋の床ゆかがスライムで埋うまってるだけさ。侵しん入にゆう者しやもいないし、逃にがしてもいない。中にコーキンの旦だん那なが居るからそっちに聞いたほうがいいな」

　ということで室内へ。

「コーキンさん、お久しぶりです」

「おお！　店長、思ったより早く着いたのだな」

「連絡を聞いてすぐに飛び出してきたので。それで契約待ちのスライムはここにいる全部ですか？」

　室内には二段ベッドと机に椅い子す。コーキンさんは机で何か書き物をしていたようだが、その足元はもうクリーナースライムで埋め尽つくされている。

「その通り。全部で75匹ひきだ」

　ならば早さつ速そく始めよう。




■　■　■




「『従じゆう魔ま契けい約やく』……これで最後ですね」

「きっちり75匹、確認した」

「魔ま力りよくは大丈夫ですか？　辛つらければポーションもありますけど……」

「大丈夫ですよ。僕ぼくは魔力が多い方なので」

　数もスカベンジャーの契約ラッシュほど多くはなかった。

　それより急に増えた原因はなんだろう？

「それならこの書類にまとめてある」

　コーキンさんが机に置いてあった書類を渡してきた。

　……なるほど。

　原因１．急激な顧こ客きやくの増加。

　この街には飛行可能な魔獣を使って運送業を営む人々の拠きよ点てん、〝ドラグーンギルド〟があるため、所属している人は勿もち論ろん、荷物を預ける依い頼らい人にんや移動に使う乗客など人の出入りが多い。そこでうちの固定客から広まった話を聞きつけた外部の人間が、近ちか頃ごろよく顔を出すようになっているようだ。

　当然ながら仕事を依頼されればスライムの食事量も増加する。

　原因２．消しよう臭しゆう液えきの生産量調整。

　多量の栄養を摂せつ取しゆした事により、クリーナーが生産する消臭液の量が需じゆ要ようをはるかに上回り、売れ残りが続出。店に損失こそないものの、生産量を少し落とそうとした。

「それで栄養を溜ため込んだクリーナーが分ぶん裂れつ、と」

「その通りです」

「今後消臭液の生産に制限はかけず、余よ剰じよう分ぶんは廃はい棄きして再発を防ぐ方針だ」

「ほんの数日でしたけど、皆さんに余計な気を張らせてしまいましたから」

「これ以上の契約ができない状態ですし。それが良いでしょう」

　あまり増えすぎるとビッグスライムの秘密がばれかねない。……まぁコーキンさん達にはばれても構わないと思うけど、今彼かれらはまだ店のことを学んでいる最中だ。あまり気を散らすようなことはしたくない。

　新種の情報共有くらいならともかく、ビッグスライムの情報は彼らにとって爆ばく弾だんのようなものだろう。幸いスライムの総数が１００を超えていても、別の従魔術師と契約していると合体はしないらしい。

　命令系統が違ちがうからだろうか……その辺の調査も協力者がいれば捗はかどりそうなので、いつかは教えるつもり。だけど今ではない。

　とりあえず今回はしっかり対応してくれて良かった。従業員全員、スライムの管理と警備に気を揉もんでいたようだけど、クリーナーの問題はひとまずこれで解決。

「他に何か問題はありますか？」

「ギムルに送っている定期報告以上の事はないな」

「本店みたいな襲しゆう撃げきもありませんでしたし……閉店間ま際ぎわに酔よっ払ぱらったお客さんが来て帰ろうとしなかったとか、そういう些さ細さいなことならありますが」

「売り上げもなかなかいい。街の規模が違う分、ギムルと比べると固定客は少ないが、それでも日に１万スートは純利益が出ている」

「経営に問題なし……」

　となるといずれコーキンさん達に任せる支店を用意しなければならないが……その資金はそう遠くない未来に用意できるだろう。順調なようで何より。

　ならデオドラントスライムの情報を共有しておこう。

　……と思ったが、その前に。

　せっかくレナフに来たのだから、サイオンジ商会にも挨あい拶さつしておこう。後回しにすると話し合いで忘れかねない。

「すみません」

「いらっしゃい！　おや？　坊ぼつちゃん、バンブーフォレストの」

「お久しぶりです。覚えていてくださったんですね」

　香こう辛しん料りよう屋やに入ってみると、前回もお世話になった従業員の方が店番をしていた。

「そりゃあうちの会頭がべた褒ぼめして、あんな大物まで持ち込んでくれたお人ですから。おまけにそんな人の店が斜ななめ向かいにあるんじゃ忘れられませんよ」

「それもそうか……」

「本日は何かご用で？」

「急にこちらへ来る用事ができましたので、ピオロさんにご挨拶をと思いまして」

「そうでしたか……申し訳ありません。会頭は商あきないのため、３日前に王都へ向かわれました。お嬢じよう様さまもご入学が近く、そちらについていかれまして……」

「そうでしたか……それは残念です」

「ああ、でも奥おく様さまは店におられます。商談中ですが、少々お待ちいただければ面会はできますが」

　そういうことなら待たせてもらおう。一応手て土産みやげも用意してきたので、会えるなら会って渡しておきたい。

「でしたら品物を少し見せていただいても？　香りの良い物があれば少し欲ほしくて」

「どうぞどうぞ。香りの良い物ですと、新しく入ったシナモンが……ッ!?」

「!?」

　カウンターから出ようとした店員の後ろ……店の奥おくから女性の悲鳴らしき声が聞こえた……

「……何でしょう？」

「さぁ……しかしあの声……もしや奥様？　すみません、少々お待ちください。確認してまいります」

　店員さんは断りを入れて奥へと駆かけて行く。

　そして中々戻もどってこないと思い始めた頃。

「ご迷めい惑わくをおかけしました」

　隣となりの店てん舗ぽからやけに腰こしの低い男性が落ち込んだ様子で出てきた。男性は何度も頭を下げて、そよ風の吹ふく通りを歩き去っていく。

　……クサッ……

　香辛料屋の前を彼が通り過ぎたタイミングで、そよ風に乗ってほのかな悪あく臭しゆうが漂ただよってきた。歩き去っていく本人も顔を歪ゆがめているし、周囲の通行人にも避さけられている……

「お待たせしました。こちらへどうぞ」

　おっ、呼ばれた。




■　■　■




「リョウマはん。よう来てくれはりましたな」

「こんにちは、クラナさん」

　案内されたのは応接室ではなく、食しよく卓たくだった。

　しかしそれより気になるのが……鼻。鼻び炎えんか何かか？

　相変わらず美人で上品に隠かくそうとしているが、控ひかえめに洟はなをすするようなしぐさが見える。

「クラナさん、どこか体調でも？」

「ご心配なく、これは違います。ただちょっとさっき、凄すごいもの食べてしもうて……」

「凄いもの？」

「〝シャッパヤ〟言うてな？　魚を塩と色々なハーブを混ぜた液に漬けて、発はつ酵こうさせた食べ物らしいんやけど……」

「……あ、もしかしてとんでもなく臭くさいやつですか？」

「知っとったん？」

「同じものか分かりませんが、似た加工食品を知っています」

　おそらく〝くさや〟系の食べ物だろう。

　それを売り込んできた人がいて、クラナさんは試食をした。

　しかし臭においに敏びん感かんな獣じゆう人じん族ぞくの彼かの女じよには厳しかったようだ。

「でしたらこれを。口直しになればいいのですが……うちの店の女じよ性せい陣じんに人気のケーキです」

「まぁまぁ、ありがとうございますぅ」

　クラナさんにケーキを渡し、しばらく会話を楽しんだ。




■　■　■




　翌日。

　うちの研究チームと語りすぎて夜が明けてしまった。

　朝食をいただいてギムルへ帰ろうとしていると、なにやら門へ続く道が騒さわがしい。

「何かあったんですか？」

　道みち端ばたにできた人だかり。そこに集まる人に聞いてみる。

「喧けん嘩かがあったんだよ、冒険者同士のね。殴なぐり合ってた奴やつらはもう捕つかまったんだが、途中で変な樽たるの投げ合いになってな、うっ……！」

　風向きが変わったとたんに、何かが腐くさったような臭いが漂ってきた……臭いの元に近づくと刺し激げきも感じる。

「この臭い……」

「臭くせぇ……うっぷ……」

　風向きが変わり、野や次じ馬うまが立ち去っていく。

　お陰で見通しが良くなって、昨日見かけた男性が老ろう若にやく男なん女によに詰つめ寄よられているのが見えた。

「おい！　どうにかしろよこの臭い！　俺の装備が酷ひどい臭いだぞ」

「そう言われましても……」

「店の前がこんなになってちゃ客が寄り付かないよ！　大体なんでゴミなんか積んで」

「ゴミじゃありません！　これはシャッパヤという保存食です！」

「皆さん落ち着いてください。彼もあなた方と同じ被ひ害がい者しやですから」

「それは分かるけどなぁ……うちの店と品物は、この臭い汁しるをかぶっちまったんだよ。店先や装備は洗えば済むだろうけど、品物はもう売れないんだぜ？」

「そこは喧嘩をした張本人に請せい求きゆうを行いますので、まずは事情と被ひ害がい状じよう況きようを」

　現場には臭いの原因と思われる濁にごった汁と魚の身が広こう範はん囲いに飛散している。液は片手で持てるくらいの小さな樽に入っていたようだ。あれを投げ合った結果がこれか……

　警備隊の方々が場を収めようと頑張っているが、被害を訴うつたえる人が多すぎて収め切れていない。一部の怒いかりの矛ほこ先さきが樽の持ち主である気弱そうな男性へと向いてしまっているようだ。

　しかし彼自身も被害者。責められるのは流石さすがにかわいそうだ。

　……うちの店の宣伝にもなるし、少し協力するか。

　人目のない路地に入って、消臭担当のデオドラントスライムを用意する。







３章28話　贈り物







「いかがでしょうか？」

「驚おどろいた……ありがとう坊ぼうや！」

「まさかスライムが役に立つなんて、時代も変わったもんだねぇ」

「これ、売れない物で悪いけど……」

　被害にあった道と店をできる限り消臭すると、被害者の方々は各おの々おの感謝の言葉や物をくれた。ありがたく受け取りながら、自分の店の宣伝も忘れずに行い街を出る。

「ちょっと待ってくれないか！」

「？」

　門を出たところで呼び止められた。何かと思えば、先ほど責められていたあの臭い保存食の持ち主が馬車に乗って通行チェックを受けていた。

「よかった。間に合った……」

「何か御ご用ようですか？」

「さっきのお礼を言いたかったんだ。でもあそこに戻ってみたらもう立ち去ったと言われてね」

　この男性を含ふくめて今回の被害者は一度警備隊の詰め所しよに連れて行かれていた。もちろん逮たい捕ほではなく、被害の確認と賠ばい償しよう金きんをもらうために。その間俺が道の掃そう除じをして、先に戻ってきた人の店から消臭していたが……この人は順番が最後だったようだ。それで俺と入いれ違いになってしまったらしい。

「あっ、君もこの門から出るならしばらく一いつ緒しよに行かないかい？　見たところ徒歩みたいだし、荷台でよければ乗っていいよ」

　移動速度で言えば１人のほうが速いが……これも縁えんだ。お礼ということなら乗せてもらおう。




■　■　■




「へぇ、モンドさんは行商を始めて12年ですか……じゃあベテランですね」

「ははっ、僕はまだそこまでじゃないよ。30年40年やってる人だって結構いるし、ようやく独り立ちってところさ。それもリーティル……って分かるかな？　〝ラトイン湖〟のほとりにある村なんだけど」

「リーティルは分かりませんが、ラトイン湖はこの国最大の湖ですよね？」

　そこは俺おれの訓練相手になる魔ま獣じゆうの生息地でもあるため、ギルドから受け取った書類にも書かれていた。そのほとりには沢たく山さんの漁村があり、そのうちの１つに以前知り合ったパーティーの地元、シクムの村がある。

「シクムはリーティルのほぼ対岸にある村だね。僕は基本的にそこと、小さな村を中心に日用品を売って回ってるんだ」

「……あれ？　食料品じゃないんですか？」

「シャッパヤの事かい？　あれはリーティルで作ってるんだよ。僕の故郷でもある。父が漁師でね、家業を継つがずに家を出たいならせめて販はん路ろを見つけて村に貢こう献けんしろ！　って村に戻ると無理やり押おし付つけてくるんだ」

「そうなんですか」

「でもなかなか売れないんだよ……食べる前によく水で洗ってから焼いたり煮にたりすると多少臭いは落ちるけど……それでも臭いからね。まぁ売れなくて何か言われた事もないんだけど、悔くやしいねぇ……」

「サイオンジ商会にいたのを見かけましたが」

「見てたのか。あそこに売り込めたらよかったんだけど、やっぱり臭いがね。まぁ、色々回って気長にがんばるさ……ところでリョウマ君はどっち？」

　遠くに分かれ道が見える。俺はギムルに向かうのでここから左だ。

「僕は右」

「じゃあお別れですね」

「左に行くのか。じゃあ……」

　馬車が止まる。

　そして彼はおもむろに荷台を探さぐり、厳重に密みつ封ぷうされた樽を取り出した。

「良ければ１樽持っていってくれ。御お礼れいの気持ちと、旅の安全を祈いのって。これを持ってると野生動物や魔獣があまり襲おそってこないから。特に鼻の良いやつはね」

　俺としては乗せてもらっただけで十分だが、本当に善意のようなので断れずに受け取ることにした。道中の魔獣よけに良いらしいし。……もはや食品としての用よう途とではないけど。

　あ、親おや父じさんが無理やり乗せるのってそういう意味なのかな……

「ありがとうございました」

「こちらこそ。気をつけて良い旅をね」

　行きずりのモンドさんと別れ、姿が見えなくなってから、俺はギムルへの道をひた走る。




■　■　■




　翌日。

　途中で薬草採取をしたため、到着は昼ごろになった。

　店に直行して情報交こう換かんすると、相変わらずこちらの経営は順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。

　だが経営以外で２つ、いつもと違う報告があるらしい。

　１つは最近では珍めずらしく、面会のアポイントが入っていたこと。しかも相手はセルジュさん。

「もちろん大丈夫ですが、用件は？」

「魔法道具の件、とだけ仰おつしやっていました」

　ああ、オルゴールの件か。何かあったんだろうか？

　……そっちは会ってから考えればいいや。

「とりあえず予定通り会いましょう。もう１つは？」

「フィーナさん達たちの村から、感謝状と感謝の品が届きました」

　感謝状？　……俺、そんな物送られるような事したかな？

「彼かの女じよ達たちは定期的に手紙のやり取りをしていたようです。感謝状は娘むすめ達を厚こう遇ぐうしていただきありがとうございます、という内容でしたね。品物は２階に搬はん入にゆうしてあります」

　２階に？

　あそこは洗せん濯たく物ものの一時預かりに使う保管庫として作った部屋だ。営業開始から回転が速くすぐ引き取られるので、完全に無用の長物と化していたけれど、相応の広さがある。わざわざそこを使うなんて、そんなに沢山物が送られてきたのか？

　カルムさんは説明に誰だれか連れてくると言うので、一足先に２階へ上ってみる。

「お～…………すごいな……」

　２階には謎なぞの麻あさ袋ぶくろが積み上げられていた。それも10や20ではない。触さわってみた感かん触しよくからして穀物の類たぐいだと思われるが……奥の方から漂ってくるこの匂においはもしかして〝ゴマ〟？

「『鑑定』」

　セミサの実。

　油分を多く含み栄養価が高い。

　比ひ較かく的てき栽さい培ばいが容易な作物だが独特な香りが強く、熱を加えるとさらに香りが強まる。

　やっぱりゴマのような作物らしい。

　地球のゴマは炒いらないとそんなに匂いは出ないはずだが、これはこの状態ですでにかなり香こうばしい香りがする。

「店長、ジェーンさんをお連れしました」

「カルムさん、ありがとうございます。ジェーンさん、この荷物の説明をお願いしたいんです」

「すみません店長。私達がこの店は良い所だって手紙に書いたら、うちの親達が勝手に。中身は麦とセミサっていう体に良い作物です。お世話になってる店長とか店の人達へのお礼と、これからもよろしくっていう……」

　ジェーンさんは言葉を選んでいる。親心からなんだろうけど……

「賄わい賂ろです」

「うわ露ろ骨こつっ」

　言葉を選ぶのはやめたようだ。正直者なのはいいけど、その言い方だとすぐに叩たたき返したくなってくる。

「こういう贈り物って一いつ般ぱん的てきだったりします？」

「たまにある事ですね。子供を良い環かん境きようで働かせてやりたいと……上司が良い人物とは限りませんから、特に子供が女性の場合はどうしても不安に思う方もいらっしゃいます。良い環境であればそれを継けい続ぞくしてほしい、悪ければ贈おくり物でその目先を逸そらしたい。ということでしょうね」

「う～ん……気持ちは分からないこともありません。きっと親になったこともない僕よりもその思いは強いでしょうし……でもこんなに沢山の作物、負担になるでしょう」

　そもそもジェーンさん達は出で稼かせぎに来ているのだ。彼女達の親や村に余よ裕ゆうがあるとは思えない。

　そう伝えると、ジェーンさんが負担にはならないと話す。

　詳くわしく聞いてみると、彼女達の村はギムルの北東、隣の領との境に近い位置にあり、10年ほど前までそこそこ裕ゆう福ふくな農村だったようだ。主な産物は麦と芋いも。その他にセミサや野菜も作っていた。

　村で作られた作物は大半が隣の領へ運ばれて売られていたのだが……10年前、隣の領で農地開かい拓たく計画が立ち上がった事を機に、徐々に取引の規模が小さくなっていく。

　開拓計画の責任者は家か督とくを継げない次男以下の息むす子こだったそうで、領主の肝きもいりで用意された多額の費用により専門家も雇い入れられ、結果として開拓は大成功。隣の領は有名な穀物の産地となっているという。

　対してジェーンさん達の村は顧客を奪うばわれた形で現金収入が激減。近きん隣りんの村はそれまでも付き合いのあった所との付き合いを継続しつつ新しく他所よそからも買い入れる余裕はなく、結果として新しい売り先が見つからないために体力のある若者が出稼ぎをしなければならない状じよう況きようになった。

　しかし原因は作物が売れない事なので、食料だけは余裕があるらしい。

「税金として納める分とか村の皆みんなで食べる分は変わらないし、売れなくなった分がほぼそのまんま手元に残るからもう余っちゃって。あ、でも品質には自信があります！」

「無む駄だが出ないように収しゆう穫かく量りようを減らしたりはしないんですか？　そうでなくても出稼ぎで人手が減ったら、手が回らなくなりそうですが」

「備び蓄ちくがないと不作の時が心配だし、代々守ってきた村の畑を守りたい人も多いからね。村でお金を出だし合って、魔ま法ほう道具や牛を買って農作業に使ってるの。余った麦も飼料にできるから、無駄が減ってちょうどいいって……でもそうやって真ま面じ目めに作れば作っただけ余るのが悲しいよ……」

　なんだか愚ぐ痴ちになってきた。しかしそうなるとただ送り返しても無駄になってしまいそうだ。

「……わかりました。ですが次の連れん絡らくの時でいいので、ご実家にこういう贈り物はしなくても良いとお伝えください。贈り物の有う無むで皆みなさんの待たい遇ぐうを変えるつもりはありませんし、個人的にはちゃんと働いていただける方なら、今後村から出稼ぎに来る方を従業員として受け入れてもいいと思っています」

「本当ですか!?」

　別にコネ入社の社員でも俺は忌き避ひ感かんはないし、今後も支店を出すなら人手が必要になる。このあたりはカルムさんとも相談になるが、俺としてはちゃんと働いてくれるなら構わない。

　というか俺も散々公こう爵しやく家けとかモーガン商会とかギルドマスターのコネを使ってるので他人の事は言えない。

「ちゃんと仕事をして問題を起こさない人である事が絶対条件ですよ？　皆さんの紹しよう介かいで人を雇ったとして、その方が何か特別な待遇を求められても認められません。逆に皆さんが知り合いを贔ひい屓きすることも認められません。体質や持病など、どうしても仕方の無い事情があれば別べつ途とで相談は受けようと思いますが」

「もちろんです！　ってか十分ですよ！　条件とか色々！」

「ならいいんですが、カルムさんどうでしょうか？」

「面接と監かん督とくを徹てつ底ていすれば良いでしょう。店長の仰る通り、いずれ新しい店員を雇う必要はありますし、身元が確かな方は助かります」

「良かった。あ、それからこの作物の扱いですが、査定はできますか？」

「だいたいの値段でよろしければ既すでに書類にまとめてあります。厳密な値段となると私よりも商業ギルドの食料品担当者に査定を頼たのむのが確実かと」

「そうですか。もう資料があるならそれに沿って、今度の手紙と一緒に適正金額を村へ送っておいていただけますか？　この量をただで受け取るのはやはり問題もあると思うので」

「かしこまりました。そのように処理いたします」

「ちょっと待った！　……つまりこれ全部店長が買い取ってくれるって事？　それは申し訳ないって！　勝手に送りつけたのに」

「でもこれを送り返しても無駄になるでしょう？　店の食事にも使えますから、お気になさらず」

「う～ん……じゃ、じゃあできるだけ安く買ってください」

「ではほぼ原価に輸送料を加えた価格で購こう入にゆうしましょう。お２人ともよろしいですか？」

「僕は問題ありません」

「それなら、私も」

　カルムさんが折せつ衷ちゆう案あんを出してくれた。ジェーンさんは良いのかと呟つぶやきながら納なつ得とくしようとしているので良いだろう。まぁ、一番良いのは彼女達の村が、新しい売り先を見つける事だと思うけど。







３章29話　オルゴール販売計画







　夜。

　就業時間も終わりに近づいた頃ころ、セルジュさんが店を訪おとずれた。

「本日はオルゴールの件でお話があると聞きましたが」

「はい。まずは現状のご報告から……ディノーム魔法道具工こう房ぼうと提てい携けいし、販売開始の目め処どがつきました。今はそれまでにある程度在庫を作りためていただいているところです」

　まだ数ヶ月なのに、もう売り始められる段階になったのか。

　さらに商品のサンプルを見せてもらいながら話を聞く。

「オルゴールは貴族向けと一いつ般ぱん向けがあるんですね」

「はい。貴族向けのオルゴールは見ての通り、飾かざり箱の中に魔法道具を組み込んでいます。こちらの飾り箱は箱の職人に別注することになっていまして、相手方からモチーフや材質のご要望に添そったものを誂あつらえます」

　一点物の高級品にするわけだな。箱は別注なのでディノームさんの負担も減る。

　対して一般向けは表面に焼印が入っている他は特に装そう飾しよくのない小さな木箱に入っていた。こちらは手ごろな値段で買えそうだ。

「貴族向けは受注生産のようですし、売り始めるのはこちらの一般向けからですか？」

「いかにも。貴族の方々に売り込む用意は商会の方で整えておりますが、一般向けのオルゴールは今度の創立祭をお披ひ露ろ目めの場にと考えています」

「ということは出店で？」

「ええ。オルゴールに使用する楽曲は近頃名の売れてきた吟ぎん遊ゆう詩人から、オルゴールに楽曲名と名を記き載さいする事を条件に提供していただきました。その吟遊詩人率いる旅芸人の集団、〝セムロイド一座〟がギムルで興行をしますので、その場で我々はオルゴールを販売する段取りとなっています」

　早速オルゴールを上う手まいこと使ってるなぁ……

「聞いてみたいですね。どこで公演するんですか？」

「それについて１つご相談が」

　何かと思えば祭りの当日、店を楽屋に、防犯訓練に使っている区画（ほぼ空き地）を公演の会場として使わせてもらえないかという申し入れだった。

　……この件は他の方の意見も聞いたほうが良いだろう。

　セルジュさんに断りを入れてカルムさんと用心棒筆頭のフェイさんを呼び、事情を説明。

　２人を交えて話した結果、空き地の使用は問題なく、楽屋は店舗ではなく寮りようの空き部屋。当たり前だがそれ以外の場所に立ち入らないという条件で合意できた。

「ご協力ありがとうございました。これであちらにも良い報告ができます。件くだんの一座は２週間ほどでギムルに到とう着ちやくする予定ですので、彼らが到着次し第だいまたご挨拶に伺うかがいます」

　こうしてセルジュさんとの話はまとまった。

　そして帰っていく彼を表まで見送って、店内に戻ったその時。

「あれっ？　何か変な音しませんでした？」

「厨ちゆう房ぼうの方ネ。私、ちょと見てくるヨ」

　フェイさんが素す早ばやく向かう。

「音……しましたか？」

「本当に小さい音でしたから」

　話していたらフェイさんが戻ってきた。

「店主、厨房に異い臭しゆうがする樽ある。シェルマさん、知らずにそれ開けてしまたみたいネ」

「異臭がする樽？　……あっ」

　貰もらったシャッパヤ。食べ物だから厨房に置いて、そのままだった……

「すみません、それ置いたの僕です。貰った保存食で……」

「店主の？　なら急ぐ、ないと捨てられてしまうヨ」

　捨てられる!?　それはモンドさんに申し訳ない！

「ちょっと失礼します！」

　厨房に向かうとシャッパヤの樽は顔をしかめたシェルマさんの手で、いままさにゴミ箱に投入されそうになっていた。

「ストップ[image: ]」

「きゃっ!?　店長、どうなされたんです？」

「シェルマさんすみません、それ僕が貰った保存食なんです。臭いけどゴミじゃないんです」

「あ、あらあら。そうだったんですか？　それはすみません」

「僕の方こそ伝え忘れていてすみません、今消臭しますから」

　樽に蓋ふたをして、デオドラントで厨房の悪臭を除去。

　慣れたもので作業はあっという間に終しゆう了りようする。

「終わりました」

「ありがとうございます。でもそれ、本当に食べられるんでしょうか……？」

　シェルマさんは信じられないと言いたげだ。確かににおいは強きよう烈れつ。俺は悪あく臭しゆう耐たい性せいがあるし、前世からこの手の物も食べられたから平気だけど……慣れていない人にはきついだろう。

「食べる前によく水で洗うそうです。それで多少臭いは落ちると、くれた方は話していました……食べてみますか？」

「料理人として興味はありますけど……ちょっと尻しり込ごみしてしまいますね……」

　不用意に樽を開けた時のショックが大きいようだ。直じかに嗅かいだ臭いを思い出しているようで、眉み間けんにしわがよっている。

　……待てよ？　シャッパヤの液の臭いをデオドラントが処理できるのはもう実証されている。だったらデオドラントの液に一度シャッパヤを漬つけてみたらどうだ？

「ちょっと試ためしてもいいですか？　結界張ってその中でやりますから」

　店長だけど、厨房を管理しているのはシェルマさん。夕食の仕上げ中でもあるし、しっかり彼女に許可をとってから実験……もとい調理開始。

　まず大きめのお椀わんへ樽からシャッパヤを取り出して入れる。もっと身が柔やわらかくなっているかと思ったら、けっこうしっかり形を保っていた。並べてみると、ほとんど小魚の開きのよう。そこへデオドラントに頼んで、全体がしっかり漬かるまで脱だつ臭しゆう液えきを出してもらう。

「とりあえず10分くらいでやってみるか」




■　■　■




　10分後。

　シャッパヤを液から取り出して、身を崩くずさないよう緩ゆるやかな勢いの流水で洗う。デオドラントの液に毒性はないが、汚よごれが残らないように水魔法で慎しん重ちように……おっ、臭くない！

　洗い流した身の臭いは、最初と比べると無む臭しゆうに近い。味はどうだろう？

　火で炙あぶって食べてみる。

「!!」

　噛かみ締しめれば噛み締めただけ、熟成された魚のうまみが染しみ出でてくる。味が落ちる可能性も考えていたが、十分にうまい。

　しかし少々液の臭みも染み出てきている気もするが……どうだろう？　漬ける時間を延ばすか？　鼻が麻ま痺ひしたのか、それとも悪臭耐性か、どっちにしろ平気だから自信が持てない。

「シェルマさん、臭みがだいぶ消えました。これならどうでしょう？」

「あら本当ですね。では１つ。……んー……やっぱり少し臭いですね」

「そうですか……」

「でも最初と比べたら大きな進歩ですよ。最初は臭くて辛つらかったのが、これはちょっと嫌いやな臭いがする程度で、美味おいしさも美味しさでちゃんと味わえます。単体ではなくハーブか何かと一緒に調理すれば好まれるんじゃないでしょうか？」

　それで解決できそうな臭みか。だったらジジャ……は手元にない。ハーブもない。

　……そうだ、あのセミサを使わせてもらおう。

　２階でセミサの袋ふくろを１つ頂ちよう戴だいし、錬れん金きん術じゆつで油を搾しぼり取とる。これだけで独特の香ばしさを持つ油だけれど、加熱するとさらに香かおりが強まるらしい。フライパンに薄うすく敷しいて火にかける。

　……だんだんと強い香りが立ち上ってきた！　臭みを抜ぬいたシャッパヤを投入。片面が焼けたらひっくり返してもう片面。両面がパリッとするまで焼き上げてみた。

「できましたか？」

「はい。どうでしょうか？」

「……んっ。まぁっ、前よりもっと臭みが気にならなくなってますね。食事にもお酒のおつまみにも良さそうです」

　味は問題……？

「……どうなさったんですか？」

「あ、いえ、その……」

「懐なつかしい匂いがして！」

「見に来てしまいました～」

　視線を感じて振ふり向むくと、出稼ぎ３人娘が入り口に立っていた。

「セミサは私たちの故郷の味なので、つい」

「この匂いが食欲をそそるんです！」

「なるほど」

「店長～それ、今日のお夕飯ですか～？」

　実験だったんだけど……

「いいですよ。一品増やしましょうか」

　という事で実験は終了。

　結果として今日は夕食のおかずが増えた。
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　夕食後。

　今日もシェルマさんの料理は素そ朴ぼくで美う味まかった。それにセミサの油で焼いただけのシャッパヤは一緒にいただいた従業員の皆さんにも受け入れられていた。脱臭液による臭み取りは効こう果か覿てき面めんだったようだ。

　脱臭液の新しい使い方を発見した反面、こうなるとあの時もっと買い込んでおけばよかったかと若じやつ干かん残念な気もする。人が生きていくには食料が必要不可欠。美味おいしく食べられる保存食なら、いくらあっても困らないのに……

「店長、どうぞ」

「ありがとうございます」

　食後のダンテタンポポコーヒーをジェーンさんが用意してくれた。他の皆さんもそれぞれ好きな飲み物を片手に、食後をまったりと過ごしている。

「フンフフン」

　……それにしてもジェーンさんは機き嫌げんがいいな。他の２人もそうだけど……そんなに故郷の食材を使ったのが嬉うれしかったんだろうか？

　聞いてみると、それもあるが、昼の話も重なっているようだ。

「村の皆みんなもこの店で雇やとってもらえるかもって考えたらつい～」

「あ、もちろん支店でバラバラになっても大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、ここって安全な職場じゃないですか。私達も出稼ぎ組だけど、自分が余裕を持って働けるようになったら他の子達のことが気になってきて……」

「それに私達の村が今のままなら、今後さらに出稼ぎをする子が増えていくかもしれません。そんな時に安全な働き口が１つでもあれば、私達はそれだけ安心できますから」

「なるほど……」

「ま、一番いいのは農作物が売れることなんだけどね！」

「そうだね～。そうなればまた皆一いつ緒しよに生活できるし～」

「あんなに美味しい食材。捨ててしまうはもたいないネ」

「私達の国では考えられないヨ」

　フェイさんとリーリンさんも話に加わってきた。

「お２人の国ではどんな物を召めし上あがるんですか？」

「私達の国は〝ミィエン〟が主食。麦の粉を水で練った物で、パンみたい。でも焼かないでスープに入れるネ。細長く伸のばすと〝リーミィエン〟、薄く伸ばすと〝パーミィエン〟。食べ方と名前は色々あるヨ」

　ミィエン……麺めんかな？　フェイさんの説明を聞くと、そんな感じだ。スープに入れたものは水すい団とんの方が近いかな？

「面おも白しろいですね～」

「外国の料理ってどんな味付けなんでしょうねぇ……」

「シェルマさん、興味あるカ？　よければ今度、私作るヨ」

「あらリーリンさん、いいんですか？」

「私も久しぶりに食べたい気持ち、なってきたネ。材料は麦の粉と水。あと何かスープだけ。私達の国は皆みな貧びん乏ぼう。特別な材料いらないだから大丈夫」

　なんだか楽しそうな話になってきた。

「……出店でもやりますか？」

「えっ？」

「カルムさん？」

　急に何を言い出すのかと思ったら、セルジュさんとの話を持ち出してきた。

「敷しき地ち内ないを貸すだけでも損はありませんが、どうせなら何かこちらにも利があることができればと思った次し第だいです。一座の公演を見物する客へ異国の軽食を提供する。人が足を止める場所と目を引く品を用意できれば、興味を持って買い求める方はいらっしゃると思います。お祭りの時は財さい布ふの紐ひもが緩むものですし、そうでなくとも地域住民との交流を深めるきっかけになれば儲もうけ物です」

　カルムさん……初めは思いつきでも計算はしっかりしているようだ。

　経営状態は順調だから資金はある。これまで儲けさせて貰ったお金を多少還かん元げんできるかもしれないし……そちらに回るのも１つの祭りの楽しみ方ではあると思うが……

「どうですか？　皆さん」

　店をやるとなら俺とカルムさんだけでは無理。

　他の方々の協力を得られればの話だ。

「……やるなら手伝う。俺は……用事がない」

　意外にもドルチェさんが真っ先に口を開いた。

　一いつ生しよう懸けん命めい日記を書いていると思ったが、聞いていたのか。

「お祭りの出店は経験がありませんけど、大勢の人に料理を食べてもらうのは楽しいですよ。お客さんが美味しいと言ってくれれば尚なおのこと」

　続いてシェルマさんも乗り気になっている。

「通常営業と同じように、時間で担当を分ければお祭りを見て回る時間は作れますよ」

「ん～……１日遊ぶとお金もなくなっちゃうから～良いんじゃないでしょうか～」

「賛成ネ」

「娘と同じ意見ヨ」

「私も。あっ！　副店長、その材料に私達の村の麦は使えますか？」

「保存に適した環境を作らないといけませんが……品質が悪くなっていなければ問題ないでしょう。それが何か？」

「お店に出したらこの麦はどこの産地の麦か、興味を持ってお客さんが聞いてくるかも」

「なに言ってるのよ」

「あははっ、やっぱりないか。でも私も賛成です。面白そうだし」

　そんなジェーンさんにあきれた様子だったフィーナさんも続いた。

　これで満まん場じよう一いつ致ち。しかし出店をやるぞ！　というよりも、店を出してもいいんじゃないか？　というふんわりした感じだ。話の流れでこうなっているので仕方がないといえば仕方がない。

「それでは出店で出す料理の試作や材料費の調査、モーガン商会への根回し等々……明日から必要な下調べを始めましょうか」

　その後も出店する気持ちがあれば、祭りの出店を出すことにしよう。







３章30話　セムロイド一座







　２週間後。

　店は通常業務と並行した祭りの準備でそこそこ忙いそがしくなっていた。

　この２週間で皆さんはそれぞれ地元の料理を再現したり、その調理にかかる諸もろ々もろを確かめたり、警備や接客の点でモーガン商会の担当者と打ち合わせをしたり……と各自奔ほん走そうしている。

　しかし準備の忙しさで士気が落ちることはなく、俺は密ひそかにホッとしていた。

　前世の会社では社員の団結を強めるためにと用意された社内レクリエーション企き画かくが毎年あったが、どれも上層部の独りよがりとしか思えない企画だった。盛り上がっているのは企画担当者を含めたごく一部のみで、他の社員はただ会社のイベントという事で強制参加。無駄に休日を消費させられるだけであった。

　意図は分かる。団結もできた方が良いに決まっている。それが会社の慣習であれば仕方ないとも思うが……この店の従業員に、あの会社の社員のような顔をしてほしくない。

　でも今のところ皆さんそれなりに楽しんでいるようで、出店が少しずつ形になっていくごとに、やる気を増しているように見える。

　さらに今回の出店にはうちの従業員だけでなく、思わぬ協力者も現れた。

「店長ー！　肉屋のジークさんがいらっしゃいました！」

「はーい！　今行きます！」

　空き地整備の手を止めて応接室へ。

「お待たせしました」

「全然待っていないさ。それでこれが今日の分だ。品物はもう厨房に運び込んである」

「……ちょっと予定より安いですね」

「大量に買ってくれるから少しおまけだよ」

　協力者の１人、ジークさん。

　彼かれは料理の試作に使う肉の手配をしてくれているだけでなく、祭り当日は彼の店の従業員を引き連れて出店を手伝ってくれることになっている。先日試作の材料を多めに買った時、購こう入にゆう量りようを見て何に使うのかと聞かれて事情を話した結果、最終的にそういう話になった。

　聞けば彼と肉屋の従業員一同は祭りで家族サービスがしたいそうだ。しかしあまり無む駄だ遣づかいをすると嫁よめに怒おこられるとの事で、２日間の祭り期間中どちらか１日出店の手伝いをする代わりに、バイト代を支し払はらうことで利害が一いつ致ちしている。

　あちらはうちに合流することで比ひ較かく的てき準備の負担が少なく、祭りで使えるお金は増える。こちらは当日従業員の負担が減り、交流の機会が増える。

　そんなＷｉｎ－Ｗｉｎの関係が結ばれた上に、その話を聞きつけたポリーヌさんや奥おく様さま友達のキアラさんとメリーさんも同じ条件で料理の試作と当日の手伝いに入ってくれるそうだ。彼かの女じよたちは今もうちの厨房でシェルマさんと色々やっている。

　ちなみに奥様方が参加したことにより、奥様の情じよう報ほう網もうでセムロイド一座の公演の情報が拡散。ポリーヌさんの所に顔を出すと意思表明するお友達が沢たく山さんいたとか……また開店当初のような人だかりになるんじゃなかろうか？　その可能性も考えて準備をしなければならない。

「それじゃリョウマ君、また夜に」

　自分の店に帰るジークさんを見送って、空き地の整備に戻もどることにする。

　今晩、出店で出すメニューの最終審しん査さを兼かねて開く懇こん親しん会かいの会場にもなる場所だ。最低限整えておかないと……
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　夜、営業時間終了後。

　執しつ務む室しつで書類を確かく認にんしつつ来客を待っていると、カルムさんがやってくる。

「店長、セルジュ様とセムロイド一座の代表がいらっしゃいました」

「ありがとうございます」

　急ぎ応接室へ。

「お待たせしました」

「お邪じや魔ましております、リョウマ様。こちら、セムロイド一座の座長である」

「プレナンス・セムロイドと申します。若じやく輩はいですが、旅芸人の一座を率いております。ぜひとも以後お見知りおきを、若き賢けん者じや殿どの」

　室内のソファーにはセルジュさんと、その奥にもう１人、銀糸のごとく輝かがやく髪かみが異様に目立つイケメンが座すわっていた。立って握あく手しゆを求めてきたので応こたえたが……若干言動が芝しば居いがかっている……

「こちらこそよろしくお願いします。私のことは名前で構いませんよ。賢者だなんて……」

「おや。賢けん……リョウマ殿は実に謙けん虚きよでいらっしゃる。

　オルゴール、あの小さな箱に収められた魔法道具が紡つむぐ繊せん細さいなる音……実にすばらしい。我々の演奏とはまた違ちがう〝味〟を感じました。さらに私の書いた楽曲を取り込み、より多くの方々に届けることができるこの喜び……考案した貴方あなたを賢者と呼ばずして、誰を賢者と呼びましょう？」

　音楽関係者にとってはそれくらいすばらしいのか……それとも単なるお世辞か……

　失礼だけど、第一印象は〝絡からみづらい〟。

「ありがとうございます、でいいのでしょうか？」

「お礼を言うべきは私の方です。オルゴールのみならず我々の芸を披ひ露ろうする場まで与あたえていただけると」

「はい。といっても時々しか使わない空き地ですが」

「道中に軽く見せていただきましたが、十分な広さで一座の仲間も喜んでいますよ」

「その方々はもう？」

「はい、懇親会の会場へ」

　予定通り。オルゴールの詳しよう細さいや俺おれが考案者であることはあまり表で話すべきではない。そういった話を含ふくめて確認をするために代表者だけがここに集まった。

「ではあまりお待たせしては申し訳ありませんね。早さつ速そくですが、確認に入りましょうか？」

　了りよう解かいを取って話を進めた。




■　■　■




「では基本的に舞ぶ台たい関係はセムロイド一座の方々にお任せするということで」

「お任せください。滅めつ多たに上れぬ大舞台、必ずや良き物として見せましょう」

　大舞台……彼らは名が売れ始めてきたところで、普ふ段だんは街の広場や飲み屋の中など狭せまいスペースで芸を披露することが多いらしく、今回のように大勢の客が入れる場所を用意されて芸を披露する機会はまだ少ないようだ。

「よろしくお願いします。何かあればお気軽にご相談ください。物資や人手が必要になればセルジュさんかうちのカルムが適任ですが、荷運びや舞台設営など力仕事でしたら私もお力になれると思います」

「何から何まで感謝いたします」

「それでは次……あ、これで最後でしたね」

「そうですな。後はまた何かあればその都度連絡を取り合いましょう」

「では、参りましょうか」

　一通り確認が終わり、懇親会の会場へ場所を移す。

「賑にぎやかですね」

　会場は土魔法で建てた仮設店てん舗ぽが６つ。どれも屋台程度の大きさだが調理に必要な最低限の用意が整っていて、その周囲にはうちの店とご近所さんの集団、加えて見知らぬ老ろう若にやく男なん女によが集まっていた。

「あっ！　リョウマー！　早くこいよー！」

　リック。それにレニとトニーの姿もある。協力者の家族であり、子供目線から料理の評価を頼める貴重なモニターだ。

「もう腹減ったー、母ちゃんが今日の飯はここですむぁぐっ」

「余計なこと言うんじゃないよ。おとなしくしてなっ」

「あはは……」

「店長、お疲つかれさまです。早速ですがそろそろ……」

「はい。始めましょう」

「では一言挨あい拶さつをお願いします」

　挨拶が俺でいいのかとやや疑問だが、ホストとして飲み物を片手に集まった人々の前へ立つ。

「本日はお忙しいところお集まりいただき誠まことにありがとうございます。洗せん濯たく屋〝バンブーフォレスト〟代表のリョウマ・タケバヤシと申します。僭せん越えつながらご挨拶を」

「……」

　リックのまだかという視線が突つき刺ささる。

「……待ちきれない方もいらっしゃるようですし、退たい屈くつな話は手短に済ませましょう。皆みな様さまご存知の通り、我々は今度の創立祭でそれぞれの店を開きますが……私は同じ場所を共用する者同士、協力できるところは協力して取り組める事を願っています。その第一歩として、本日はこの場に席を用意させていただきました。この場で初めて知り合う方も多いと思いますが、是ぜ非ひともこの機会に親しん睦ぼくを深めていただきたく思います。それでは……乾かん杯ぱい！」

『乾杯!!』

　一いつ斉せいに杯さかずきと声が上がった。40人弱の人がいるとそれだけでも中々の騒さわぎになる。

　そのうち調理担当者だけが人の集まりから抜け、仮設店舗で料理を始めた。といってもほとんどの仕込みは済ませてあり、仕上げのみの短時間で完成させられる状態になっているので、ほどなくして仮設店舗からは食欲を刺し激げきする匂においが次々と立ち上ってきた。

　俺はその様子を見ながら挨拶回りをし、商品決定のための投票用紙を配る。

　用紙は10枚１組。数ある中からまず〝食べてみたいと思った料理〟に５枚、そして食後、〝食べてみて美味おいしかった料理〟に５枚を参加者それぞれの手で投票してもらう。この投票結果により出店で販売する商品が決定するのだ。

「盛せい況きようですね」

　料理が載のった皿を片手に、プレナンスさんが50代くらいの男性を連れてきた。

「おかげさまで。味はいかがですか？」

「期待以上の味で楽しませていただいていますよ。一座の皆みんなも、ほらあそこに」

　彼が指したのは会場の一角。この会は立食パーティーに近いが、落ち着けるように用意したテーブルや椅い子すのある場所。そこで周囲の人と談だん笑しようしながら食事をする旅装の集団が見えた。中でもテーブルに並んだ大量の料理を次々と平らげていく快活そうな女性が目を引く。

「彼女が気になりますか？」

「すごい食べっぷりだと、びっくりしました」

「ははは。そうでしょう？　彼女はマイヤ、一座で一番の大おお喰ぐらいです」

「美味い物を食いたいがために旅芸人をするような食い意地の張った女だ」

　呆あきれたように言い放ったのは後ろの男性。

「ソルディオだ。マイヤと共に剣けん舞ぶ師しをやっている」

「よろしくお願いします」

　……聞いたことの無い職業だけど、剣を使った芸を見せる方で良いのだろうか？

「１人で舞まう、物を切ってみせる、複数で組んで派手に動く。演目は色々あるが間ま違ちがってはいない」

「彼はマイヤの叔父おじにあたり、一座の副座長と護衛を兼けん任にんしています。芸だけでなく１人の剣士としても腕うで利ききです。祭りには喧けん嘩か騒さわぎもつきものですので、何かあればお声をかけてくださいね」

「ありがとうございます。店を守ってくださる方が増えると安心できます」

「手が空いていればいつでも呼んでくれ。マイヤも使ってくれて構わない」

「私が何？　叔父さん」

　ソルディオさんの陰で見えなかった。空いた皿を両手に持った本人が立っている。

「警備に協力するという話だ」

「そっか。あ、君さっきの代表。若いとは聞いてたけど本当に若いんだね」

「失礼ですよ、マイヤ」
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「別に気にしませんよ、若いのは事実ですから」

　子供と馬ば鹿かにしているような感じもしないし。

「それより楽しんでいただけていますか？」

「もちろん！　珍めずらしい料理もあるし、良くある物かと思ったら食べてみて驚おどろいた。たとえばあのホットドッグ。パンはフワフワでソーセージはジューシーで。色々回ってきたけど、あんな味が出る店はなかなか無いよ」

　ホットドッグはこの国でも祭りの定番だが、うちのは以前シェルマさんに教えた天然酵こう母ぼを使って作られたパンと、肉の専門家であるジークさん達たちが天然酵母のパンに合わせて味付けを考えた特注のソーセージを、肉屋の妻であるポリーヌさんがじっくりと焼き上げて挟はさみ込んだ贅ぜい沢たくな一品になっている。

　プロの力で素材の味が存分に活いかされた結果、驚くほどジューシーで美味い。定番料理に一段上の味。数ある候補の中でも本命と予想されている一品だ。

「あとあのジルマール料理。スープが絡んでホッとする味だし、体も温まるね」

　フェイさんとリーリンさんは〝パーミィエン〟、水すい団とんよりもワンタンスープによく似た料理を出だしてきた。素材はシンプルながら、じっくり煮に込こんだ肉と野菜が良い味を出している。味が優やさしいので、俺はセミサ油を使った肉野菜炒いためと一いつ緒しよに食べるのが好み。

「珍しいものもありますよね」

　そう言うプレナンスさんの皿には、殻からを剥むいて塩と炒いったダンテの種が盛られている。タンポポコーヒーを求めて買ったダンテの種だが、一部の地域では珍ちん味みとして食べられているそうだ。

　おかげでさらにタンポポとヒマワリのどちらに近いのか分からなくなったが……根はコーヒー、種は食用に搾しぼると油も採れたので、スカベンジャーの肥料と木き魔ま法ほうで増産しまくった。

「お気きに召したようでよかった。材料は多めに用意してありますからどんどん食べてください。あ、でも少しお腹なかは空けておいたほうがいいですよ。もうしばらくしたら甘あまいデザートメニューも作りますから」

「本当に!?」

　本当に。

　甘あま味みは俺が手を出した部分が多く、胡ご麻ま豆どう腐ふや胡麻団子を用意した。

　胡麻豆腐は舌した触ざわりが良くなるまで時間をかけて丹たん念ねんにすり潰つぶしたセミサに芋いもから採った澱でん粉ぷんを加え、火にかけて滑なめらかになるまで練った後、型で冷やし固めたもの。これに黒糖で作った蜜みつをかけて食べる。

　胡麻団子は最初にセミサと黒糖で胡ご麻ま餡あんを用意。白玉粉に水とダンテの種から採った油を混ぜた生き地じで餡を包つつみ、生のセミサを衣ころものようにまぶしてダンテの油で表面を揚あげて作る。

　このとき必ずセミサではなくダンテの油を使う。セミサ油を揚げ物ものに使ってしまうとセミサの香りが強すぎて、何を揚げてもセミサ一色。素材の味と香りがわからなくなってしまう。

　その点ダンテの油は癖くせが少なくて適度な香こうばしさがあるだけ。鑑かん定ていしたところ含まれている不ふ飽ほう和わ脂し肪ぼう酸さんはオレイン酸の割合が高く、サラリとした澄すんで栄養価も高い良質な油だった。

　ただダンテ油は種から採れる量が少なく、１ミリリットル精製するために15グラムの種が必要となる。１回の揚げ油に８００ミリリットルほど使うとすれば、必要な種は１２，０００グラムで12キロ。

　ダンテの種はよほど食べ過ぎなければ健康的な食品とも思えるが、油を用意するのは少々手間がかかった。俺が魔ま力りよくを鍛きたえる良い訓練になると感じるくらいに。

　その甲か斐いあって２つとも味は心から満足できる物になったが……材料の用意から手間がかかる事と、黒糖と白玉粉の材料費がネック。手間はまだしも値段は１個20スートが限界で、出店の菓か子しとしてはいささか高い。

　代わりに安価な小麦粉のペストリー生地でコストを削さく減げんした〝胡麻ペストリー〟も用意したことで、胡麻団子はお蔵くら入いりになる可能性が高かったりする。

　そう伝えると……

「それなら今日食べとかないとね」

　マイヤさんは分かったと言いつつ……新しい料理を取りに行く。

　もう２、３人分は食べていたように見えたけど、食べること自体はやめないようだ。







３章31話　草原の噂







　宴えんもたけなわになってきた頃ころ、気になる話を聞いた。

「街かい道どうに魔ま獣じゆうが？」

「ええ。我々は南の草原を通るルートで来たのですが、ケレバンを出る前に草原で〝アント〟を見たという話を聞きましたね。そのせいで道中は普段よりも気を張はり詰つめてしまい、疲れました」

〝アント〟とはアリ型の魔獣の総そう称しよう。種類は多いが、全体的に甲こう殻かくが硬かたく頑がん丈じようで群れる習性を持つ。危険度はその種類によって変わるらしいが……

「まさかマーダーアント？」

　マーダーアントは強固な甲殻と顎あごを持ち、生物に対して非常に好戦的な肉食の巨きよ大だいアリ。群れを成して襲おそわれれば脅きよう威い。冒ぼう険けん者しやギルドでは巣の規模によってＣランク以上の討とう伐ばつ対象に認にん定ていされている。

「いえいえ、それでしたら別のルートを選びますよ。種類はトンネルアントだそうです」

「ん……すみません。その種類について教えていただけますか？」

「そうですね……。まずアントの特とく徴ちようである硬い甲殻は持っていますが、顎や爪つめ、それに力も他の種類と比べると弱いほうだと聞きますね。毒もありません。総じて攻こう撃げき能力は低く、アントの中では温おん厚こうな部類で積極的に人や獣けものを襲いはしないそうです。

　しかしその分柔らかい地面を掘ほることに特化し、広こう範はん囲いに巣穴を広げるのが特徴です。この巣穴が問題でして……知らずにその上を馬車で通ると、地面が陥かん没ぼつして嵌はまり込むのです」

　巣穴はトンネルアントの体液で補強されているらしく、人が歩いた程度では崩れない。しかし荷物を載のせた荷馬車などでは重みに耐たえ切れず崩れる。そんな微び妙みような強度を持っているとの事だ。

　トンネルアントそのものの危険は低いが、陸路で馬車を使う人間にとっては迷めい惑わくな魔獣のようだ……

「そうなると運送業の人は大変でしょうね」

「お祭りの用意や客足に影えい響きようが出なければ良いのですが……」

　隣となりで聞いていたセルジュさんにも懸け念ねんがあるようだ。

　……だったら俺は明日からそっちへ行ってみるか。

「リョウマ殿が、ですか？」

　プレナンスさんが不思議そうな顔をしたので、冒険者をやっていることを説明。ついでにシュルス大樹海に行くことを目的としている話もしておく。

「なるほど、それで最初にマーダーアントが出てきたのですか」

　大樹海にはマーダーアントの他、数種類のアント系魔獣が生息しているので参考になるだろう。

「流通への影響も気になりますし、とりあえず１日様子見に行こうかと思うのですが」

「そうしていただけると助かりますな」

「我々もお願いしたいですね」

　セルジュさんだけでなく、プレナンスさんも？

「お客様に未熟な芸は見せられませんからね。練習場所にギムルから少し離はなれた草原を使おうと考えていたのです」

　彼らのような旅芸人は街から街へと渡わたり歩あるくため、特定の練習場所を持たないことが多いらしい。さらに彼らにとって芸は商品。未熟なものは客に見せられないので、人目につかない場所でこっそり練習するのだそうだ。

　しかし今回は予定していた草原にトンネルアントが出てしまった。万が一を考えると利用は避さけたい。だから早さつ急きゆうに駆く除じよされることが好ましい……か。

「……だったらうちを使いませんか？」

　もし人目につかなければいいのなら、俺が住む廃はい鉱こう山ざんも人は来ない。公こう爵しやく家から好きなように使って良いと言われているので、芸の練習に使うくらいなら許可を出せる。それに危険な魔獣が出ないのも確認済みだ。万一出てもソルディオさん１人いれば対処できるだろう。あの人も十分強そうだったし。

「よろしいのですか？　我々のような旅芸人には盗ぬすみを働き子供をさらう集団もいると言われます。もちろん我々にそのような腹積もりはありませんが……」

「あー……そのへんは大丈夫です。家といっても大した物は置いてないですから」

　大切な物は基本的にアイテムボックスの中に収納しているし、広場を貸すくらいなら問題ないだろう。勝手に家に入るとむしろ危険だし。下手に触さわると冗じよう談だんじゃなく痛い目を見る物も置いてある。熟成中の石せつ鹸けんとか苛か性せいソーダが残ってたら洒しや落れにならない。

「本当に場所を貸すだけなら何も問題はありませんが……」

「でしたら是非お願いします」

「では、いつからにしますか？」

「リョウマ殿さえ良ければ明日の朝からでも」

　着いて間もないはずだけど、いいのか。

「わかりました。それでは明日の朝、お待ちしていますね。場所はギムルの北門を出てまっすぐ進むだけですから、迷うことは無いと思います」

　こうして明日からの打ち合わせをしているうちに、今日の懇親会はお開きとなった。




■　■　■




　次の日。

　我わが家やを訪おとずれたセムロイド一座の皆様に練習場所を提供した。といっても入ると危険な場所だけ説明し、飲み水だけ用意して後の事はプレナンスさんに任せて出勤。昼前に到とう着ちやくした冒険者ギルドはいつもより人が少なくなっている気がした。

　その分待たなくても良さそうだけど……

「あらリョウマ君じゃない」

「こんにちは。メイリーンさん、南の草原でトンネルアントが出たって話を聞いたのですが」

「耳が早いわね。仕事ならあるわよ」

　言ったと思えば、もう数枚の依い頼らい書しよをカウンターに出していた。

「……トンネルアントの討伐に巣の捜そう索さく。それに、発はつ掘くつ作業？　この２つは分かりますが、発掘作業とは？」

「地面を掘りかえして巣を取り出すのよ。中に卵があれば潰しただけだと後々また出てくるし、巣が残ってると思わぬ事故につながるから」

「なるほど……もしかして今日ギルドに人が少ないのはそちらに？」

「正解。もういくつか巣が見つかっていてね。その処理に動いてる人が多いわ」

「……トンネルアントによる被ひ害がい状じよう況きようってどうですか？」

「今のところ目立った被害は出てないわ。でもねぇ……」

　メイリーンさんの表情は暗い。何かあるようだ。

「巣がいくつか見つかったって言ったでしょ？　どこかから繁はん殖しよくのためにやって来たか、繁殖したトンネルアントが新しい住すみ処かを求めて来た可能性が高いのよ。今後、まだ巣が見つかりそうだし、被害も出てくるかも……って感じね。

　だからギルドとしては巣の捜索に力を入れて欲ほしいかなー。討伐と発掘作業はテイマーギルドの協力もあって、そこそこ進んでるから」

　テイマーギルドの協力？

「そこのところ、詳くわしく聞かせていただけますか？」

「詳しくと言ってもそのままよ。問題の内容次第ではギルド同士で連れん携けいを取り合って対応する場合もあるの。今回みたいに早期解決が望まれる場合はね。特にこの街は鉱山に近いでしょ？　テイマーギルドには力持ちな魔獣を使し役えきしてる人も多いから」

「……こんな事をメイリーンさんに聞くのもどうかと思いますが、テイマーギルドでも同じ依い頼らいを受けられますか？」

「たぶん受けられるけど、あっちで受けるの？」

　うっ、視線がなんとなく痛い。

「実は僕ぼくテイマーギルドにも登録していて、向こうのギルドマスターにも何かとお世話になっているのですが……従じゆう魔まの特性上受けられる依頼がこれまで無くてですね。一度も依頼を受けてないんです」

「恩返しかしら？　いいわよ。そんな気まずそうな顔をしなくったって、別に依頼を受けるか受けないかは個人の自由なんだから」

　そう言って笑う彼女。どうやら気を悪くしたわけではなさそうだ。

「良かった、ではすみませんが今回は」

「はーい。また気が向いたらこっちでも依頼を受けてね」

「ありがとうございます」

　理解を示してくれたメイリーンさんに礼を言い、冒険者ギルドを後にした。




■　■　■




「気をつけて行けよ！」

　南門の門番に送り出され、南の草原へ足を踏ふみ出す。テイマーギルドではあまりに顔を出さずにいたため新規登録者と間違われたが、それ以外に問題もなく普ふ通つうに依頼を受けることができた。

「よし、行くぞ！」

『クルルルッ！』

　掛かけ声ごえと共に連れてきたリムールバード達が空へ舞い上あがり、Ｖ字の隊列を組む。彼らには空からトンネルアントや巣がありそうな場所を探してもらう。

　テイマーギルドで仕入れた情報によると、トンネルアントは巣作りで出た土ど砂しやを周囲に排出する性質がある。いわゆるアリ塚づかのような物は作らないが、一度掘り起おこされたような地面を見つけたらその付近に巣がある可能性が高いそうだ。

「ケーッ！」

「おっ、もう見つけたか」

　感覚共有で滞たい空くうするアインスの視界を見せてもらう。すると青々とした草原に一部、土で斑まだら模も様ように見える場所があった。肉眼ではどこまでも青々としているように見えるが、空から見ると一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　すでに発掘作業が始まっている場所に用はない。討伐が始まっている場所も同上。空間魔法で後を追いつつ、人のいない街から離れた場所の１つへ足を向けた。

　この辺を探してみるか……

「『ディメンションホーム』」

　廃はい坑こうから連れてきたメタルとアイアンを草原に放し、全部出で揃そろったところで一列に並ばせる。その数なんと４００匹ひき。

　２種類のビッグスライムへ合体させることを目指して積極的に増やしていたのだが……ちょっと餌えさを与えすぎて増えすぎた。ビッグへは１００匹でいいのに、今は各２００匹いる状態だ。しかし、これだけ数がいるからできる事もある。

　一番変形の上う手まいスライムを刀に変形させて指示を出す。

「そのままゆっくり進んでくれー！」

　列を成した金属の玉が、土にまみれた草を掻かき分わけて進む。

　そして数分後。

「みつけたか？」

　スライムは弱いが危険察知能力は高い。進化して多少衰おとろえているかもしれないが、アイアンスライムの一部が反応を示した。もう少し進むと何かがいるらしい。彼らは彼らなりに警けい戒かいしている。たとえそれがただ動きを止めただけだとしてもだ。

　スライムの前へ出て慎しん重ちように進んでいく。１歩、２歩、３歩……アイアンの示した位置が目前になった、その時。

「！」

　地面から飛び出す触しよつ角かく。続く複眼。自分の体の胸ほどまである巨大アリが姿を現した。

　印象はケイブマンティスに近い。完全に地面から出る前に首へ刀を一ひと振ふり。

「ピキッ……」

「これがトンネルアントッ」

　さらに出てきた２匹を同じように狩かる。

　それ以上は……出てこない。

　テイマーギルドの情報によれば、トンネルアントは外敵の多い時間帯を避けて行動するため夜行性。昼間はあまり巣の外に出ず、巣の奥で眠ねむっている。唯ゆい一いつ見張りをする個体だけが出入り口のそばに控ひかえる。出てきた見張りを巣に戻させなければ、基本的に次は出てこない。

　この巣の見張りは今の３匹だったんだろう。

「とりあえず１つめ発見……っと。『アースニードル』」

　今日の仕事は巣の捜索であって討伐ではない。位置情報を記録して、近くに目印を立てれば一段落。あとは無む駄だに巣を刺激しないよう、他の出入り口を探しつつスライム達とその場を立ち去る。そして次の候補地へ。

「せっかくだし走るか」

　普段は廃鉱山しか走らせていないので、この機会に草原を走らせてあげよう。そう意思を伝えると、２種類のスライムからなんとなくうれしそうな雰ふん囲い気きを感じた。そしていざ合図を出せば即そつ行こうで転がっていく。

　速い……最近、あいつらだんだんスピード狂きようになってきてる気がするんだよな……







３章32話　気まぐれでお節介







「５ヶ所目発見……っと」

　リムールバードが空から目星をつけ、スライムが数を活かして捜そう索さく。そして俺は確認と記録。それぞれに合った作業分担であっという間に巣が見つかる。あとは報告するだけで良いのだが……こう簡単に見つかると、少々物足りなく感じる。

　捜索依い頼らいは巣を見つけることが仕事だが、余よ裕ゆうもあるしもっと報告の質を高める事はできないだろうか？　巣の大きさや敵の数が分かればいいが……スライムを送り込めば調査はできる。しかし奥のアントと遭そう遇ぐうすることになるだろう。そうなればもう調査どころではなくなる可能性が高い。

　殲せん滅めつできれば良いが、数が多いと取りこぼすかもしれない。特にトンネルアントは地中を進める魔獣だ。……『探査』。

「……だめか」

　通路が狭いアリの巣だからか魔力の流れが複雑すぎる。入り口付近しか分からない。型取りするイメージで大量に魔力を流し込むというのは……魔力の消費が多すぎる。

　悩なやむこと５分。

　ふと足元を見れば、掘り返かえされた土を踏んだ、きれいな足あし跡あとが残っていた。

　……………………もしかして……試ためしてみるか。

　もう一度探査の魔法を使う。ただし今度は無属性ではなく土属性の魔力で。ロックやブレイクロックと同じく、地面に魔力を染しみ渡らせるようにイメージして……

「『探査』……お！」

　成功した！

　魔力が地面を伝って広がり、土のない場所は通らない。探たん索さく範はん囲いにぽっかりと空いた空白地帯が巣の形状を如によ実じつに伝えてきた。トンネルアントに反応は……無いようだ。

　巣の中身を探査している訳じゃないから敵の詳細な数は分からない。しかし巣の中のアントを刺激することも無いようだ。それに巣の大きさとトンネルアント１匹の大きさから考えれば、大まかにだが巣に入れる最大の数は推測できそうだ。

　巣の形状を忘れないうちに大体のモデルを作っておこう。『ロック』を使えば簡単だ。あと調べた時間もメモに加えて……よし。今後は土属性の探査での調査もやっていこう。……土属性の探査ってのはちょっと言いにくいな。……探査だけど無属性じゃないし……〝アースソナー〟と呼ぶことにしよう。

「次に行くぞ！」

　スライムを率いて次の候補地へ。

　右と左、複数あるがどっちへ行こうか………………？　あれ？

　アインスの視界に小さめの荷車を引く６人組が映っている。体格からして子供。なんだか見覚えが……あ、やっぱりベック達だ。

「挨拶でもして行くか…………おーい！」

　休きゆう憩けい中らしき６人へ、警戒されないよう声を上げて存在をアピールしながら近づく。

「リョウマじゃねーか。最近ちょくちょく会うな……後ろのはスライムか？」

「お互たがい同じ街で活動してますしね。こっちはメタルスライムとアイアンスライムです」

「ま、またすごい数だなぁ……」

　ウィスト君の顔が引きつっている。スライムは苦手なのだろうか？

「で、何か用か？」

「トンネルアントの巣の捜索中。テイマーギルドの仕事でね。たまたま見かけたから声をかけたんですが……そっちも？」

「私たちは討伐です。一応」

「一番の目的はトンネルアントの甲殻……です」

　ハーフエルフのマルタと、ハーフドワーフのフィニアだったかな？　それに目的が甲殻？

「スラムの兄貴分が防具職人に弟で子し入りしててさ。材料を持って行けばその分安く防具を作ってくれるんだよ」

「練習って言ってるけど、親方から認められたちゃんとした防具なの！」

　犬人族の兄きよう妹だいが補足してくれた。

「ルースとルーミルが言った通り。アントの甲殻は金属より軽くて革より頑丈だから、鎧よろいや盾たてに使えるんだとさ。多めに材料を持って行けばその分も少し割り引いてくれるって言ってたし、討伐できた分はお金になるし、このチャンスに全員分の装備を整えたいんだ」

「それに……こ、この草原って僕らがよく薬草を採る所だから……早く前みたいになってほしい……」

「なるほど……」

　しかし荷車を見てみると、トンネルアントの死体は１匹分しかない。

「まぁ見ての通りなんだけどね」

「トンネルアントが見つからないんだよなぁ……」

「やっぱり夜の方がいいのかなぁ」

「ギルドのお姉さんはそう言ってた……です」

「でも夜は暗いし、どれだけ沢たく山さん出てくるか分からないよ」

「お、多すぎても困るよ……」

　ちゃんと安全マージンも考えてるようだし……

「だったらアントがいる場所を教えましょうか？」

　提案してみた。

　俺おれの仕事は〝巣の捜索〟。発見するだけで討伐する必要はない。しかし巣に近づくと見張り役が数すう匹ひき出てくるので倒たおさざるを得ない。そこで俺は巣に案内するだけ、見張りを倒すのは彼かれらに任せてはどうだろうか？

「……そりゃ俺らは助かるけどよ、何でそんな事してくれんだよ」

「んー……気まぐれとしか言いようがないんですけど……」

　出会い方はあまり良くなかったけれど、彼らは彼らで頑がん張ばっている。そういう姿を何度も見て、少し応おう援えんしたくなった。理由としてはそれくらいだ。

「変なやつ。……遠えん慮りよはしねーからな」

　ベックは続けて皆に休憩は終わりだと声をかけた。

　どういう意味かは分からないが、やる気になったようだ。

　新たに６人を仲間に加え、仕事を再開する。




■　■　■




「よーし！」

　６人と合流して７つめの巣。たった今見張りが倒された。ベック達は積極的に戦っている。そして俺は完全に荷物番。遠慮しないと言っていたのでもう少し頼たよってくるかと思ったけど、巣を見つけるだけのお仕事だった。その巣を見つけるのも従魔がやってくれる割合が多いので、ほぼ何もしていない。

「リョウマ、次で最後な」

「もういいの？」

「材料はもう十分だし、荷車に載らなくなっちまうしな」

　荷車にはすでに12匹分の死体。甲殻だけ取ればまだ載せられるが、素人しろうとが下手に手を出すと質が落ちると職人から止められているらしい。俺もアントの解体は経験がないので従っておく。

　なんなら少しアイテムボックスに入れてもいいが……次で帰れば確実に日が暮れ始める前に帰れるか。

「了りよう解かい」

　倒したアントを荷車に積み、移動開始。走らずのんびり歩いて向かう。

　それにしてもこんなに巣があるとは……やはり繁はん殖しよく期きなのだろうか？

　アント系の魔獣には女王となる個体が存在する場合が多い。しかしトンネルアントはそれと関係なく巣を作るし繁殖もするらしく、女王がいた場合は規模が大きくなるだけだという話なので判断が難しい。

「……この辺ですね」

　用意を整える６人を横目に、『アースソナー』で巣の位置と規模を確かく認にん。

　……？

「……ベック。ここ、まずいかもしれない」

「デカイ巣なのか？」

「逆。これまでの巣と比べて狭せまい。それだけ入り口と最さい奥おう部ぶが近くて、もしかするとこれまでのように見張りだけでは済まないかもしれない」

　だいたい３分の１くらいだろうか？　巣が小さいだけアントの総数は少ないだろうけど……これまでの彼らを見る限り、安全に対応できるのは一度に３匹か４匹くらいだろう。

「別の巣にする？」

「そうだな……でも数が多い敵にも慣れておきたいし、ちょっと待ってくれるか？」

　ベック達は６人で集まり、何度か意見を交かわした後……

「リョウマ、ここで戦いたい。この前みたいな事がまたいつかあるかもしれないしさ」

　そうか。まぁトンネルアントなら死にはすまい。

「じゃあ僕も加わるよ」

　どうしても手が回らない分は俺が受け持とう。

「いいのか？」

「サポートくらいなら問題ないでしょう」

　……こうしていると会社の事を思い出す。

　過去の部下も、目の前にいる彼らも、あらを探せばいくらでも見つかる。けれどあらがあるのは新人であれば当然のことだ。最初から何もかもできる奴やつはそうそういない。極まれに要領が良くてすぐ仕事を覚える奴はいるけれど、本当に最初から一人前の仕事ができるのは、どこか別の会社で経験のある中ちゆう途と採用の人ばかりだった。

　必然的に新人は社内で教育することになり、勤続年数だけは長かった俺も何度も担当した。残念ながら指導力はそう高くもないが……ただ１点、忍にん耐たいだけは他よりあったと自負している。

　１日に10の仕事をこなせれば一人前と考えて、新人は０～１しかできないとしよう。自分の仕事として10がある。上司は新人にも10を求める。結果、新人にできない仕事９が俺に回って19になる。

　それでもまずはその１を確実にこなせるように１の仕事を与あたえ、慣れてきたら２に増やす。１も確実にできない内から３、４、５と仕事を増やし、１すら疎おろそかになっては無意味だ。19でも20よりは労力は減っている。だんだんと10に近づいていけば良い。

　そう考えて不足があれば補い、間違いがあれば指し摘てきし、質問されれば答える。たとえそれが何度でも、同じ事でも。

　……ベック達も今はまだそれほど強くないし、自力で巣を見つけることは難しいかもしれない。しかし目の前のトンネルアントをしとめる事はできている。

　なら今はトンネルアントとの戦い方をしっかりと身につければ良い。その中で体の動かし方や連携など、学べることは多いはずだ。それができたらまた別の相手を見つけるか、巣の見つけ方などを学んでいけば良いと俺は思う。

　そのために今彼らに不足している技量を補い、帳ちよう尻じりを合わせる事ならできる。

　部下は３くらいで放ほうり投なげる奴がほとんどだったけど……

「リョウマ？　どうかしたのか？」

「……いや、なんでもない」

　余計なことを思い出した。ベック達は部下じゃないからノーカン。あいつらとは違ちがうだろう。

　そう片付けながら、アイアンスライムをもう１匹刀に変えて戦せん闘とう準備を整える。







３章33話　若年寄の１歩手前







「お疲つかれー」

　最後の巣からは予想通り、奥おくのトンネルアントも出てきた。総数は見張りを含ふくめて15匹。俺が先に５匹を倒したので、ベック達たちが戦ったのは残りの10匹。

　安全に対処できると考えた倍に近い数を任せたが、なんとか倒しきった。何度か転ばされたり噛かまれたりもしていたけれど、誰だれも大きな怪け我がは無い。

「水か回復魔法はいるか？」

「いら……やっぱ傷を洗う水だけ。飲み水は用意があるから」

　賢けん明めいだ。石の器うつわに魔法で水を用意する。

「あっ、同じ水は使わなくていい。全員分用意する」

「え？　ま、まだ綺き麗れいだしもったいないよ……」

「いやいや、それ続けると後がどんどん汚きたなくなるから。擦すり傷きず程度でも変な細さい菌きんが入ったら大変でしょう」

「サイキン？　最近？」

「あー、病びよう魔まの一種と考えてもらえばいいかな」

「……ウィスト。本人がいいって言ってるんだから、うだうだ言わずに使わせてもらえよ」

「う、うん……それじゃ……」

　傷を洗って死体を拾いに行ったベックに続き、ウィスト君が傷を洗って死体集めに加わる。その後も残りの４人が入いれ替かわり立たち替わり傷を洗った後は、俺もスライムとリムールバード達を呼び集めてディメンションホームの中へ。

　しかし街へ帰る道中……

「ねぇリョウマ君。なんでそんなに強いの？」

　ルースから突とつ然ぜんそんな事を聞かれた。

「急にどうしたの？」

「ゴブリンの時もそうだったけど、今日はトンネルアントを簡単に倒してたから」

「相手になってなかった……です」

「絶対に１人で回ったほうが早かっただろ」

　同じ魔獣を自分達も相手にして、力量差を強く感じたということだろうか？

　俺からしたら人生１回分の鍛たん錬れんがあるから当然というか、それで彼らが同レベルだったら若じやつ干かんへこむ。見た目同じくらいだから、彼らもそんな気持ちか？

　となると……

「まぁ……師し匠しようがいたからかな」

　ちゃんとした技術を持つ指導者の指導の下、生活の保護を受けながら鍛きたえる時間も捻ねん出しゆつできていた。そこが大きかったのだろうと無難に答える。

「その細い双そう剣けんの技を教えてもらったの？」

「これは剣じゃなくて刀。あと２本使ってたのは１本を片手で使う訓練をしていたんだ」

「それをやれば強くなれるのか？」

　ベックが興味を示しているけれど、ただ片手で振ふるだけでは意味がない。

　この訓練には握あく力りよくや筋力の強化という目的もあるが……それ以上に〝片かた腕うでが使えなくなった場合〟に備えるのが最大の理由だ。

　戦闘には怪我の危険が常につきまとう。また敵と必ず万ばん全ぜんな状態で戦えるとも限らない。戦闘中に傷を負い片腕が使えなくなった場合。武器が振れなければ命は無い。中ちゆう途と半はん端ぱに振れたとしても、万全の状態で深手を負わされた相手にはどれほどの効果があるのか。まず圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きように陥おちいってしまう。

　そこで１本の武器を片手で扱あつかう訓練を行うのだ。先ほども一刀の技を片手で、左右どちらの手でも自在に振れるよう２本使った。二刀流というよりも、そう表現するほうが正確だろう。

　当然ながらこれは行う前にある程度基き礎そができていなければならない。両手で正確に扱えない武器を無理に片手で扱ったところで滅め茶ちや苦く茶ちやになるだけだ。まずはギルドかどこか、ちゃんとした所で訓練を受けるのが良いと思う。

　というか、ベック達に師匠はいないのだろうか？

　聞いてみると基本的なことはスラムの先せん輩ぱいから習ったが、その方々も忙いそがしいので自主鍛錬の割合が多いとの事だった。ギルドで指導を頼たのむという手もあるが、身につくまでの依い頼らい料りようが不安だと彼らは語る。

「まずは金を貯ためないとな……」

「ぼ、僕からもいいかな？」

「いいよ。何かな？」

「リ、リョウマ君はその……戦う時に何を考えてるの？　えっと……怖こわくないのかな……って」

　なるほど……確かにウィスト君は遠慮がちというか、戦ってる時、積極的に攻撃できずにいた。

　戦い方を見た限り、ベックが身軽さを活いかして短たん剣けんと格かく闘とうで牽けん制せい。マルタの木き魔ま法ほうによるサポートを受けながらルースとルーミルが剣と槍やりで敵を抑おさえ、腕わん力りよくのあるフィニアとウィスト君がハンマーでとどめを刺さす。というのが彼らの基本戦法だった。

　トンネルアント用に対策を練ってきたようで戦い方に文句はないが、ウィスト君個人は積極的に攻撃に出られていない様子が見受けられた。

　怖がりというだけでなく、優やさしすぎるというか……遠慮で力を入れきれず、仕留めるために２、３回殴なぐっていた。おそらく全力で殴れれば一いち撃げきで倒せると思う。

　まぁ心構えを聞いてくるあたり、自覚はしているんだろう。

「またそんな弱気になるなって。思い切って振れば良いんだっていつも言ってるだろ？」

「うん……でも相手を目の前にするとどうしても……」

　やはり昨日今日始まった話ではないらしい。しかしなんと答えたものか……

「僕は……特に何も」

「えっ？」

「戦うときは戦うこと。敵の行動と自分の動き方に集中することだよ」

　鍛えて実力が身につけば自信にもなる。彼に言うと自分を責めてしまうかもしれないが、俺はトンネルアントと対たい峙じしても恐きよう怖ふは感じない。

「そのためにはやっぱり地道な訓練と経験を積む事だね」

　実に当あたり障さわりのない意見。もっと上手い事を言えればいいのだけれど、そんなコミュ力は持ち合わせていなかった。せっかく質問してくれたのに、申し訳ない。

「リョウマ君は悪くないよ！　大人達にもそう言われてるし……」

「ん？　まだ何か？」

「ううん、何でも――」

「冒ぼう険けん者しやに向いてないって言われてんだよ。ウィストは」

「っ！」

　割り込んだベックの言葉に、彼は黙だまり込んでしまう。図星のようだ。

「言われてるって、誰に？」

「他の奴ら。スラムの子供で冒険者やってるのは俺おれ達たちだけじゃないんだよ」

「冒険者には誰でもなれるし、元冒険者の肩かた書がきがあった方が就職先を探すとき受けがいいからね」

「スラム出身……警戒されるです。元冒険者の方が安心、です」

「真ま面じ目めに働いてた記録があってこそですけどね」

　吐はき捨すてるようなベックに続き、女の子達が補足してくれた。

　その横で肩かたを落とすウィスト君。ルースに慰なぐさめられているが……

「仲、悪いのか？　その子達と」

「悪いっつーか、そいつらは戦うのが得意なんだよ。稼かせぎもあっちのが多くて、最近薬草採取ばかりしてる奴を馬ば鹿かにし始めたんだ。特にウィストは力も強いし体もでかいだろ？　なのにあの性格だから余計にな……ウィストもうじうじしてんじゃねぇよ！　あいつらはあいつら、お前はお前だろ！　だいたい強さで比べたらあいつらだってコレには敵かなわないだろ」

　俺が引き合いに出だされた。コレ呼ばわりは酷ひどくない？

　しかし子供同士でも色々あるんだねぇ……

「でもぉ……冒険者を続けるなら人を殺すときもあるって」

「そんなのあいつらだってまだ先の話だろ！」

「でも、ベックだって言ったじゃないか」

「何をだよ！」

「僕がもっと、ちゃんと攻こう撃げきできたらって」

「馬鹿！　俺はあいつらみたいな意味で言ったんじゃ」

　……ベックがヒートアップしすぎかな。

「ちょっと待った。ここで２人が言い合いをしても意味無いだろう」

　頭に血が上ってきたようなので割って入る。

　少し冷静になってほしい一心で、歩きながら話を聞いてみると……

　１．ウィスト君はさっきまで話していたような事をその子達に言われていた。

　２．ベックの言う通り、言った子達も当分縁えんのないような状況や心構えの話も多々ある。

　３．実際に冒険者として活動を続けるならば、いつかぶち当たる可能性もある。

　４．ウィスト君は真面目に考えて、早く一人前になり仲間の役に立ちたいと思っている。

　５．ベックは長い目で見れば良いと思っているし、それまで付き合うつもりもある。

　要点はこんなところだ。

　ウィスト君は問題点をちゃんと自覚していて、弱気だけど向上心はある。それだけに焦あせって空回りをしているような感じだ。それにはベックも気づいているようだけど、性格の問題だろう。自分が〝気にせず笑い飛ばしてやればいい事〟ぐらいの認にん識しきなので、なんでウィスト君がそこまで悩むのかが分かっていない。

　……難しいな。

「とりあえず個人的な意見を言わせてもらうと、ウィスト君はちょっと考えすぎかと思うけど……」
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「だろ？」

「そんなぁ……」

「いや最後まで聞いてよ。確かに今の内から気にしすぎる必要はない。でも将来を考えることは大切だし、他人や生き物を傷つけることに抵てい抗こうがあるのは大切な事だ」

「結局どっちなんだよ」

「その〝どっちか〟じゃなくて、たとえば……そうだな……街でお腹なかが空すいたとしよう。さてどうする？」

「そんなの飯を食うに決まってるだろ」

　ベックは迷いなく答えた。なら手元に食料がない場合は？

「店に買いに行く」

「い、今ならお店で食事もできるよ……」

「外食は高いよ。少しでいいなら街を出て、野草とか食材を採りに行った方が安く済むわ」「近所の人と何か交こう換かんで分けてもらう、です」

　次々と意見が出てくる通りだ。

「他にも畑を作っていれば作物を収しゆう穫かくするだとか、悪い方法なら食べ物を盗ぬすむという手もある」

『盗みはダメ』

　６人の声がそろう。

「……前に捨てた獲え物もの、勝手に持って行こうとしてただろうに」

「うっ」

「そ、それは……」

　指摘したら急激に気まずそうな表情へ変化した。ちょっと意地が悪かったか。

「別に責めてるわけじゃないよ。反省してるみたいだし、あの事はもう別になんとも思ってないから。

　……話を戻もどそう。確かに盗みは悪い事だけれど、〝１つの手段〟ではある。僕が言いたいのは、１つの目的を達成するために、取れる手段は色々あるって事。同じようにさっきの質問も、ベックとウィスト君の意見以外にも答えがあると言いたいんだ。２人は極きよく端たんすぎるんだよ」

「じ、じゃあリョウマ君はどうしてるの？　魔ま獣じゆうと戦うときは……」

「命を奪うばうことに対しては、〝必要だから〟」

　食料にするため。衣服にするため。あるいは仕事のため。〝必要だから〟獲物の命を奪う。

　襲おそってくるなら魔獣だろうと人であろうと、身を守るために〝必要だから〟命を奪う。

　それだけだ。

「厳しい言い方になるが、腕うでを鈍にぶらせてしまうような悩みは戦う邪じや魔まにしかならない」

　羽は虫むし１匹も人間１人も、１つの命。

〝平時においては羽虫も人の如ごとく扱い、戦時においては羽虫を払はらうかの如く人を斬きれ〟

　一いつ瞬しゆんの迷いが命取りになる状況では、悩みは捨てるか割り切った方が生存率も上がる。

　古くから伝わる我わが家やの家訓である。

　そして俺はこれを間ま違ちがっているとは思っていない。

　流石さすがに人を羽虫と同列には考えてないけれど、戦闘中に腕を鈍らせるほどの抵抗も無い。

　……かなり割り切っている方だと自分では思っている。

　でも、

「だからこそ、人でなくても生き物を傷つけることに抵抗を持つのはごく普通の感性で、大切な事だとも思う。ウィスト君の姿勢は人として間違っていないと僕ぼくは断言するよ。すぐに割り切れとは言わないけど、どこかで納なつ得とくできる落とし所を見つけられると良いんじゃないかな？」

「……うん」

　……少々極論で刺し激げきが強すぎただろうか……全員反応が鈍い。俺も明確な答えを与えたわけではないけど。結局こういうことは本人が納得できるかが重要だろう。

「で、そのためには……ベック！」

「俺!?」

「まぁ他の皆みんなもだけど、時々全員で冷静に話し合ってみたらどうかな？　頭に血が上らないように。他の冒険者から話を聞いたり、できる事は色々あるさ。ウィスト君も、慌あわてなくてもまだ当分は地道に冒険者を続けるでしょう？」

「う、うん！　戦うのは怖いけど……まだ始めて１年も経たってないし、皆と一いつ緒しよにやりたい……」

「ならゆっくり考えるといい。今日見た限り、無む謀ぼうな事をしなければ大おお怪け我がもしなさそうだしね」

　それで最終的にどんな決断をしようと、俺は否定するつもりは無い。

　冒険者を辞やめるなら店に来ないか誘さそってみてもいいかもしれない。今は言わないが……おっ。

　門に到とう着ちやく。ギルドカードを提示して門をくぐる。

「ここから……そっちは冒険者ギルドに行く？」

「そうだな。まず報告に行かねーと」

「それじゃこっちはテイマーギルドに報告だから、お別れだ」

「分かった。今日はありがとうな」

「お、お世話になりました」

「とても助かった、です」

　口々に礼を言う６人と別れ、１人テイマーギルドへ向かう。

　……柄がらにもないことをしたなぁ……

　さっきまでの事を思い返すと、何であんな話をしたのか。

　応援したいとは思ったが、余計なお世話だったんじゃないだろうか？

　俺も新人のくせに偉えらそうに。だんだん説教臭くさくなっていた気もしてくる……

「店長！」

「！　あ、フィーナさんにリーリンさん。どうしたんですか？　こんな所で」

「私達、買い出しネ」

「連日の試作で調味料が切れてたんです。他にも紙とか消しよう耗もう品ひんの補ほ充じゆうがあったので。店長は？」

「仕事帰りですよ、ちょうど今戻ってきたところです」

「何かありましたか？　考え事、してる顔してたヨ」

「そんな顔してました？」

「悩んでる感じでしたね。困り事ですか？」

「そうではないんですが……僕も歳としをとったのかな……と」

「「え？」」

　２人に心底意味が分からないという顔をされた。







３章34話　着眼点







　報告を済ませて家へ帰ると、華はなやかな音楽が耳についた。セムロイド一座の皆さんがまだ練習をしているようだ。

　邪魔をしないよう、そっと音のするほうへ向かう。

「……」

　数分で彼ら全体が見み渡わたせる草むらを見つけて身を隠かくす。

　今はマイヤさんとソルディオさん。剣けん舞ぶ師しと紹しよう介かいされた２人の演目の練習中だろう。ソルディオさんが装そう飾しよくのついた円い盾とロングソード。マイヤさんも同じ剣を、こちらは２本持って戦うように舞まい踊おどっている。

　ステージと想定している線の外側では座長のプレナンスさんの他、楽器の演奏ができる人たちが音楽を奏かなでている。それもステージ上の２人の動きが激しくなるにつれて曲調も激しく。距きよ離りがあいてにらみ合うような状態になれば、何かが起こりそうな静かな曲調に。

　さらに剣と剣がぶつかり合えば火花が散るような魔法による演出が所々に入っていて、歌や台詞せりふは一切無いのにまるで物語を見ているようだ。

　彼らの練習自体は今朝家を出る前、場所を貸す時に少しだけ見た。しかしあれはまだ準備運動程度のものだったのだろう。そう感じるほどの熱気と迫はく力りよくを目の前で繰くり広ひろげられるすべてに感じた。

　息を潜ひそめる。途と中ちゆうで水をささないように。

　やがて曲が最高潮を迎むかえた頃ころ、マイヤさんの剣がソルディオさんの首にギリギリ当たらない軌き道どうで振るわれる。それは飾かざりの多いマントで隠した首元をなぎはらい、留め金を外してマントを落とす。同時に倒れこむソルディオさんの姿は、あたかも首を切りつけられたように見えた。

　そしてかき鳴らされた楽器の音とともに終幕。

　数秒あけて一仕事を終えた彼らの空気が緩ゆるんだことを確認した俺は、思わず立って拍はく手しゆをした。

「リョウマ殿どの、いつからそこに？」

「すみません、しばらく前から見ていました。帰ってきたら音楽が聞こえてきたので」

　勝手に見てはまずかっただろうか？

「見られた事に問題はないが、まったく気づかなかったのでな」

「ちょっと驚おどろいたよ」

「我々はある意味人から見られる事が仕事ですから。視線には敏びん感かんであると自負していたのですがね……」

　驚かせてしまったようだ。

「ところで草原の様子はいかがでしたか？」

「その事ですが、あまり良い状況ではなさそうです」

　ギルドに報告した際に聞いた話だが、俺が見つけた以外にも巣の発見報告が続々と集まっているらしい。明日以降も捜そう索さく依い頼らいの継けい続ぞくか巣の発はつ掘くつ作業の手伝いをして欲ほしい、と受付で少しでも多くの手が集まるよう積極的な呼びかけが行われていた。

「対処が遅おくれれば流通が滞とどこおる可能性もありますし、そうなると客足や仕入れにもどこまで影えい響きようが出るか分からないので、しばらく僕はそちらで働くことにします。皆さんの練習場所は問題なければ、明日以降もここを使ってください」

「お言葉に甘あまえます」

　プレナンスさんを筆頭に頭を下げた一座の皆さんはその後、道具を片付けて街へ帰って行く。

　先ほど見た演目が今日の締しめだったようだ。

　彼らを見送った俺はそのまま鍛錬に入る。

　ほんの少しだけ、出来心で彼らの舞うような動きを真ま似ねてみた。

　しかし上う手まくいかない。魔ま法ほうを使うときに若干動きがギクシャクしたように感じる。

　……魔法での演出は、魔法と武器を同時に使う訓練に良いかもしれない。

　魔法と武器を組み合わせて使う。この点において、彼らの動きは俺よりも滑なめらかだった。

　ん～……




■　■　■




　翌日。

「魔法の演出について？」

「もしかして剣舞師に興味が出た？」

　練習に来た一座を迎え、剣舞師のお２人に直接聞いてみることにした。

「昨日の演目を見て、お２人の技術を学びたいと思いまして」

「別に教えるのは構わないが、なぜそんな事を？」

　理由を問われたので、昨日感じたことを答えた。

　自分の戦い方は武器や格闘術による接近戦が主体。魔法も使えるが、戦闘にはあまり使わないため不慣れである事。自分自身の幅はばを広げたいと思っていた事も打ち明ける。

「つまり我々が演出に使う魔法を攻こう撃げき魔法に置おき換かえて使えないかと」

「はい。お時間があれば、ぜひともお願いしたいのです」

「そういう事ならいいんじゃない？」

「そうだな。少しくらいなら大した手間でもない。武器が違うので我々と同じとはいかないだろうが……それでも良いだろうか？」

「はい、もちろんです！」

「では昨日と同じくらいの時間に戻ってきてくれるか？　君も仕事があるだろうし、我々は全体の練習が終わった後に教えよう」

「ありがとうございます！」

　秘伝と言われたらどうしようかと思っていたが、意外とあっさり教えていただけることになった。

「何か特別に用意するものはありますか？」

「自分の武器だけでいい。今日はとりあえず君の実力を確かめる」

「あ、魔力だけは残しといてね」

「分かりました。それではまた夕方に。よろしくお願いします」

「君も頑がん張ばってねー！」




■　■　■




　そして夕方。

　朝から楽しみな気持ちを捜そう索さくに向けた結果、昨日の倍の巣を発見して帰宅。

　約束通りに戻ってみると、一座の皆さんが荷物を片付けていた。

「遅おそくなりました。お待たせしましたか？」

「我々も今終わったところだ。すぐに用意を整えよう。マイヤ！」

「はいはーい！」

　荷車の陰かげから彼かの女じよは何かの包つつみを抱かかえてやってきた。

「はい、これリョウマ君の分ね」

「薪まき……ですね？」

　小さな丸太にも見える。片手で握にぎれるくらいのサイズに切りそろえられた薪だ。

「片付け終わったらすぐ始めるから待っててね！」

「あ、ちょっと……」

　行ってしまった。

「あちらはマイヤ達に任せておけばいい」

　……確かに。一座の人々の動きを見ると、彼かれらだけで流れができている。俺おれが下手に手伝うとむしろ邪魔になってしまいそうだ。

「練習の前に、まずこれを見てくれ。私とマイヤが使っている剣だ」

　前も見た通り装飾の多い剣だと思ったけれど、こうして近くで見てみると装飾に交ざって妙みような文様が描えがかれている。表面に何か塗ぬってあるようだ。

「これはレインボースラッグの体液を加工して作られた塗と料りようで、当てられた光を蓄たくわえ、ほんの少しだけ保つ性質がある」

　光り方は違うが蛍けい光こう塗料のような物かと考えていると、魔法を使って実際に見せてくれた。光魔法の輝かがやきを受けて、塗料で描かれた線に沿って光が走る。これを剣や盾たてを打ち合わせる瞬しゆん間かんに上手く行うと、観客には派手な火花が出たように見せられるとのことだ。

　しかしそれを実現するためには、手順が決まっているとはいえ武器を使った打ち合いの中、素す早ばやく正確に魔法を制せい御ぎよしなくてはならない。

「そしてそれを実現するためにはまず剣か魔法、どちらもある程度の習熟が必要だ。だから今日はまず初めに君の腕うで前まえを測らせてもらいたい。その結果で私も教え方を考える」

「よろしくお願いします」

「おーい！　用意できたよ！」

　場所が整ったようなので、そちらに移り練習開始。

　一座の皆さんが円を描いて立つ中心へ向かう。

　……ん？

「皆さんは……」

「少し協力してもらう」

「半分は興味本位ですがね」

「そうですか。ご協力ありがとうございます。よろしくお願いします」

「では武器をマイヤの方に」

　アイアンスライムの刀を構える。

「あいつがさっきの薪を投げてくる。それを切ってくれ」

　誰かが投げた物を切るのも剣舞師の演目の１つであり、複数人での打ち合いを学ぶまでのワンステップでもあるそうだ。これが俺の実力テストとなる。

「好きなように切って構わないが、できるだけ中心を切るように心がけてくれ」

「分かりました。お願いします！」

「いくよー！」

　１本の薪がマイヤさんの手から離はなれる。最初とあって、さほど速くない。緩やかな放物線を描いた薪を、間合いに入ったところで斬り落とす。

「あっ、成功？　すごいすごい！　どんどん行くよ！」

　彼女は２つに分かれた薪を見て、次を投げる。それを同じように斬り落とせばさらに次。次々と投げられる薪は徐じよ々じよに速く、間かん隔かくも狭せばまっていく。だが対応はできた。

　そして先に薪が尽つきる。

「最後！」

「はい！」

　最後の１本を斬り払い、テスト終しゆう了りよう。結果がどうかと気になって、ソルディオさんを見る。すると彼は難しそうな顔をしていた……

「では次だ」

　一座の皆さんの手も借りて、斬った薪を全すべて拾い集める。ソルディオさんはそれらを俺以外の全員に分配。そして自分とマイヤさんの分にだけ、上下に赤い塗料を塗りつけた。

　今度は一座の皆さんが投げる薪を避よけながら、２人が投げる薪だけを斬るテスト。
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「いくぞ！」

　最初に１つ、ソルディオさんからの薪を斬ると、それをきっかけに次々と周囲から薪が飛ぶ。

　大体一度に投げられるのは１つか２つ。多くて３つ。それらを避よけながら、２人の薪だけを斬っていくが……

「……」

「……」

　最初は定位置から薪を投げていた２人は無言で頷うなずきあうと、薪を抱えて移動し始めた。一座の皆さんで作られた円の外周を走り、その隙すき間まから投げてくる。しかもソルディオさんは他の人のタイミングに合わせて、微び妙みように斬りにくいタイミングと位置に投げてくるので少々面めん倒どうくさい。

　２人の動きに注意を払いつつ、薪を避ける〝注意力〟、斬る薪と斬らない薪の〝判断力〟とそこから実際に行動する〝実行力〟が要求された。

　そんなテストの終了後。

「いかがでしょうか？」

「剣の腕前は文句なしだ」

「うんうん、すっごいよ！　……でもこれ、魔法使う意味ある？」

　目の前には斬りまくった薪。テストは自分でも満足できる結果に終わったのだが、良い結果が出ただけにマイヤさんはそう思うらしい。

　実際これまで困ったことはこれといって無いんだけれど、そこは今後のためということで。

「真面目だねぇ」

「お前も見習え。そんなことだとすぐに追おい抜ぬかれるかもしれんぞ」

「すでに剣の腕では勝てる気がしないんだけど？」

　そんなやり取りの後、今度は魔法のテストが行われる。

　こちらは普ふ通つうに魔法を使ってみせるだけで、特別なことはなかった。

　しかし興味深い話が聞けた。

「無む詠えい唱しよう？」

「ああ、その名の通り無言で魔法を使用することだ。我々剣舞師は演技中に表情を作って状況を表現するからな。無詠唱で魔法が使えれば口元を動かさずにすむ」

「まぁこの辺は流派の違ちがいだね。お面を被かぶって口元を隠す人もいれば、上演中に堂々と詠唱して劇の一部にする人もいる。あと、使う剣を剣舞用の魔法道具にしてしまうって手もあるね。というかそっちが主流」

　マイヤさんがそう言うと、ソルディオさんは不満げに鼻を鳴らす。

「あんな物は邪じや道どうだ。かつての剣舞師は卓たく越えつした剣けん術じゆつと魔法の腕前のみで人々を魅み了りようしたという。それが今では面だの魔法道具だのと。魔法は簡単な道具に頼たより、剣は型を覚えるだけに等しい。そんな事だから剣舞師は所しよ詮せん芸人、実戦では役に立たない見みせ世も物のなどと呼ばれるのだ」

「はいはい分かってますって。もー、ちょっと説明しただけじゃん」

　ソルディオさんの言う〝かつて〟がどれほど昔の事かは分からないが、どうやら彼は古くからの伝統を守ることに重点を置いているようだ。

「ま、とにかく頑張ろうね！」

「はい！　よろしくお願いします！」

　せっかくの機会、学べる技術を全てモノにするくらいの気持ちで頑張ろう。







３章35話　創立祭１日目１







　創立祭、当日。

　ソルディオさん達たちから剣舞師の技術について学び始めて約２週間。

　彼は俺に〝剣の腕前は申し分ないが、魔法による実戦経験が不足している〟と問題点を提示した後、魔法の習熟と動きながら魔法を使うことに集中して、その練習方法を教えてくれた。

　威い力りよくよりも速さを重視して魔法を放ったり、等とう間かん隔かくで魔法を放ち続けたり。さすがにこの短期間では、完全に習得したというには程ほど遠とおい。けれども以前と比べると、主に命中精度や発動時の動きに上達が見られると言っていただけた。

　やはり指導者がいてくれると捗はかどる。

　さらに毎朝の基き礎そ鍛たん錬れんにはあの日の薪を参考に、メタル・アイアンの２種類による縦じゆう横おう無む尽じんな突とつ進しんを取り入れた。

　３６０度の全方位から高速で絶え間なく飛んでくる金属の塊かたまりは、俺の回かい避ひや受け流しの良い訓練になる。あの２種類の頑がん丈じようさと俺自身の気による自己強化。どちらかが欠けたら非常に危険なことになりそうだけど……とりあえず問題はない。

　スライムにとっても攻撃練習になってるようで、昨日はどこからか入り込んだケイブマンティスを退治している個体を見かけた。以前から事故の結果として侵しん入にゆう者しやを倒たおしていた事は何度かあったけれど、今は衝しよう突とつを攻撃手段として認識しているようだ。

　これなら廃はい坑こうの防衛戦力になりそうなので、今後も訓練は継続していく。

　草原に出しゆつ没ぼつしていたトンネルアントは街かい道どうの安全確保を最優先としたギルドの対応により、街や流通への被ひ害がいは未然に防がれた。少々街を騒さわがせたものの、人海戦術＋魔獣の力で駆く除じよは完かん了りよう。おかげで街には見物客も続々と訪おとずれていて、華はな々ばなしい祭りの雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　そんな日の朝。

　店では気合十分といった面おも持もちの皆さんが集まっている。

「おはようございます！」

「リョウマ君、おはよう。どうだい？　朝ごはんに１つ」

「ポリーヌさん、ありがとうございます」

　朝食と道具の最終チェックをかねて、作られていたホットドッグをいただく。

「リョウマ君、よければこっちにおいで……」

「ありがとうございます、ジークさん」

　肉屋のジークさんが誘ってくれた。

「いいとも。それにしても、ここはずいぶんと様変わりしたね」

　確かに。最初は何も無かった敷しき地ちなのに、今は色々な物が立ち並んでいる。

　まず道路に面した側を出入り口として、対面のど真ん中にセムロイド一座の舞ぶ台たい。一座にそういった技能を持つ方がいて、その方を中心に何処どこからか用意された資材であっという間にくみ上げられていた。

　トンネルアントの討とう伐ばつ期間中だったので作業は見ていないが、ほとんど１日か２日で完成したと思う。

　舞台の前に立ち並ぶ椅い子すとテーブル。隙間が広めで多少乱雑に見えるが、プレナンスさん監かん修しゆうの下、舞台が見やすく観客の移動にも問題がないよう、しっかりと動線を考えた配置だ。

　舞台に向かって左。うちの店側に立ち並ぶ飲食物の出店が、向かって右のモーガン商会の出店と相まって、デパートのフードコートのような雰囲気だ。

　なお左右の出店の裏にはスペースが用意してあり、モーガン商会の方は倉庫に。うちの方は仕込み済みの商品搬はん入にゆう路ろおよびセムロイド一座の舞ぶ台たい袖そでとして利用されるため、舞台から延のびる垂れ幕や石いし壁かべによって仕切られている。

　さらに片かた隅すみに来客と通行人が気軽に使えるよう、公衆トイレなども別べつ途とで設置した。もちろんスライムと店の商品を最大限活用してだ。

　とりあえず準備できることはやりきった。

「あとはお祭りが始まってからですね」

　創立祭が始まるのは午前８時から。

　大通りでは気の早い出店にお客が入っていたけど、うちは正式な開始時刻に合わせて開店する。

　とはいっても、初日は主にジークさんとポリーヌさん、そして２人が率いる肉屋の従業員と奥おく様さま集団が出店を担当。俺やうちの店の従業員が中心となって店を回すのは明日だったりする。

「そろそろかな？」

「ですね」

　話していると時間が速く進む気がする。

　開店時刻に間に合うように、さっさと食べて片付けておく。

「では皆さん、よろしくお願いします。僕も午後には戻りますから」

「任せときな！」

「リョウマ君も楽しんでくるといいよ」

　客でもなく、働かない人間が居い座すわっても邪魔なので、開店前に一声かけて店を出る。

　背中に野太い男達の声と、奥様達の声を受けて街へ繰り出した。




■　■　■




　街をぶらぶらと歩くこと数分。教会の鐘かねの音が鳴なり響ひびく。

「おっ、始まったか」

　すでに半分始まっていたような物だが、こうして合図が出るとまた違う。

　人々の熱気がより高まり、街の喧けん騒そうはさらに大きくなった。

　これまで蓄えられていたエネルギーが、堰せきを切ってあふれ出したようだ。

　色とりどりの布や花で飾り付つけられた街並みも輝いて見える。

　さて、どこへ行こうか？

　朝食は食べたし、食べ物関係は後に回したい。しかし……

「らっしゃいらっしゃい！　うちのハンバーガーは絶品だよ！」

「街から街へ渡わたり歩あるいて30年！　伝統のフライドポテトだ！」

「ポップコーンあるよー！　おいしいよー！」

　なんだか懐なつかしいメニューの店がズラリと並んでいた。商品名と内容からして、地球からの転移者が伝えた物だと思われる。

「すみません、フライドポテト１つ」

「あいよっ！　５スートだ！」

　懐かしくてつい買ってしまう。

「お金、丁度で」

「まいどありっ！」

　お金と引ひき換えに、大きな葉を丸めて作られた器うつわを受け取る。筒つつ状じようの内部には香こうばしく揚あがった芋いもが詰つまっていた。さっそく１本食べてみると、芋をただカットして揚げただけの素そ朴ぼくな風味がほのかな塩味とともに口の中に広がる。

「美味おいしい」

「だろう？」

　名前といい味といい、想像していた通りの商品だ。そう満足して食べ進めていると、すぐに中身がなくなってしまう。少々後うしろ髪がみを引かれるけど、このくらいにしておこう。じゃないときりが無くなりそうだ。

「おや？　ちょっと、ちょっと」

「あっ、こんにちは」

　通りかかった店から声をかけてきたのは、よく利用する薬屋さんのお爺じいさんだった。普ふ段だんは接客するでもなく、店の隅すみに置いた椅子に座すわって店内を眺ながめている人なのだが……今日は何か売っているようだ。

「お前さん、よく店に来る子じゃろ？　ほれ、１つもっていきなさい」

「ありがとうございます。飴あめですか？」

　棒の先に丸い塊。リンゴのないリンゴ飴のような形をしているが、やけに粉っぽくて色いろ鮮あざやか。確かく認にんすると飴で合っているらしい。

「!?」

　……口に入れた瞬間、全身に鳥とり肌はだが立った。

「なんですかこれ……」

「ヒッヒッヒ。暑いときにはええぞー」

　寒気がするほど強きよう烈れつな苦味と酸味に、若じやつ干かんの塩気。よくよく味わうと、暑しよ気き払ばらいに効果のある薬草が数種類入っているようだ。この飴に塩分が含ふくまれているならば、熱ねつ中ちゆう症しよう対策にもなりそうだ。味はともかく、〝塩しお飴あめ〟のような物か？　確かに暑い日には良いかもしれない。

「明日もここで売っとるよ、気に入ったら買っておくれ」

　耐たえられないほどでもないし……明日も買うか。

　お礼を言ってさらに歩く。

　……よく見てみると、お祭りに乗じて色々売ってる人がいるみたいだ。

　……果物はまだいいとして、野菜は売れるのだろうか？　なべや包丁も売っているけど、ここで買う人がいるのか疑問だ。見ている分には賑にぎやかで楽しいから、それでいいのだろうか？

　こっちはおもちゃで、あっちは射的。けっこう立派な弓を使うタイプだ。

「そこの坊ぼつちゃん、１回どうだい？」

「ありがとうございます。また今度で」

　ぱっと見た限りでは、欲しい景品もないので立ち去る。すると街の中心部に着いた。

　東西南北の道が交わるだけあって、一ひと際きわ飾かざりつけが派手。

　あとこの辺りには大道芸人が大勢いる。

「４～、５～、そして６～！」

　どんどん投げる玉を増やしていくジャグラーに、

「はいっ！」

　椅子を積み上げた不安定な足場に立ってポーズをとる軽かる業わざ師しなど。この辺は前世とあまり変わらないようだ。個人的には料理や芸よりも、使われている魔ま法ほう道具や魔ま獣じゆうに目が行ってしまう。巨きよ大だいなアルマジロに似た魔獣を使って玉乗りをしている男性に至っては、どっちが主役か分からない……あれっ？

　なんだか見覚えのある、それでいて少々場ば違ちがいな服装が人ごみの隙間から見えた気がする……あ、やっぱり。

　人が行き交う出店の前で、１人たたずむ修道女。周囲の喧騒と服装のイメージが実に合わない。店番をしている若者も、通りかかるお客も気になっているようだけど……本人は何かに悩なやんでいるようだ。

　何を……!!

〝カラースライム〟。

　出店の看板に興味が引かれる。

「おはようございます、ベルさん」

　すぐに近寄り声をかけると、彼女は勢いよく振ふり向むいた。

「あら、タケバヤシさん。おはようございます」

　朗ほがらかに挨あい拶さつを返す彼女の後ろには、大きな箱に入れられた色とりどりのスライム。

　この組み合わせで、以前スライムの飼い方について質問されたのを思い出だした。あれ以来なにも言われていないが、飼う事に決まったのだろうか？

「はい。あの後子供達にも飼いたいかを聞くと、飼ってみたいということでした。それから従じゆう魔ま術じゆつの勉強と、契けい約やく魔ま法ほう習得に先週までかかってしまいまして」

「なるほど。それで今日ここで？」

「それなんですが、少々悩んでいまして……」

　営業の邪じや魔まにならないように少し場所を変えて聞いてみると、彼女がスライム飼育の責任者を務めることに決まったようで、その一いつ環かんとしてスライムの用意も一任されている。しかしいざ手に入れるとなると、ギルドに依い頼らいして捕つかまえてきてもらうか、それとも先ほどの店で買ってしまうかで悩んでいるとの事。

「あのお店で購こう入にゆうすれば、ギルドにお願いするよりも安く済むのですが……なんだかテイマーギルドで見たスライムと比べて、元気がなさそうな気がして」

「ああ……それは間ま違ちがってないと思います」

　興味を引かれて近づいてみたが、あのカラースライム、まず間違いなく上位種ではない。単に普通のスライムに色水を飲ませ、体にその色をつけているだけだろう。そしてベルさんがスライムに元気がないと感じた原因も、おそらくこの塗料が問題。

「体に取り込んだ物で色が変わることはよくありますが、それは消化が済むまでのほんの一時の事なんです。ただその取り込んだ物によって消化のしやすさが変わりますから……たぶんあそこのお店は色を長持ちさせるために、消化しにくい染せん料りようを使ってるんでしょう」

　ほのかに漂ってきた独特の香かおりからして、おそらくミズリナ草が使われている。これは緑色の染料にもなるが、その独特の香り成分が虫むし除よけの薬にもなる薬草である。この草は繊せん維い質しつで消化しにくく、消化に時間を要する。

　また、若干の殺虫成分も含まれているためスライムが弱りやすくなり、これもまた消化を遅らせる要因となってしまう。

「そうだったんですか……」

　ミズリナ草は俺もスライムの進化方法を突つき止とめて以来、スライム自身が欲しがらない限り与あたえるのは控ひかえている草の１つだったりする。ちなみに欲しがるのはポイズンスライム。

「まぁ、人が食べてもお腹なかが弱くなければ違い和わ感かんがある程度で済みますし、そもそも衣服にも使われる草なので危険とは言いませんが……子供が多く触ふれる事になるでしょうし、個人的にはあまりおすすめできませんね」

　ないとは思うけど、ポイズンスライムに進化したらちょっと危ない。

「もしよければ僕ぼくが用意しましょうか？　冒ぼう険けん者しやとして街の外に出る機会も多いですし、そもそも毎日街の外から通勤してますから」

「でしたら、お願いできますか？」

　快く引き受ける。教会にはよくお世話になっているし、今後もお世話になる。店を持つ身としても、覚えがめでたくなれば万ばん々ばん歳ざいだ。地域社会における聖職者の発言力は小さくない。ふふふ……そしてじわじわと世間にスライムを布教していくのだ……と企たくらんでみる。

「ん？」

「どうかされました？」

「いえ、あそこに」

　横道のある角に、険しい顔の子供がたたずんでいた。毛で覆おおわれて垂れている耳の形から、獣じゆう人じん族ぞくの子供だと分かる。性別も分かりづらく、１人歩きをするには少々早い年とし頃ごろに見えるのに…………周囲に親らしき人ひと影かげが見えない。

　その様子がおかしいと伝えた直後。

「っ……おかーさん……おかあさーん！」

「これはいけませんね」

「やっぱり迷子か」

　言うが早いか駆かけ寄よっていくベルさんに続く。
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「フェイさん、〝リーミィエン〟と野菜炒いため１つお願いします」

「……店主、どうした？　帰って来たと思ったら、ちょっと疲つかれた顔してるネ」

「それがちょっと、色々あって……」

　迷子を見つけた俺とベルさんでひとまず保護した後、軽く周囲を探しても親はみつからず、警備隊の出張所へと連れて行くことになった。しかしそこで新たな問題が発生。

　迷子の子がベルさんと離れるのをそれはそれは嫌いやがった。

　元々泣き出しそうだったところを、子供に慣れた彼女がなだめていたのだけれど……うん、凄すごかった。子供ってあそこまで泣なき叫さけべるんだね。おまけに出張所にいた警備隊員の方々も俺と似たり寄ったりのまぁ……子持ちじゃない男ばかりで、皆みなそろってお手上げ状態。

　結局ベルさんに頼ることとなり、しばらくは食べ物の買い出しなどサポートに回っていたのだが……しばらくすると彼女が時計を見て困り始めた。

　教会も子供達が作った人形や近所から寄付された品を売るバザーを開いていたため、彼女が店番を担当する時間が迫せまっていたからだ。しかし同時に目の前の子供を置いてはいけず、不慣れな俺達に任せるのは不安だと判断されてしまった。

　というわけで、俺が代わりに店番をして来た。

「何でそうなるネ？」

「伝言だけでいいと言ってくれたのですが、少しくらいなら手伝えると思って。そしたら何な故ぜか僕が手伝い始めた途と端たんに忙いそがしくなって、色々と面倒な人も現れたんです」

　基本的にお客様は行ぎよう儀ぎよく買い物をしていくけれど、そうでない人もいる。おまけに祭りの雰囲気でお酒が進みすぎた集団が入ってきた。〝テクン様にカンパーイ！〟などと叫びながら閉へい鎖さ中の礼拝堂へ入ろうとしたり……成人式で暴れる若者じゃあるまいし、いい大人なのだから節度を持って飲んで貰もらいたいものだ。

　さらに店番は教会で保護されている子供が中心。もちろんボランティアの大人や警備隊の人もいたが、些さ細さいな事が重なって一時人手不足に陥おちいる。見た目が子供なのであちらにとっては俺も保護対象だったのだけれど、若い女性（明らかに一いつ般ぱん市民）が体格のいい酔よっ払ぱらいのオッサン共を相手にするのは、慣れていなければ難しい部分もある。

　だから善意で常識的な行動をとる彼かの女じよ達たちや警備隊員の顔は潰つぶさないように配はい慮りよして、動向に注意を払はらいながら子供の最前線で接客。たまに品出しのため倉庫へ走り、また接客。いざという時は飛び出して取とり押おさえていた。

　ただしこの時、子供の目と鼻の先だったので荒あらっぽい行こう為いは自主規制。そもそも迷めい惑わくではあるけれど、以前俺の所に来ていた襲しゆう撃げき犯はんのような扱あつかいをするわけにもいかない。

　正直なところ、気き遣づかいでいつもより余計な手間を取った。

　こっちに来てから基本ストレスフリーな生活をしていた分だけ、久しぶりに疲れが倍増したような……俺がたるんでいる証しよう拠こだろうか？　今一度あの頃ころの気持ちを………………取り戻もどしたらそれはそれで悪い方向に転ぶ気がする。

「なにはともあれ、お疲れ様さまネ。はい、リーミィエンと野菜炒め、おまちどさまー」

「ありがとうございます」

　とりあえず食べよう。

　お金と引き換えに皿の載のったトレーを受け取り、席を探す。舞台上では定期的にセムロイド一座の方々が芸を披ひ露ろうしているため、フードコートの客の入りもなかなかだ。朝のように簡単には席が見つからない。

「リョウマ様！」

「あ、セルジュさん！」

　呼ばれたと思って見れば、手を上げたセルジュさんが目についた。一般のお客様にまぎれて彼も食事を取っていたようだ。

「席をお探しでしたらどうぞこちらへ」

「ありがとうございます」

　お言葉に甘あまえて相席させてもらうことにする。

「セルジュさんもお食事だったんですね」

「ええ。私どもの出店の様子も見られますし、味も良く手ごろですからな。従業員もほとんどここで食事を取っていましたよ」

「それは嬉うれしい。……そちらもなかなか盛せい況きようのようですね」

　モーガン商会の出店にも沢たく山さんお客様の姿が見える。

「おかげさまで客足が途と絶だえませんよ。人の集まる場に店を構えられた事もありますが、なによりも……おや、丁度良い。あちらをごらんください」

「？」

　言われた方向へ目を向けると、出店の店員と客がもめているようだ。その手元にはオルゴールがある。

「なぁ、いいだろ？　もう１つくらい」

「申し訳ございません。この商品は現在お１人様３つまでとさせていただいています」

「そこを何とか頼たのむよ。娘むすめと息むす子こ、それに２人の兄あに夫ふう婦ふにも土産みやげに持っていきてぇんだ」

「……お客様、失礼ですがご来店は何度目でしょうか？」

「は？　これが初めてだぜ？」

「そうでしたか？　私には２回ほど見覚えがあるように思えるのですが……」

「気のせいじゃねぇか？」

「そうでしょうか……？」

「…………分かったよ」

「ご理解ありがとうございます」

　客はオルゴールを置いて足早に立ち去っていく。

「あれは？」

「おそらく転売目的でしょう。オルゴールの販はん売ばい開始に伴ともなって、あの手の人間に目をつけられたようです。買かい占しめ防止に数量制限をかけているのですが、ああやって時間を空けて何度も来る転売業者が何人もいるのですよ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ご心配なく。人員を多めに用意して一いつ般ぱん客きやくの買い物には影えい響きようが出ないようにしていますし、転売が行われる事も考こう慮りよして計画を立てていますから。転売でオルゴールの存在が広まるならば、それも利用して販はん路ろを切り開いてみせましょう」

　周囲に一般客もいるため詳しよう細さいは省かれているが、セルジュさんの自信を感じる。

「全て想定の範はん囲い内ない、ということですね」

「オルゴール専門の部署も設立しましたし、ディノーム工こう房ぼうにも鋭えい意い量産をしていただいています。あちらの工房もこの事業には非常に乗り気でして、大おお幅はばに職人を増員していましたよ」

「大幅に？」

「ケレバンにある魔法道具工房はディノーム殿どのの所だけではありません。彼と昔から横の付き合いがあり、信しん頼らいに足る相手。そして資し金きん繰ぐりに苦労していた工房をいくつか買収したのですよ」

「ずいぶんと大事になってますね」

「工房から職人見習いに至るまで全てそのままディノーム殿の下についた形ですので、彼らの仕事内容や指揮系統もほとんど変わっていません。ですからそれほど大事にはなっていませんよ。

　今のところディノーム工房は更さらなる量産体制を整えて負担を減らすことに成功し、他の工房はオルゴールの仕事を分わけ与えられたことで経営を安定させる目め処どが立ちました。商品の販売や資金繰りに関しては、私どもも協力させていただきます」

　ディノームさんとの約束は、俺おれの代わりにオルゴールの開発者として矢や面おもてに立ってもらうこと。そこが守られていれば職人を増やそうが合がつ併ぺいしようが俺が口を挟はさむことではない。Ｗｉｎ－Ｗｉｎな関係が結べていると言うなら、素す直なおに喜ばしい事だ。

「また、この買収はリョウマ様にも利益があるかと思いますよ。ディノーム殿の工房のみで作れる魔法道具は、無・火・水・光の四属性。ですが今は他の工房の職人もディノーム殿の下についていますので、他の属性の魔法道具が入り用になっても手配できますからね」

　なるほど、ディノームさんとの約束が履り行こうされれば便利になりそうだ。

「じきに向こうから欲ほしい物はないのかと催さい促そくがくると思いますよ」

「なら、何か考えておかないといけませんね。この際また新しいものを開発してもらいましょうか……」

　アイデア料として、アイデアを渡して魔法道具を開発してもらう。そのために提供したアイデアに新たなアイデア料が発生。……いつかネタは尽きるだろうけど、しばらくは無限ループになりそうな気がする。

　セルジュさんも似たような事を考えたのだろう、無言でニコニコしていた。

　……あ、終わってる。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「おや？　もう食べ終わったのですか。早いですな」

「冒険者ですので」

　あまり時間をかけると昼休みとかすぐ潰れるし、下手をすると食いっぱぐれるからね。

　会話をしつつも早く食べる。前世で培つちかったサラリーマンの必ひつ須す技術だ。

「ちょっと飲み物でも買ってきますね。セルジュさんはいかがですか？」

「それではあの〝麦茶〟をお願いできますかな？」

「承知しました」

　出店で冷たい麦茶を２人分買って戻る。

「お待たせしました。はい、どうぞ」

「ありがとうございます。……ふぅー……いやぁ、麦の茶も良いですなぁ。紅茶やハーブティーとは違うこの香ばしい香りがたまらない」

「気に入っていただけたようで嬉しいですね」

「それにしても」

　セルジュさんがうちの出店に目を向けた。

「リョウマ様の店には珍めずらしい物が多いですな」

　いわれて見ると、確かに。

　うちの出店で販売しているのは、以下の８種類。




　水

　果物のジュース

　麦茶

　リーミィエン

　野菜炒め

　ダンテの種

　胡ご麻まペストリー

　ホットドッグ




　水、ジュース、麦茶は事前に用意したものを注ついで売るだけなので別として、他の５種が以前行った投票の結果採用されたうちの商品だ。

　その中で珍しい物はというと、まず麦茶。先ほどセルジュさんも話していたが、この国は紅茶やハーブティーが主流で麦茶は見ないらしい。タンポポコーヒーのようにどこかにはあるかもしれないが、少なくともこの国では一いつ般ぱん的てきではないようだ。

　次にリーミィエン。この世界は安全面、資金面の問題によって地球のように気軽に海外旅行には行けない。そのためごく一部の職業につく人々は別として、他国の料理という時点で珍しい物だと見られている。おまけにフェイさん達の母国であるジルマールは本当に物ぶつ騒そうな国らしく、国交もほとんどないのでなおさら珍しいとかなんとか。興味が先立って注文する人は多そうだ。

　さらにダンテの種はどこかの限られた地域では食べられている珍ちん味みらしいし、胡麻ペストリーも珍しい菓か子し。ということで……なんとうちの出店は８種類中４種類、商品の半分がこちらの一般市民からすると〝珍しい品〟で固められているわけだ。

　懇こん親しん会かいでの投票結果をそのまま反映したらこうなっていた。

「やはり人は定番の品ばかりでは飽あきるのでしょう。見ているとやはり物珍しさのある４種を注文される方が多いですな」

　辺りを見回すと、たしかにそれらを食べている客が多い。

「へー、ジルマール料理ってこんな味するんだな」

「パスタぶっこんだスープとはまた違うな」

「あっつい。でも冷たい麦茶と合って美味しいー」

「セミサってこんなジャムになるんだ」

　耳に届く限り、お客様からはなかなかの高評価のようだ。

「ところで、午後はどうされますか？」

「今日は舞台用の彫ちよう刻こくですね」

　先日からセムロイド一座のソルディオさんから教えを受けている関係で、一座の方々と交流する機会が多く、氷彫刻ができることをポロッと話した結果、かなり興味を引いた。そして実際に見せてみたら座長と舞台設営責任者のインスピレーションを掻かき立たててしまったようで、翌日には氷彫刻を舞台の飾かざりつけに使う具体案をまとめた書類を提出されて驚おどろいた。

　セムロイド一座は日のあるうちに剣けん舞ぶ師しのお２人や曲芸師の方々を中心とした、動きが多く視覚的に楽しむ演目を組んでいるため、氷彫刻は日が落ちてから。音楽が中心となる夕方以降に搬入してムード作りに使われることになっている。

「予備の照明用魔法道具を下に組み込んで、光で彫刻を輝かがやかせていましたよ」

「部下から報告は受けています。中々の見物だそうですな」

「今日の夜に公開できるよう作るつもりですが……見る余よ裕ゆうがあるかどうか」

「確かに。この様子ではゆっくりとはできないでしょう。商売としては忙しいほうが助かりますがな」

　そんな話で笑いあううちに、コップは空になっていた。
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「こんなもんか」

　結界と氷魔法によって冷れい凍とう庫このように冷え込んだ店の休きゆう憩けい室しつで、立ち並ぶ氷の彫刻を眺める。

「んー……うん」

　問題なさそうだ。確認のため人を呼ぶ。

「プレナンスさん、氷彫刻が完成しました。確認をお願いします」

　楽屋として開放した寮りようの一室を訪ねると、真っ白な上下に前面の開いた白いローブ、唯ゆい一いつの飾りは胸むな元もとに入った金糸の刺し繍しゆうという、割とシンプルな衣装に身を包つつんだ彼かれが出て来た。

　汚よごれがつくと目立ちそうだが、その衣装には一点の染みもなく、そして着ている彼自身が銀ぎん髪ぱつのイケメンとあって、神秘的な雰囲気をかもし出している……

「こちらです」

「おお……」

　彫刻が溶とけないようにかなり冷えている室内をまったく気にせず、立ち並ぶ彫刻にあらゆる角度から目を向けている。

「一いつ対ついの鳥、果実の盛られた皿、駆ける獣、そして私のハープ。どれも注文通りです」

　今夜の演目の中心となるのは、人々を恐きよう怖ふに陥おとしいれた獣を打うち倒たおし、そのまま従えた旅人の物語。彫刻はそれに合わせた題材で作ってある。

　台座は木製。このまま運んで舞台上に設置できるように、一座の方が用意した物を使った。

「設置は予定通りに？」

「ええ。次回の上演の後、我々で搬入できるでしょう。急に無理を言ってしまい申し訳ありませんでした」

「大丈夫ですよ、良い舞台のためですから」

「ふふふ……我ら一同、舞台の飾りに呑のまれぬ芸を披露させていただきましょう」

　不敵な笑えみを浮うかべた彼といくつか確認をした後、彼は楽屋へ。そして俺は出店へ。

「お疲れ様です。手の足りない場所はありますか？」

「店長、でしたらリーミィエン用の皿洗いをお願いします！」
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「了りよう解かい！」

　食べ物を包むために適した植物の葉がこの国では流通していて、出店などではその葉がよく使われているらしい。しかし液体の商品を扱うには適さないため、うちは木製の食器類も採用している。

　手伝いに来てくれている奥おく様さま方がたの１人、メリーさんの旦だん那なさんが木工職人ということで、快く用意してくださった。食後は出店１つ分を使った返へん却きやく窓口に返してもらい、担当者がゴミと食器に分類する作業を行っている。

「食器とゴミ、引き取ります！」

「ウッス！」

　袋ふくろに分類されてまとめられたそれらを抱かかえ、洗せん濯たく屋やの店内へ。

　出店の返却窓口はただ分類するだけの場所だ。なにせうちには汚れを落とすプロフェッショナルがいるのだから。

「頼むぞー」

　普段と違ちがう品ではあるが、クリーナースライムは通常営業。あとはゴミを地下室のスカベンジャーに任せて戻ると、すでに皿洗いは終わっていた。それをまた出店へ運ぶ。食器は最初から分類されているので深く考える必要もなく、洗ってある食しよつ器き棚だなのところに置いておくだけのお仕事になる。

「次、お願いします！」

「はい！」

　ただしお客の数が数だ。絶え間なく商品が売れていくため、使用済みの食器もどんどん増えていく。

「……なんか凄いな」

　食器をピストン輸送しているうちに、ちょっと列が延のびてきたようだ。

「カルムさーん！　列整理しましょうか!?」

「そうですね！　お願いします！」

　カルムさん……普段はきっちりした服装にきっちり整えた髪かみ形がただけど、この暑さと忙しさで上着を脱ぬぎ、崩くずれた髪をバンダナでまとめ……完全に出店の兄ちゃんと化していた。

　珍しいものを見た。それだけ忙しいということだけど。

「リョウマ様！」

「ああ、セルジュさん。先ほどぶりです」

「お忙しそうですな。私の方に手すきの者がおりますので、よろしければ」

「助かります！」

　ありがたいことに人を貸していただけた。手伝いに入っていただき、列整理用のロープを張って回る。

「いた！　店長さん！」

「はいっ!?　どうされました？」

「今お手洗いに行った方が、トイレの水がなくなりかけてますよって教えてくださって」

「トイレの水……あ、手洗い用のか！　分かりました！　すぐ直します！」

　応おう援えんの方に事情を話してすこし抜ぬける。

「ちょっとすみません、管理の者です。前を失礼します。すみません……よかった」

　これならすぐ直る。というかそもそも故障ではなさそうだ。

　ここには水道が無かったため、事前に貯水タンクに汲くみ置いた水を、内部に設置した大きな容器に流し込んでいる。置いてある手て桶おけで水が汲み出されると、その分が補ほ充じゆうされる仕組みになっているが、今は容器の半分ほどまでしか水が入っていない。

　単にタンクの水が無くなっただけだ。一般に開放している分だけ早く水が無くなったんだろう。

　急いでタンクの下へ行き、水魔法で中身を満たせば水は出た。

「直っ……あっ！」

　水は問題ないが、手洗い場に設置していた石せつ鹸けんが盗とられている事に気づく。

　スティッキースライムの糸で編んだネットの中に入れ、手桶と同じく紐ひもで繋つないであったが、わざわざ紐を刃は物もので切ってまで持ち去られている……

　網あみも紐も石鹸も手製だからほとんどタダ同然だけど、一応通報しとかないとな……面めん倒どうが増えたなぁ……

　とりあえず予備を設置して、店のクリーナースライムで一度身を清めてから仕事に戻る。

　明日からは最高強度の糸で編んだ紐と網を使ってやろうか……でもあれ以上の強度にすると、こすりつけた手の痛みが強くなるんだよなぁ……

「ちょっとそこのあなた！」

「私でしょうか？」

　対策を考えながら歩いていたら、目つきの鋭するどいおばちゃんに呼び止められた。

「ここらのお店の方？」

「はい、そうですが」

「この子なんだけど、１人で敷しき地ちに入ってきたのよ」

　おばちゃんが横に体を動かすと、そこには幼い男の子。これはもしや……

「匂においにつられて親とはぐれちゃったみたいなの。悪いけど警備の方を呼んでくださる？」

「かしこまりました。すぐに呼びますので、よろしければ座すわってお待ちください」

　カルムさんに声をかけ、麦茶をサービスして詰つめ所しよへ走る。

　こういうイベントは楽しいけど、賑わえば賑わうほど運営する側は大おお忙いそがしになるものだ。




■　■　■




　そして、夜。

　８時を過ぎて初日の営業が終しゆう了りようを迎むかえた。

　祭りの熱気が冷めないまま、これから居酒屋をはしごする男達たちもいるようだけれど、たいていの女性や子供は家に帰る時間だ。お客様も大体帰り、今はオーダーストップ前に駆け込んできた方々だけだ。皆さんはほっとした様子で店の片づけをしていた。

　そして俺はというと……肉屋代表のジークさん、奥おく様さま代表のポリーヌさんの夫妻と共に、本日の売り上げ集計と利益の分配を行っている。

「では……今日の総利益がこれ。使われた材料費がこれ。材料費を引いた利益がこれで、そこから約束の報ほう酬しゆうを計算すると、１人あたり３１２スートです。よろしいですね？」

「……間違いないね」

「ずいぶんと儲もうかったねぇ。こりゃ皆も喜ぶよ」

　１つ１つはそれほど高くはないのだが、材料費が奥様がたの協力で抑おさえられ、商品は大量に売れたため、予想よりしっかりと黒字が出た。手伝いをしてくれた方々のバイト代も、小こ遣づかいどころか３日分の生活費に相当する。

「皆さんにお手伝いをしていただけて助かりました」

「なに言ってんだい。あたしらだってこうして報酬を貰ったんだ、遠えん慮りよしなくていいんだよ」

「給料を渡わたしたら、こっちを本職にしようと言い出す子がでるかもしれないね」

　笑いながらそんなことを言ってくれる２人。

「それにしても本当に凄い人でしたね」

「まったくだよ。まぁ、ここは芸やらモーガンの新製品やら色々あったからねぇ」

「人目を引く物が多いし、休きゆう憩けいにも都合がよかっただろうからね」

　これは明日も期待できそうだ。

「さて、それじゃあたしらはこいつを配って帰るとするよ。隣となりだけど子供らをほっとけないからね」

「また明日、休憩の時に顔を出すよ」

「はいっ、お疲れ様でした」

　２人が部屋を出て行く。俺も挨拶をして帰ろう。

　そして外に出ると、舞ぶ台たい袖そでに集まっているセムロイド一座の皆さんを見かけた。

　……何をやってるんだろう？

　集まっているけれど、会話は聞こえない。ただ静かに全員が同じ方を見ている。こちら側に背を向けているので、何を見ているのかは人に隠かくれて分からないが……まるで精神統一でもしているような雰ふん囲い気きだ。

　邪魔をしないほうがよさそうなので、そのまま待つこと数分。合図も無く、何かが変わった。

「お疲れ様です」

「っ、お疲れ様です！」

『お疲れ様です』

　驚かせてしまっただろうか？　一番後ろにいた若手の男性が飛とび跳はねたように見えたが……

「リョウマ殿、何か御ご用ようでしたか？」

「帰る前に挨拶をと思ったのですが、何をされていたんですか？」

「お祈いのりだよ。ほら」

　お祈り。マイヤさんはそう言って見ていた物を指差しているが……それは色とりどりの布を大量に巻かれ、仮面をつけられた像だった。布の１枚１枚はハンカチ程度の大きさだが、数が多くて衣ころもを何重にも着込んでいるかのような姿だ。

「神様の像でしょうか？」

　こんな神様の話は聞いたこと無いんだが……

「珍しいでしょう？　これでは分からないでしょうが、マノアイロア様の像なんですよ？」

「マノアイロア様」

　……ああ、神話の知識に名前があった。会ったことは無いけど、ガイン達と並ぶれっきとした神様だ。

「風の神様の？」

「いかにも。この世を巡めぐる風を化け身しんとして人々を見守ってくださる偉い大だいな神。そして旅と芸事の神でもあらせられますので、旅芸人はマノアイロア様を崇あがめる者が多いですね」

　普ふ段だんは各個人で祈りを捧ささげるが、興行で大きな成功を収めた日は一座全員でマノアイロア様に祈りを捧げるのだそうだ。

「この飾りつけは？」

「我々旅芸人は、１つ所に長く留とどまることはありません。春の風。夏の風。秋の風。冬の風……風と共に街を訪おとずれ、風と共に次の街を目指す。この布はそれぞれが我々の旅の証あかしなのです」

「えっとね、仲間が増えたり良い人と出会ったり。興行が大成功した時とか、いい思い出になる事があったら、そのたびにその街で布を１枚だけ買うんだよ。旅をしてると物は増やせないからね。で、それを私達は思い出にして新しい旅に出る。像に巻いてるのは、出会いを与あたえてくださった神様に感謝を捧げるって意味で」

「一言で言えば、旅芸人の風習だな。いつから始まったかは分からんが」

　マイヤさんとソルディオさんのおかげで理解できた。

　地球には体の部位に物事を対応させて覚える記き憶おく術じゆつもあったし、これは過去の旅芸人が思い出を残しておくために編み出だした方法なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、俺は一座の方々が神像を片付けていく様子を眺ながめていた。
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　翌日。

「麦茶？　っての３つと、水を２つ頼む。代金これでいいよな？」

「かしこまりました！」

　朝から店番。氷こおり魔ま法ほうが使える俺は、飲み物の担当になっていた。

「お待たせしました！　麦茶３つとお水２つですね」

「すげぇ冷えてるな。こりゃいいや、ありがとよ」

「ごゆっくりどうぞ～。次のお客様どうぞ！」

「麦茶２つ、お願いね」

　途と切ぎれないお客様に応対して早数時間。ここで見知った顔が目の前に現れた。

「次の方～……あっ、ジェフさん！」

「やってんな？」

「おかげさまで」

「とりあえず麦茶を７人分頼むぜ」

「かしこまりました」

　手早くトレーと麦茶を用意していく。

「誰だれかお友達と来られたんですか？」

「ダチっつーかなんつーか……お前も知ってる奴やつらだよ。ほれ、あっちの」

「？」

　あっちと言われた方へ目を向けると、確かに知った顔だが……

「あれ、ベック達ですか？」

　新米冒ぼう険けん者しやの６人組が、それぞれ手分けしてうちの出店の料理を買い込んでいた。

「このあいだあいつらにアドバイスしたんだろ？　他の冒険者から話を聞けって」

「ああ……確かに言いましたけど。ってことはもしかして？」

「おう。ウォーガンのおっさんから紹しよう介かいされてな、しばらくあいつらの面倒見ることになった」

「そうでしたか。それなら安心ですね。はいどうぞ」

「おう、頑がん張ばれよ」

　お金を払って、ジェフさんはそのままベック達に合流した。

　ジェフさんが面倒を見ることになるとは思わなかったけど……彼なら腕うでも確かだし、同じスラム出身だ。ベック達のことも理解しやすいかもしれない。他人の事だが少し安心した。

　その後、彼らは料理を楽しんで帰って行ったが、どうやら一いつ緒しよに祭りを見て回るようだ。ジェフさんははしゃぎたい気持ちを抑えきれないベック達の面倒を見ながら、ほほえましく立ち去った。

　その十分ほど後。また違う顔見知りが訪れた。

「よう」

「いらっしゃいませ！」

　冒険者ギルドのギルドマスター、ウォーガンさんが武器屋のティガーさんと共にやってきた。

「俺は麦茶、お前は？」

「同じものを頼む」

「かしこまりました！　しかし珍しい組み合わせですね」

「そうか？　これでも昔は同じパーティーで活動してたんだぜ？」

「え、そうだったんですか？」

　それは初耳だ。

「引退する前の話だ」

「ティガーは昔から仲間内じゃ装備については一番の目め利ききでな、金にも細かいし、うちのパーティーの金はこいつが管理してたんだ。引退後の身の振ふり方かたとしちゃあ、今の仕事は天職だろ」

「目利きはともかく、昔のあれはお前らが杜ず撰さんだっただけだ。放っておけば酒と女に変わって翌日まで残らん」

「俺らも若かったからなぁ。何より冒険者らしいじゃねぇか。なぁ？」

「と、言われましても」

　同意を求められても困る。

「気にしなくていい。真ま似ねもしないほうがいいぞ」

「なんだと？」

「仲が良いですね。『フリーズ』はい、お待たせしました」

「こいつが麦茶か」

「金はこれで足りるな？」

「はい。ありがとうございました！」

　２人は麦茶を持って立ち去ろうとしたが、ティガーさんが何かを思い出したように振り向むく。

「最近店に来ないが、装備は大丈夫か？」

「はい。特に問題はありません。以前買ったナイフも鎧よろいも良く使えてます」

「ならいいが……刀の件はどうなった？　あれから音おと沙さ汰た無いが」

「ああ……ちょっとお耳を」

　小声で事情を簡潔に伝えると、彼は目を瞑つぶる。

「まさかそんな方法で解決したのか」

「なんだかすみません」

「使えるなら構わんさ。従じゆう魔まの能力をどう扱あつかおうと俺が口を挟む事じゃない。無む茶ちやはするなよ」

「ありがとうございます」

　そのまま彼はウォーガンさんに合流し、一息ついてまた街へ戻もどっていった。

「こんにちは」

「いらっしゃいませ！」

　今度は教会のシスター、ベッタさんがご来店。教会の子供達を引いん率そつして来てくださった。もう昼前か。

「昨日はお手伝いありがとうございました。ベルの事も、とても助かりました」

「いえいえ、あれくらいでよろしければいつでも。私もいつもお世話になっていますから。話は届いていますよ」

　教会では身寄りの無い子供の面倒を見ている。その生活は決して贅ぜい沢たくではないが、普ふ通つうの子供と同じようにお祭りを楽しめるよう、２人のシスターが倹けん約やくした中からお小遣いを与えたり、色々と取り計らったりしているのだ。

「18人分でよろしいですか？」

「はい、お願いします。ほら、あなたたちも」

『お願いします！』

「はい。かしこまりました」

　子供達のそろった声が周囲に響ひびき、あちこちからほほえましそうに見る目が集まる。

　昨日のバザーで、明日はお祭りを見て回るんだ！　と、教会で一緒に仕事をした子供が話していた。その子はホットドッグを人数分買っているけれど、子供らしく楽しそうに笑っている。

「おまたせしました。沢たく山さんあって重いから、気をつけてくださいね」

『ありがとうございました！』

「どういたしまして。次の方どうぞ～！」

「やっほー」

「リョウマ、久しぶりだにゃ」

「元気にしてたかい？」

「麦茶を４人分お願いします」

　今度はミーヤさんにウェルアンナさん達のパーティーだ。

「お久しぶりです。最近見ませんでしたね」

「仕事で街を離はなれていたからね。ミーヤも一緒に」

「ご無事で何よりでした。はい麦茶、よく冷えてますよ」

　お客様は次々にやってくる。

　その間を縫ぬって、交代で食事や休憩を挟みながら、出店の仕事に勤いそしむ。

　忙いそがしい。けれど、人々の熱気や街の活気を肌はだで感じ、少なからず心が躍おどる。

　そして気づけば薄うす闇やみに包まれていた。遠くに沈しずみつつある夕日はもはや余よ韻いんを残すばかり。にもかかわらず、周囲はこれからが本番だと言わんばかりの喧けん騒そうに包まれている。

「戻りました～。店長さ～ん、交代するのでお夕飯どうぞ～」

「ありがとうございます。じゃあよろしくお願いしますね」

　早めに夕食を食べに行く。といってもここの特製ホットドッグだけど。

「今日もここですませるんですか～？」

　準備期間を含ふくめて最近はここで食事をすませることが多かったからか、そんなことを言われてしまった。

　だけど美味おいしいし、店員特権で並ばずに確保できるし、何よりすぐに仕事に戻れるので都合がいいのだ。

　ホットドッグは炭水化物と肉。野菜も野菜炒いためで十分に摂せつ取しゆしているので、栄養バランスは意外と整っている。強しいて言うなら油分や塩分が多めだろうか？　それにしても日中は暑いし、体力を使えば丁度いいくらいだと思っているが……まぁ、問題ないよね。体は若いし。

　この思考こそ、歳としをとった後に自覚する罠わなである……とはよく聞くが、前世でもまったく問題なかったので実感が皆かい無むである。なので遠慮の欠片かけらもなく、ホットドッグ４つと野菜炒め１皿を注文。自分で麦茶を注いだ後、お金を置いて席を探す。

　……おっ、あの席が空くかな？

　４人掛がけの席から、女性の３人組が立ち上がりそうな雰囲気が……立った。

　入いれ替かわりに席を確保。

「いただきます」

　ホットドッグをひとかじり。柔やわらかなパンに続いて弾だん力りよくのある皮が弾はじけ、肉にく汁じゆうがあふれ出す。かけられたケチャップの酸味もあわせて、どんどん唾だ液えきが出てきた。なかなかボリュームがあるけれど、どんどん喉のどを通っていく。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま―！」

　プレナンスさんの声が高らかに響いた。俺おれは入り口と目と鼻の先にある席に座っているのに、彼の声は周囲の喧騒にかき消されること無く耳まで届く。

　そして公演の始まりが宣言されると、彼に代わって踊おどり子この女性が３人舞ぶ台たいに出てきた。楽団の演奏にあわせて踊る彼かの女じよ達たちへ注意が集まり、騒そう々ぞうしかった場が自然に静まっていく……

　練習を何度も見せてもらったが、見事なものだ。

　ラノベの影えい響きようか？　踊り子というと薄うす着ぎで露ろ出しゆつの多いイメージがあったが、彼女達の衣装は露出度が低い。ワンピースの生き地じを厚くして、カラフルなフリルを大量につけた衣装で統一されている。袖そでや足元は先が少ししか出ておらず、彼女達はスカートを軽く手で持ち上げて軽快なステップを踏ふむ。

　おまけにスカートの先には錘おもりが入っているため、たまに入るターンではスカートの部分が大きく膨ふくれ上あがる。

　おかげでステージに近い席の男性客がついつい下から覗のぞき込むようなそぶりを見せ、周囲の女性客から冷たい視線を送られることもしばしば。今も家族連れの旦那さんが、奥おくさんにひっぱたかれた。

「盛せい況きようのようだね」

「はい、おかげさまで。……？　ギルドマスター！」

　誰に話しかけられたのかと思ったら、商業ギルドのグリシエーラさんだった。さらにその後ろにはテイマーギルドのテイラー支部長と見知らぬ若い男性がトレーを持って控ひかえている。

「どうされたんですか？　こんな所で」

　ギルドの外で初めてお会いしたんじゃなかろうか……

「たまには外に出ないと体に悪いからねぇ」

「こういう機会に老人同士、連れ立って街を歩くことにしているんだよ」

「そうなんですか。よろしければご一緒しませんか？」

「そうさせてもらおうかね」

「失礼するよ。ああ、荷物持ちなんかさせてすまなかったね」

「この程度のこと、どうぞお気になさらず」

　……この男性は何者なんだろうか？　最初はどちらかのギルドの方かと思ったけれど、そんな雰囲気ではない。

「申し送れました。私、アーノルド・ベルンハイドと申します。リョウマ・タケバヤシ様ですね？」

　俺を知ってるのか？　とりあえず無難に挨あい拶さつを返しておく。

　しかし……外見は人族。痩やせ型がたで20代の後半から30代の前半。身なりはキッチリとしていてカルムさんに近い雰囲気があるが、鋭めの目つきと黒くろ縁ぶちのメガネできつそうな印象……少なくとも俺は会ったことはないはずだ。

「失礼ですが、以前どこかでお会いしたでしょうか？」

「直接の面識はありません。私は上からの通達であなたのお話を聞いていました」

「リョウマ、この子はほら、役所の連中が大目玉を食くらっただろ？　あの時、首になった所長の後あと釜がまだよ」

「ああ、あの時の」

　へぇ。代わりの人が着任したとは聞いていたけど、彼なのか。

「お噂うわさはかねがね。綱こう紀き粛しゆく正せいのきっかけを与えたのみならず、後始末にもご助力いただいたそうで。さらに先日は依い頼らいを受ける形で街に貢こう献けんしてくださったとか」

　前の件はともかく先日のはトンネルアントの件か。

「おかげさまで私の仕事が大おお幅はばに減り、職員の綱紀粛正に注力することができました」

「私はやりたい事をさせていただいただけで。お役に立てたなら何よりです」

「ぜひとも、今後もそのお力を存分に振るっていただけることを願います」

　なんでも着任当初から一度会ってみたいとは思っていたらしい。けれど着任早々仕事の引ひき継つぎと部下の処分など仕事が山積みだったので出向く時間は無く、かといってお礼をするために俺を呼びつけるわけにもいかない。さらに横領や癒ゆ着ちやくの調査と摘てき発はつを行っていたため、不用意に接せつ触しよくすることも避さけていたそうで……なんというか、お堅かたい人が着任したようだ。

　まぁ不正を糺ただすために着任したのだからそうでなくては困るか。それにこちらに迷めい惑わくをかけまいとしてくれたのも助かる。これまで通りの生活と店の経営が続けられるなら、協調していく事に異存は無い。

「感謝いたします。私は立場上タケバヤシ様を特別に扱うことはできませんが、法に則のつとり不当な扱いはされぬよう、監かん督とくを徹てつ底ていさせていただきます。

　無論、今後街に対して貢献していただければその事実を嘘うそ偽いつわりなく上へ伝えますし、その結果として何かしらの特権が与えられる可能性はありますが」

「持って回った言い方してるけどさ、アンタそれは結局平等って事だろうに」

「特権を得られるような貢献なんぞ、そう簡単にできるものでもない」

「期待させていただく、という意味ですよ」

「そういう事にしておこうか」

「案外、いつか本当にやるかもしれないしねぇ……」

　そう言ったグリシエーラさんの視線は、セルジュさんの出店へ向いていた。

「……何か入れ知ぢ恵えしたかい？」

「さて、何の事でしょうか？」

　この方相手に隠せている気はしないが、一応とぼけておいた。

「ところでリョウマ君」

「はい」

「街の生活はどうかな？　君が来てからだいぶ経たったが、ある程度住んでから見つかる不便というのもあるだろう？」

「思ったことを言ってやんな。たまにしか会わないから気になってるんだよ、この爺じいさんは」

「そうですね……確かに以前とはだいぶ勝手が違いますが、これといった不便は本当にありません。どちらかと言えば気軽に買い物ができて便利になっていますよ」

　……しかしあれだな。元々は地球の日本に生まれ、一度死んでこの世界へ。さらにガナの森からギムルまで……思えば遠くに来たもんだ。

　それに左を見れば店の仲間が、右を見れば取引先の方々が、前を見ればついこの間知り合ったばかりの一座が公演中で、隣には今知り合った役所のトップがいる。

　他にも今日来たお客様方の中には……本屋の息むす子このダンスベルさん、名前も知らない薬屋のお爺さん、この祭りの準備で知り合った近所の奥様方に、以前の仕事で会った時の事を覚えていてくれたギルドの方々もいた。

　知人もずいぶん増えたもんだ。

　森にいた頃ころとどちらが良いかはわからない。

　森には森の良さがあった。

　だけど……

「ふむ。その顔なら大だい丈じよう夫ぶそうだね」

「ええ、そう思います」

　今の生活も悪くない。

　この幸せを噛かみ締しめる内に、夜は少しずつ更ふけていく。







３章39話　最後の夜







　翌日。

　華はな々ばなしい祭りから一夜が明け、ギムルの街は日常へと戻りつつあった。

　街角には祭りの飾かざり付つけがところどころに残っているが、それも今日明日のうちにはさっぱり片付いてしまうだろう。他所よそから来た出店はほとんどが店をたたんでいるし、既すでに街を出た一団もあるようだ。

「祭りを目当てに来た観光客も続々と帰路についているだろうから、南門は大変だろうな」

　俺が通った北門の門番は、そんな風にのんきな事を言っていた。

　そして俺は……

「このパーツは再利用するから！」

「了解！　分けておきます！」

　セムロイド一座の大道具担当に指示を受けつつ、舞台の解体作業中である。

　俺も建築作業は得意な方だけれど、舞台や関連設備となると勝手が違うので、この機会に勉強させてもらうことにした。解体だけでもある程度の構造は理解できる。

「すみません、このねじのような柱は？」

「それは舞台装置だから再利用。使い方はあの下の取っ手を回して、上に乗せた人や物をせり上げていくんだ。今回は使わなかったけどね」

「なるほど」

　外からは見えない隠された装置などがあり、なかなか面おも白しろい。

「店長」

「ドルチェさん？　どうされました？」

「警備隊の方が、先日の石せつ鹸けん盗とう難なんの件でいらしてます」

「分かりました。すみません」

「聞こえたよ。こっちはいいから行っといで」

「ありがとうございます」

　ドルチェさんと共に店へ戻る道すがら、多くのお客様とすれ違ちがった。

　祭りで散々働いた翌日だけれど、うちの店は通常営業。

　１日休みを入れたらどうかと思ったのだが、主婦の方々が〝準備期間の忙しさで洗せん濯たく物ものを溜ためてしまった〟〝準備や片づけで服が汚よごれる〟と話していたので、需じゆ要ようがあると見て通常通り営業することになった。代わりに今夜は以前の懇こん親しん会かいのように、慰い労ろう会かいを開く予定だ。

　しかしこの目もく論ろ見み自体は正しかったようで、朝の時点で普段の２割増しのお客様が列を作っていた。しかもその中には、昨日知り合ったばかりのアーノルドさんが交ざっていた。なんでも創立祭は毎年行われる祭りなので、飾り付けに使われる飾り布や旗などは使いまわしているのだそうだ。

　例年は保管の前に担当者が廃はい棄きと使いまわせる物の分別や洗せん濯たくを行っていたのだが、今年は費用と効率を考えてうちの店の利用を検討しているらしい。そのために自分の衣類で試ためしに来ていた。

　結果はまだ分からないが、もしかすると予想外の大口契けい約やくが舞まい込んでくるかもしれない。

「失礼します」

　さて、面会だ。

　応接室に入ると、男性警備隊員がソファーから腰こしを上げる。

　形式に沿った挨拶をして、早さつ速そく本題へ。

「先日被ひ害がい届とどけの出ていた石鹸の盗とう難なんですが、犯人が捕つかまりました。こちらで間ま違ちがいありませんか？」

　横に置かれた包つつみから、設置していた石鹸がネットごと取り出される。

　本当に捕まったのか。こう言っては一いつ生しよう懸けん命めい捜そう査さしてくれた方々に悪いが、盗品は戻ってこないものだと思っていた。

「戻らない場合ももちろんありますよ。この石鹸を盗ぬすんだ犯人はスリもやらかしていまして、それで昨日捕まったんです。そして宿しゆく泊はく先さきから荷物を押おう収しゆうしたところ、これが出てきました。被害届が出ていたので問とい詰めたところ、犯行を認めました」

　運がよかった。後でガインたちに祈ろう。

　と思っていると、盗品の確かく認にんと返へん却きやくの証明書にサインを求められたので、内容を確かめてからサインをする。

「……はい、確かに。ありがとうございました」

　彼かれは笑え顔がおで書類を受け取り、そのまま急ぎ足で帰っていった。

　どうやら警備隊もなかなか忙しいらしい。

「フン、フ、フ～ン」

　警備隊の方を表まで見送った後、店の奥で荷物を運びながら鼻歌を歌うフィーナさんを見かけた。

「ごきげんですね」

「ひゃっ!?　て、店長。いつの間に」

「今ですよ。警備隊の方が帰られたので」

「ああ、さっきの……」

「脅おどかしちゃいました？」

「少し……聴きいてました？」

「プレナンスさんの曲でしたね」

　顔が赤くなった。なかなか上手だったし、あまり気にすることではないと思うけど……それより何かいい事でもあったのだろうか？

「あっ、そうです。聞いてください店長。実はさっき接客を担当してたらですね、麦茶はもう売らないの？　ってお客様がたくさんいらしたんですよ。昨日の出店で美味おいしかったって」

　ほう……そんな事が。

「これまでずっと売れなかった麦で作ったお茶を美味しいって言ってもらえて、なんかうれしくなっちゃって」

　それが出で稼かせぎの理由だったもんな……でもそういうことなら、麦茶を作って売ってみたらどうだろうか？
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「このお店でですか？」

「フィーナさんの村でですよ。麦としては売れなくても、何か別の加工食品にして売るとか」

　加工して売るとしても何に加工するのか、売れるものが作れるのかという問題はあるだろうけど、今回は麦茶が欲ほしいという人がもう問い合わせをしてきている状態。つまりわずかでも需要はあるのだ。

　ちなみに昨夜の集計では、出店の飲み物の売り上げは７割を麦茶が占しめていた。１杯ぱいだけでなく何度も購こう入にゆうしてくれるリピーターもいたらしい。

　たった２日の販はん売ばいでそれなのだから、適切な方法で売り込みをしていけば、もっと欲しいといってくれる人が増えるかもしれない。

　村では原料となる麦の栽さい培ばい。そして茶葉への加工、この２つだけ行って他所へ売り出せば良いのではないだろうか？　実現すれば多少なりとも無む駄だになる麦は減るだろうし、村の現金収入も増えるだろう。

　必要であれば俺がピオロさんへの紹しよう介かい状じようを書くこともできる。祭りで売った麦茶は、彼女達の村で栽培された大麦をここで焙ばい煎せんして作ったものだ。彼かの女じよたちの村でも作れるだろうし、そこにサイオンジ商会の協力があれば……うん、なんだかいけそうな気がする。

　とらぬ狸たぬきの皮算用かもしれないけれど、可能性はゼロではないと思う。

「麦の収しゆう穫かく量りようとかいろいろ考えなければならないこと、やらなければならないことは出てくるでしょうけどね」

「村では毎年、病気対策に数種類の麦を植えてます。大麦は全体の３割ですけど、来年以降ならもっと増やすこともできるはずです。でも本当に村で売っても？」

「前にも誰かにこんなこと言った気がしますが……考えはしても、僕ぼくが自分でやろうと思ったら相当な労力が必要ですから。なんだかんだで店にいますけど、今の目標は里帰りの準備なので、麦茶の販売に手をつけるほど余よ裕ゆうはありません」

　でも麦茶が欲しいと言ってくれるお客様がいる。麦をお金に替えたい村がある。

　だったら彼女達の村とサイオンジ商会に取とり扱ってもらったほうが有効に活用されるだろう。少なくとも俺の手元で腐くさらせておくよりは。

「以前ここで出稼ぎの子の面接をしていただけるとの事でしたが、これで儲もうけが出たら出稼ぎはしないという人も出るかと」

「うちの店の従業員としてはまだ雇やとってないわけですから、街に出たい人だけ来てくれればいいですよ。足りなければ普通に他から雇います。嫌いや々いや働きに来られても困りますし、村に残りたい人が残れるなら良い事じゃないですか。孝行をしたい時に親はなし、とも言いますし……家族で過ごせる時間がとれるなら、とっておくべきだと思いますよ」

　俺は時々茶葉でも送ってもらえれば満足である。

「……店長、この件について父に村で手紙を送ってもよろしいでしょうか？　村全体で検討してもらいます」

「もちろん構いません。ではこちらもサイオンジ商会のほうにこういう事を検討中だと手紙を送っておきます。急に話を持ちかけられても困るでしょうから」

「フィーナー！　何やってるのよー！」

「あっ、ごめんなさい！」

　仕事中に話し込みすぎた。

「すみません、ジェーンさん。僕が呼び止めちゃったので。フィーナさんもすみません。また後で話しましょう」

「はい！」

　２人と別れ、舞台の解体に戻ることにした。

　その夜。

　舞台や店内の物がほとんど撤てつ去きよされたフードコートに、懇親会と同じ顔ぶれが集まった。

「腹減ったー、母ちゃんが今日もぐむっー！」

「余計なこと言うんじゃないっての」

　挨拶前のやりとりまで懇親会と同じように、笑いの中で慰労会が始まる。

　前回は出店の料理を提供していたが、今回は余った材料を中心にまた違うものが並んでいる。

　たとえばシェルマさんが作った具ぐ沢だく山さんのスープは、ホットドッグ用のソーセージと野菜炒め用の野菜がふんだんに盛り込まれている。

　さらに俺が提供する一品は〝塩焼きそば〟。

　麺めんと野菜はリーミィエンの材料から流用。同じく鳥スープにラモンの汁しると塩しお胡こ椒しようを足して、特製塩ダレに仕立て直す。これを錬れん金きん術じゆつで用意した鉄板の上で炒めて、火の通った野菜と麺の上から注げば……ジュウッと音を立てて良い香かおりが広がっていく。

「ん～！　いいにおい！　大盛りで１皿お願い！」

「俺にも！」

「了りよう解かいっ！」

　さっそく匂においにつられたマイヤさんやリックを先頭に、次々と参加者に提供する。

「おまちどおさま！　そろそろ全員に行いき渡わたりますか？」

「あと７人ネ」

「私わたし達たち入れて10人」

「了解！　じゃあ次でいったん終わりにしましょう」

　10人前の塩焼きそばを作り、手伝いをしてくれたリーリンさんとフェイさんの分も用意する。もちろん自分の分も忘れずに。

　……さて俺も食おう。どこに行こうか……

「店長！」

　おっ、カルムさんが呼んでいる。セルジュさんやプレナンスさんと一緒にいるようだ。あそこに交ぜてもらうか。

「ようこそ」

「ささ、こちらへ」

「まずは乾かん杯ぱいといきましょう。今日は何になさいますか？」

「そうですね……」

　同じ年とし頃ごろの子供も居るし、麦茶にしておこう。

「皆みなさんお疲つかれ様さまでした。乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　香こうばしい麦茶が喉を爽さわやかに通とおり抜ぬけて、気分がいい。

「ふぅ……なんだか祭りが終わったって感じがしますね……」

「そうですね。ですが我々にとっては始まりでもあります」

「プレナンスさんはもう新しい街に向かわれるんでしたね」

「ええ、明日の朝にドバナンという街へ。今度はそこでお祭りが開かれますから」

　祭りが終わったらすぐ移動か。大変だな……

「今回は宿しゆく泊はく施し設せつから講演会場まで全すべて皆様にご用意いただいたので、それほど大変ではありませんでしたよ」

　彼らのような芸を生業なりわいにしている人々は、良い場所を確保するために公演を終えたその日の夜に街を出なければ間に合わないこともあるらしい。おまけに宿が取れなければ馬車の中で座すわって寝ねなければならない時もあるとか……

　そうなると、ここでこうしていて大丈夫なのか？　無理に慰労会につき合わせたのではないだろうか？

「ご安心を。日程には余裕があります。それにモーガン商会と契約を結べたおかげで、宿と会場の手配が楽になりましたから」

「セムロイド一座の皆様にはオルゴールを宣伝するためにも、できるだけ良い場所で仕事をしていただきたいですからね。支店に連れん絡らくを入れ、場所を確保しておくように指示してあります」

「なるほど。そういうことでしたか」

「用意したオルゴールも完売したことですし、これからが楽しみですな。……それに楽しみと言えば、近々この麦茶を売り出だすつもりがあるとか」

「あれ？　フィーナさんから聞いたんですか？」

　この質問に答えたのはカルムさんだった。

「先ほど私の所に麦茶の需要や利益の見込みについて質問にきましたよ。店長が許可を出していたと。村の責任者がどう判断するかは分かりませんが、彼女達は本気で説得するつもりのようですね」

　そうだったのか。

「で、どうですか？　見込みは」

「紅茶よりも単価は大幅に安くなると思いますが、言いい換かえれば庶しよ民みんにも手軽に楽しめるという事です。出店の売り上げを見れば商品価値は十分でしょう。まず損にはならないかと。店長を通してサイオンジ商会の協力を得られたものと仮定すると……食品は門外漢ですが、なかなかの商機だと私は考えます」

「私も同意見ですね。カルムは仮定と言いましたが、ピオロならまず断りはしませんよ。彼は自分の手元に投げ込まれた商売の種を捨てる男ではありません」

　この２人がそう言ってくれるなら安心だ。

「祭りの片かた隅すみで売られた飲み物が、巡めぐり巡って村を１つ救う…………これは歌になる」

　１人だけ着目点が違う人がいる。こんなのを歌にするの？

「誰だれかや何かが救われる話は、どこに行ってもある程度の人気があるのです。ですから観客の好みから大きく外れる可能性も低く、よく題材に取り上げられます。しかしその手段が１杯の飲み物というのは新しい。よろしければ１つ、麦茶を題材に物語を書かせていただけませんか？」

　話が予期しない方向に転がった。麦茶の物語？　これはどう判断すれば良いのか……

「僕は個人名などを出さなければかまいません。あとはフィーナさん達に相談してください。売るのは彼女達と村の方々ですので」

　結論、丸投げしよう。

「では早速。失礼します」

　プレナンスさんは席を立ち、あっという間に彼女達を見つけて話しかけていた。

「本気だったのか……いや、酔よってらっしゃるのかな……」

「彼はそれほど飲んでいないはずですが」

「なるようになるでしょう」

　はたしてどうなるか……

「リョウマ君」

「あ、マイヤさん」

「最後だから一いつ緒しよに芸をやってみない？」

　舞台があったあたりに一座の人が数名集まっている。

　最後か……よし。

「すみません、ちょっと行ってきます」

「頑がん張ばってください、店長」

「楽しませていただきます」

　それから俺は新人剣けん舞ぶ師しと囃はやされながら、自分なりに練習の成果を披ひ露ろうした。

　曲に合わせて緩かん急きゆうを強調しつつ薪まきを切るたび拍はく手しゆが返ってくる。

　１曲終わると、さらに大きな拍手。

　調子に乗って引っ張り出したギターで、日曜の夜や土曜の朝のアニソンを奏かなでたり……

　楽しげに芸を披露する一座の皆さんに交ざって、別れの前の思い出作りができた。







４章１話　採取依頼







　創立祭が終わり、セムロイド一座がこの街を去ってから１ヶ月。

　祭りを境に、夏の暑さが徐じよ々じよに和やわらぎつつあるように感じるこの１ヶ月。俺は教会に寄付するスライムを捕まえて選別したり、その最中に発見した風属性の魔ま力りよくを好むスライムを進化させたり。地道な訓練の日々が続いていた。

　そして公こう爵しやく家けの方々と別れてから丁度半年となる今日。冒ぼう険けん者しやギルドに顔を出すと、ウォーガンさんに呼び出された。

「リョウマ、最近よくやってるみたいだな。一時はお前さんが商人一筋で行くんじゃねぇかと思ってたが」

「あはは……まぁ、のんびりやってますからね」

「ま、人の上に立ったら向き不向きは関係なくそれなりの責任や仕事もあるわな。……で、本題だが、来週から２週間くらい予定は空いてるか？」

　防水布も作り溜めてあるし、急ぎの仕事もない。

「大丈夫です」

「そうか。なら１つ受けてもらいたい依頼がある。仕事内容は採取になるが、量が多いから空間魔ま法ほう使つかいの手が欲しいんだ。運うん搬ぱん担当として仕事に加わってくれると助かる。ちなみに採取場所にはお前さんが戦いたがっていた魔ま獣じゆうが出るぞ」

「本当ですか？」

「ああ、対象はトレント。採取してもらいたいのもトレントの素材だ」

　トレントか！

　トレントは木の姿をした植物系の魔獣で、周りの木に擬ぎ態たいして人や他の魔獣を狙ねらう。シュルス大樹海にも多く生息する、擬態と不意打ちに特化した危険な魔獣だ。

「詳くわしい説明は他のメンバーも集めてするから、聞く気があればまた明日の昼にギルドに来てくれ。その後で受ける気があれば、そこで参加の登録をする事になる」

「わかりました。それではまた明日の昼に」

「おう、気をつけろよ」

　そうと決まれば、出かけることを伝えておかないと……

　翌日。

　約束通りギルドを訪おとずれると、通された部屋にはミーヤさんがいた。

「にゃっ？　リョウマも呼ばれたのかにゃ？」

「空間魔法使いの手が欲しいそうで」

「そこまでの量を集めるにゃんて、一体にゃにに使う気にゃのか」

「さぁ……」

　適当に雑談をして待っていると、ウェルアンナさん達とレイピンさん。そしてアサギさんが続々とやってきて、最後にやってきたウォーガンさんから説明が行われる。

「……とまぁ、こういう訳だ」

　説明された内容を纏まとめると、依頼内容は木材の確保。これはトレントを仕留めて持ってくれば良いらしい。量は最低でも３００匹ぴき分、それより多い場合はその分報ほう酬しゆうが増える。

　１匹の大きさが分からないため、３００匹分がどれくらいになるかも分からない。しかしかなりの量になる事は確実。空間魔法を使える俺やレイピンさんが呼ばれたのにも納なつ得とくだ。

　出発の予定は２日後。

　特に問題なさそうなので、俺は参加する。周りの様子を見てみると、他の皆さんも参加するようだ。

　しかし、全員の依頼受注が終わった段階でウェルアンナさんからこんな質問が出た。

「トレント材をこんなに集めて、何かあるのかい？」

「ああ……この街の人口が減ってるのは知ってるよな？」

「そりゃ知ってるよ。１つとはいえ鉱山が廃はい坑こうになったんだからね、仕事が減ったら出て行く奴やつもいるだろうさ」

「前の役所の頭はそこら辺にあまり熱心じゃなかったみてぇでな。特に何もしてなかったんだが、新しく来た役所の頭はそのあたり熱心らしい。人口増加、収益増加、そんでもって街の環かん境きよう改善。色々と動いてるって話だ。

　今回の件は職員の発案が採用されて、街に名物を作って人を呼び寄せる事になったらしい。……だが、この街には鉱山や鉄以外の見所は無い」

　リムールバードの集まる場所とかは観光地として良いんじゃないか？

「その案も出たらしいが、その時期はグレルフロッグ狩がりも行われるから観光には向かねぇ、だからって狩りをやめたらグレルフロッグの収入が無くなるってんでボツになった。大体一時的な物だしな、役所の連中は１年中、常にある物を名物にしたいらしい」

　えー……街まち興おこしってそんな簡単な物じゃ無いだろ。俺おれも良く知らんけど、売りになる物があるだけマシじゃないか？　選えり好ごのみせずに既にある利点を活いかせよ。あれも祭りみたいな物だと思えば……ダメか？

「一時的でも良いんじゃないですか？　季節の風物詩とすれば」

「季節の風物詩はいいが、この街は鉱山街だろ？　将来、鉱山を掘ほり尽つくしちまったらその季節しか収入が無くなるだろう？　それに備えて、１年中常にある物を名物にしたいんだそうだ」

　ああ、そうか……そう言われるとその通りだ。

「まぁお前さんが言いたい事も分からなくはねぇよ。まだそれほど切せつ羽ぱ詰つまってる訳じゃねぇんだから、俺も少しずつやっていけば良いと思うが……まぁ、とにかく今回はそういう方向で話が進んで、最終的に街の南門の先にもう１つ観光用の街が、その中心部に新しい売りとなる〝闘とう技ぎ場じよう〟が作られる事になったってわけだ。

　そこで試合をやって出場者や観戦者のための宿屋やその他色々、後は闘技場での観戦料や賭かけ事ごとで収入を得るって寸法らしい。完成するまでは莫ばく大だいな金がかかるが、完成してからの儲けはでかいな」

「闘技場と賭け事でござるか……収入は多いだろうが、治安が悪くなりそうでござるな」

　確かに、荒あらくれ者ものやゴロツキが彷徨うろつくのが容た易やすく想像できる。

「だからこその新しい街だ。客や闘技場の参加者が泊とまる宿などの施し設せつは一いつ切さい合がつ財さい、新しく作られた街の中に用意される。この街は今まで通り鉱山街のまま何も変わらねぇよ。管理をこの街と一緒に行うだけで、別の街が南にできると考えればいい。

　治安維い持じのための費用は大幅に増やして警備隊の人数も増員する。賭け事は街で管理して、徹てつ底てい的てきに取り締まる。

　で、こっからがウェルアンナの質問の答えに直接繋つながるんだが……その闘技場の設計と建築をペルドル・ベッケンタインが手がける事になった」

　その一言で俺以外の全員が驚おどろく。有名な人なのか？

「その人はどんな方なんです？」

「む、リョウマは知らないのであるか？　ベッケンタイン子し爵しやく家けの次男。本来なら兄の下で領地経営の補ほ佐さをする筈はずが家を飛び出し、建築家としての活動に心血を注ぎ続けている男である」

「建築家としては現在並ぶ者がいない程の天才として有名ですけど、それと同時に凄すごい変人としても有名な方ですよ」

　いろんな意味で濃こそうな人だな……全然知らねぇけど。

「打だ診しんをしたら良いイメージが浮うかんだとかで、即そつ決けつで引き受けて貰もらえたらしい。だが引き受けて貰った時にこう条件を出されたらしいんだ、闘技場の要所にはトレント材を使いたい、トレント材以外では建てられない！　ってな。それで今のうちから少しずつトレント材を確保し始める事になった訳だ」

　芸術家のこだわりなのだろうか？　聞いてみるとトレント材は建築に使えない事は無いが、普ふ通つうは魔法使いの杖つえの材料として使うため、建築には使われないらしい。

　ペルドル・ベッケンタインという人は、多少の無理を言うくらい許される建築家としての腕うでか何かを持っているんだろう。並ぶ者のいない天才と言われるくらいだからな。

　そんな事を考えていると、話は終わりこの場は解散となった。




■　■　■




　そして出発当日。

　今日までは色々と準備に使った。といってもほとんどディメンションホーム内に保管していた物を廃坑内に作った倉庫に移し、入り口を土魔法で塞ふさいで整理と盗難防止をしただけだけど。

　あと、セバスさんから教えられていたディメンションホームの拡張作業も試してみた。

　１回やるたびに拡張にかかる負ふ荷かが増えていくのを感じたけれど、膨ぼう大だいな魔力に任せて訓練がてら繰くり返かえした結果、ギムルの店の従業員宿舎の１階と同じくらいの面積にまで拡張した。トレント１匹がどれくらいか分からないが、これである程度の木材は収納できるだろう。

　そんな事を考えている俺は、まだギムルの街の南門にいる。他の皆さんと待ち合わせるためなのだが……

「まだ来てないのかな？」

　周りを見渡すが皆さんがいない。まだ来てないのか……と思っていると、少し遠くからレイピンさんとアサギさんが歩いてきた。

「おはようございます！　レイピンさん、アサギさん」

「おはようである」

「おはようリョウマ、体調は大丈夫でござるか？」

「大丈夫です」

　その後ミーヤさん達とも合流し、門でギルドマスターが手配してくれていた馬車と馬２頭、そして支給品の食料が引き渡されて旅が始まった。ちなみに馬車は荷馬車で、ミゼリアさんが御者を担当している。

　ギムルの南は木が所々に生えているだけの平原なので、馬車の揺れに合わせて長閑のどかな景色が流れていく。

　そんな中、今回の依い頼らいでリーダーを務めるアサギさんを中心に、行動方針についての確認が行われた。

「では、森の中では基本的に拙者とミーヤ、そしてウェルアンナ達がトレントを倒たおす。レイピンとリョウマは討とう伐ばつしたトレントの運搬。それに加え、レイピンがトレントの捜そう索さくと周辺警けい戒かい、リョウマがその護衛をするという事で良いでござるな？」

　頷うなずいて同意を表す。基本はそうだが、全く戦わない訳ではない。俺がトレントと戦う経験を積むために参加したのは既に皆さん知っているから、経験も積ませて貰える事になっている。

　その後は魔獣の専門家であるレイピンさんが中心となり、トレントの弱点や注意点の確認も行った。

　それによると……トレントは枝を動かして攻こう撃げきしてくるので、上からの攻撃に注意が必要。弱点は木の体に付いている人の顔のようなコブで、そこかその周囲を大きく傷つける、あるいはコブより下を切り離したり折ったりすれば仕留められる。ただし今回は木材にするため、できる限り傷は少なめに、必要最低限にした方が良いそうだ。

　あまり無理して傷を少なくする必要はないが気には留めておくようにとの事だった。

　加えてトレントの上位種がいた場合は更に注意が必要になるとの事。動きはトレントより遅いが、振ふるわれる枝がより太く威い力りよくがある。さらに木魔法も使うため、枝や蔓つるを伸ばして行動を阻害したりもする、前衛には面めん倒どうな魔獣らしい。

　ちなみにトレントと普通の木の見分け方は〝魔力感知で魔力を感じ取る〟こと。顔のようなコブの有う無む以外は普通の木と変わらないため、コブが死角にある場合に外見で見分けるのは非常に困難だが、豊富に持っている魔力を感知できれば割と簡単に分かるそうだ。

　最後にこれは余談だが、トレントは移動もできるそうだ。スライムより遅いらしいが、根を引き抜いて這はいずるように動くという。

　木が意思を持って歩くとはなかなか想像しがたいというか……かなり非常識に聞こえる。

　そもそも魔獣とは何なのだろう？

「魔獣であるか？」

　必要な話が終わってからレイピンさんに聞いてみたところ、魔獣とは動植物及び自然物が魔力によって変異した存在を指すらしい。トレントを例に挙げると、トレントは普通の木が魔力を持ち魔獣となる。魔力で突とつ然ぜん変異が起こるのなら、木が魔獣になるのも納得できる。

　そういえば以前、ポリーヌさんから〝魔ま化か〟の話も聞いたな……あれも植物が魔力によって変化する現象だったはずだ。

「人間は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「魔力が過剰に体に入り込み、体調を崩す〝魔力酔い〟という症しよう例れいはあるが、変異を起こす程に体に魔力が溜まることはまず無いのである」

　人体には防衛本能があり、普通は勝手に魔力が放出されるので変異まではしないそうだ。

　ついでに魔力酔いについても聞いてみると、魔力酔いは元々魔力を多く持つ人は罹かかりにくく、普通の人でも魔石や魔力回復薬の使い過ぎか、魔獣の肉を食べ過ぎたりしない限り出ない症状との事。

　さらにレイピンさんが言うには、生物の魔力は血に多く含まれるため、肉は別に気にしなくて良いそうだ。症状も軽いし、肉を食べて罹ったら運が悪かったとか珍めずらしいとか言って、笑い話にできる程度で済む。

　そんな話をしつつ、周辺を警戒しながらものんびりと移動。

　魔獣も明らかに襲おそったら拙まずい相手は本能的に避さけるそうで、ギムルの周辺には７人も冒険者が乗っている馬車を襲うような魔獣はいないとレイピンさんに教えられた。そしてその言葉通り、この日は街を出てから一度も襲われなかった。

　道中はレイピンさんと魔獣やスライムの話に花を咲かせたり、ミゼリアさんから今まで旅した場所の話を聞いたり、アサギさんと味み噌そや醤しよう油ゆの話題で盛り上がったりする。

「味噌汁、懐なつかしいでござるな……まさかレナフの街で味噌や醤油を手に入れる事ができたとは。良いことを聞いた、かたじけない」

「良ければ今晩、味噌汁作りましょうか？　材料ありますし」

「真まことか!?　ぜひ頼たのむでござる！」

　ということで、夕飯は俺が料理を担当。

　レイピンさんのディメンションホームの中で、味噌汁と肉じゃがと米を出してみた。

　皆さんに好評だったが、アサギさんは味噌汁の懐かしさに泣いている。

「アサギ、アンタ長く故郷に帰ってないのかい？」

「うむ、拙せつ者しやの故郷の島は遠いのでな、里帰りも楽ではないのでござる。何より拙者が剣けんを学んだ道場の教えで、ある程度剣を修めた者は冒険者になるよう言いつけられ、殆ほとんど追い出されるようにして旅に出る。そして冒険者ギルドで依頼をこなし、Ｓランクになるか旅立ってから50年が過ぎるまで島には帰れないのでござるよ」

「50年？　なんでまたそんなに？」

「道場を開いた開祖が世界を巡った年数だそうでござる。ひたすらに剣の腕うで前まえを磨くも良し、旅をして見聞を広めるも良し。外の世界で生き抜いて来るのが修業であり、試練でござる。何分、こちらには島にいない強い魔獣や様々な人々がいる故に」

「里の守りとかは大丈夫なの？　強い人が旅に出て50年帰って来ないんじゃ困らない？」

「心配ご無用。旅に出されるのは剣を極めんとする者だけでござる。護身のために剣を学ぶ者、里の防衛にあたる者、道場で修業中の者、道場の師範。里に残っている者の中にも腕うで利ききは大勢いるので安心でござるよ」

　こうした会話をしながら食事をし、それぞれ寝ね袋ぶくろで就寝の準備に移る。

　しかし、広いなここ……

「吾わが輩はいは昔、拠きよ点てんに長い間帰らずに研究する事もあったのでな。家財道具一式に研究資料、魔獣の標本……そういった物を詰め込むために長年かけてディメンションホームの拡張を続けていたのである。

　まぁ今はギムルから離はなれる事が減ったので、普ふ段だんから荷物の大半は家に置いてあるし、今回は更に荷物を減らして来たのであるよ」

　掃そう除じをするよりスペースを拡張する方が早くて楽だった、というのはちょっとあれだが……その成果は素す直なおにすごい。荷物が無いから余計広く感じるし、実際の広さでも今の俺のディメンションホームと比べると倍は軽く超える。これからも精進しよう。

　就寝準備が整うと、やる事も無いのですぐに寝る事になった。

　早く寝て、明日は日の出と共に出発だ。







４章番外１　一方その頃１







　竜りよう馬まが馬車でゆったりと旅をしている頃、王都のとある学園では授業が行われていた。

「それでは授業を始めます。まずは――」

　教師が淡々と教科書を読み上げる、面白味の無い単調な授業。生徒たちはそれを黙って聞いている。そんな生徒達の中に１人の少女がいた。エリアリアだ。

　彼女は姿勢を正し真っ直ぐに教師の立つ教きよう壇だんを見て授業を聞いてはいるが、内心では退たい屈くつを感じ、それに耐たえる時間を過ごしていた。




■　■　■




　午前の授業が終わると彼女は席を立ち、そそくさと校舎の一角にある魔法の練習場へと向かう。そこは生徒の自主的な訓練のために開放されているものの、授業以外で使われる事は滅めつ多たに無い。つまり人気も無い。

　彼かの女じよは練習場の隅すみにある休きゆう憩けい用ようのベンチに座り、用意してあった昼食を食べ、昼休みが終わるまで魔法の訓練をして時間を潰す。そして午後の授業を受け終わると、寮りようで割り当てられた部屋へと帰る。

　彼女がこの学園に入学してから既すでに１ヶ月程ほどになるが、これが彼女の行動パターンとなっていた。

「ふぅ……」

　魔法を放つのをやめて、エリアはため息を吐つく。

（まだたった１ヶ月しか経たっていませんのに、既に退屈で限界です……まさかここまで授業がつまらないなんて思いませんでしたわ……）

　この学園では１年目から３年目までは様々な事の基き礎そや教養を学び、４年目から６年目で専門的な知識と技術を重点的に学び、卒業後は自身の進路に応じて修業や弟で子し入りを行う。

　入学したてのエリアが受けている授業は基礎の基礎だ。基本的な国の歴史や地理、計算、魔法、そして体力作りを目的とした剣けん術じゆつ。どれも貴族であれば１年時の授業など入学前に学び終えていて当たり前の内容であった。

　そのためエリアには授業が簡単過ぎ、成績は良くとも達成感が無い。その上同じクラスの生徒は40人近くいるが、彼女に話しかけようとする者も皆かい無む。勿もち論ろん無視やいじめなどではなく、一いつ般ぱんの生徒や貴族の生徒は公爵家の令れい嬢じようという肩かた書がきや彼女自身の魔力の高さを恐れて声をかけられず、必要以上に関わらないだけである。

　そしてエリアも避けられている自覚があるため、積極的に交流を持てずにいた。中には単純に性格的に相あい容いれないだろう相手もいたが、それ以外でも無理に交流しようとすれば、怯おびえていたとしても相手はまず拒きよ否ひできない。そんな関係を作る事を嫌きらったのだ。

　その結果が入学１ヶ月で友人ゼロ。学園で退屈な時間を過ごし、孤独感に耐える日々を送る事になっている。

「入学前から分かってはいましたが……はぁ……」

　２度目のため息を吐ついたところで、突然声がかけられた。

「どうしたんだい？　お嬢さん」

「えっ!?」

　エリアリアには何時いつ来たのか分からなかったが、声で後ろに立っていた相手に気づく。

「あら……貴女あなたはウィルダン伯爵家の……」

　エリアが振り向むいて相手に顔を見せると、相手は驚いた様子だが名乗り、頭を下げた。

「これは失礼。ウィルダン伯爵家の長女、ミシェルと申します。ジャミール公爵家のご令嬢だったとは後ろ姿で分かりませんでした。無礼をお許し下さい」

　彼女はミシェル・ウィルダン。伯爵家の令嬢であるが、女らしさという物があまり感じられない女子生徒だ。髪かみは肩かたにかからないあたりで適当に切り揃そろえられ、服は男物のズボンに女物のシャツという取り合わせ。持ち物は実用性を重視し、飾かざり気のない黒の大きなカバン１つ。顔も中性的で男装をしているように見える。

「無礼だなんて、ここでは身分の違ちがいなど関係ありませんわ。それに私も分からないようにしているのですから」

　この学園では身分の差を意識させないためとの名目で、貴族・平民を問わず生徒には制服の着用が義務付けられている。しかし、アクセサリーに規定は無かった。

　そこで貴族の生徒はわざと派手な金の髪かみ飾かざりや宝石が散りばめられた腕輪など、豪華なアクセサリーをよく見える位置に着ける事が多い。装そう飾しよく品ひんの豪華さで各家の財力を誇こ示じしていたりもする。

　しかしエリアは派手なアクセサリーを着けていないのだ。それが学園の理念に沿った制服の意味なのだが……ミシェルの目には派手なアクセサリーを着けていない、つまり平民の女子生徒として映ったのだった。

「ありがとうございます」

「……ミシェルさん、とお呼びしても？」

　そう言って笑いかけたが、ミシェルからは忌き避ひ感かんが感じられなかった。つい先ほどまで考えていたこともあり、エリアはなんとなく会話を試みる。

「勿論です、お嬢じよう様さま」

「お嬢様ではなく、エリアと呼んで下さいまし。先程も言いましたが、ここでは身分の違いは関係ありませんわ」

　そう言うとミシェルは笑え顔がおになり、エリアに答えた。

「……ふふっ、では、エリアと呼ぶことにするよ。ついでに言葉遣いも目を瞑つぶって欲ほしい。疲れるのでね」

「勿論構いませんわ。私もその方が嬉うれしいですし」

「そう。ところで、さっきも聞いたけど、どうかしたのかい？」

「いえ、特に問題がある訳ではありませんの。ただ、この学園の授業が……」

「ああ……それは僕ぼくも感じているよ。今では授業を受けているフリをしているだけだし、変な派は閥ばつに巻き込まれないようにしていると、休み時間も人と話す事が減るからね」

「あら、そうでしたの？　ミシェルさんは人気があったと思ったのですが……」

　その言葉にまた笑って答えるミシェル。

「ははっ、確かに入学当初はね。僕の服装で何かを勘違いした女子生徒に懐なつかれていたけど、僕はこの服装が楽だから着ているだけで、男装じゃないという事がわかったら殆ど離れていったよ。それに、僕もあまり社交的な方じゃないからね。面倒で避けていたら次し第だいに、ね」

「そうでしたの。それでここに？」

「今日は違うよ。これの実験に来たんだ」

　言いながらミシェルはカバンの中から１枚の紙を取り出す。その紙には鉛筆で下書きをされた１つの魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

「魔法陣……ミシェルさんは錬れん金きん術じゆつ師しですの？」

　その言葉に一いつ瞬しゆん目を見開いたミシェルだったが、すぐに今までより笑顔になって答える。

「残念ながら、僕は錬金術師じゃないよ。僕は魔法陣学という学問を勉強しているのさ」

「魔法陣学、ですか？」

　魔法陣学とは、魔力を通すと輝かがやきを放つ錬金術の陣じんに端を発する非常にマイナーな学問。何な故ぜそのような反応が起こるのか、その現象を何かに利用できないか等々、細々とした研究が行われている。

　そう説明されたエリアは魔法陣の描かれた紙を興味深そうに見ていた。

「そんな学問がありましたのね」

「錬金術から派生した学問という点と、大した成果が出せていない点が原因で衰退してる学問さ。僕がこの学園に来たのはその魔法陣学を教えられる先生がいると聞いたからなんだけどね……担当の先生が去年で辞めてしまわれたようで、仕方なく自習という訳さ。時間は余っているからね」

「そうでしたの」

「そうなんだよ。ところでエリア」

「何でしょう？」

「よく錬金術に魔法陣を使う事を知っていたね？　世間では色々な間ま違ちがった噂うわさが蔓延はびこっていて、必要なのは魔法陣ではなく怪しげな薬品やら生いけ贄にえだなんて言われる事もあるのに。それに錬金術に対して嫌悪感も無いみたいだ」

　そう言われて口が滑ったと思うエリア。その一瞬で何かを感じ取ったのか、ミシェルが慌てて補足する。

「僕は別に錬金術に対して偏へん見けんは持っていないよ、どちらかと言えばむしろ興味がある方だ」

「興味？」

「魔法陣学は錬金術の陣をきっかけにして生まれた学問だから、その元となった錬金術にも多少興味がある。別におかしくはないだろう？　錬金術を口実に詐欺を働く輩やからは嫌いでも、全すべての錬金術師を詐欺師とは思っていないよ。魔法陣学と同じように、成果を出だせずに研究を続けている本物の錬金術師だってこの世界にはいる。僕はそう考えているよ」

　その言葉を聞いて多少安あん堵どするエリア。

「そうですか」

「できれば、僕に錬金術について教えて貰いたいのだけれど」

　しかしエリア自身は錬金術師ではない。竜馬と知り合った事で多少の知識は得たものの、他人に教えられる程ほどではない。そしていくら偏見が無いとはいえ、まだ会って間もない人間に竜馬を紹しよう介かいするのも憚はばかられた。

「残念ながら私は以前錬金術師の方とお会いした事があるだけで、錬金術を学んでいる訳ではありませんの」

　当然の如ごとく、エリアは断った。するとミシェルもどうしてもという事ではなかったらしく、素直に引き下がりそのまま実験の準備にとりかかる。

　先程の紙を地面に置き、カバンから取り出したピンク色の粉をインクに入れて混ぜ合わせ始めた。

「ミシェルさん、それは何ですの？」

「インクはただのインクだよ。粉は火属性と無属性の魔石を砕いて混ぜ合わせておいた物さ。魔法陣学で使われる陣は錬金術と違って、魔法陣だけでは魔力を通す事ができないんだ。だからインクに粉末状にした魔石を混ぜる事で魔力を通せるようにして、錬金術の陣ではない魔法陣を描くのさ」

「そうなると、何が変わるのですか？」

「分かっているのは、インクに混ぜ込む魔石の属性で効果が変わって、魔石の配合の比率で威力の調整ができる事だけさ。

　例えば火属性の魔石を混ぜたインクで描いた陣に魔力を流すと魔法陣から火を出せる。火力の調節をインクの配合で行って、出した火の制せい御ぎよを陣で行うんだ。

　陣は適当ではなく、まず円を描いてその中に何らかの紋もん様ようを描くんだけど、これが良く分かっていないんだ」

「よく分かっていない、と言いますと？」

「中の紋様によって反応と効率が変わる。そしてどんな紋様が最も効率が良いのかが分かっていない。だからひたすら様々な陣を描いて試ためし、効率的な物や目的に合う物を探すしかない。そうなると魔石が沢たく山さん必要になって、そのための研究資金も必要になる。それであまり研究が進んでいないんだよ」

「そうでしたの……ミシェルさんは何故この研究を？」

「面おも白しろそうだからさ。研究する人が少なくて、あまり進んでいない研究。言いい換かえれば、まだまだ解明する余地があるという事だろう？　それを僕が解明し、役立ててみたいと思っているんだ。

　それに僕はこれでも伯爵家の令嬢で、ウィルダン家は代々研究者の一族で家族の理解もあったからね。研究したいと思う事があるのならやりなさいと言ってくれて、それなりの資金も出してくれたんだよ」

　そう話すミシェルが、エリアには若じやつ干かん竜馬に似ているように見えた。そしてミシェルはそのインクで陣を描いて言う。

「どんな反応が起こるか分からないから、少し離れておいて」

　すぐさま陣から距きよ離りを取るエリア。それを確かく認にんしてミシェルが魔力を陣に流すと、陣に赤い光がともった。

　ミシェルがそれを見てから急いで陣から離れ、５秒後。陣から数個の小さな火の玉が勢い良く飛び出し、陣の上で弾はじけて爆ばく竹ちくのような音を出した。

「「きゃっ!?」」

「ほうほう、こんな反応が……ん？」

　まず陣の反応に気を取られていたミシェルだったが、２人分の驚きの声に気づいて振り向く。声の主は、丁度練習場に入って来た狐きつね人じん族ぞくの女子生徒。

「脅おどかしてしまったみたいだね、申し訳ない事をした」

「ここは練習場ですから、大きな音がするのは当たり前です。それより私の方こそお邪じや魔ましてしまったようで、申し訳ありません」

「いやいや、そんな事無いよ。君は確かミヤビさん、だったね？」

「同じクラスの方ですわね？」

「ウィルダン伯爵家とジャミール公爵家のご令嬢に名前と顔を覚えて頂けて光栄です」

　ミヤビは貴族向けの多少丁てい寧ねいな口調で受け答えをする。

「畏かしこまる必要はありませんよ。ミヤビさんはこれから訓練ですの？」

「実は少々お嬢様にお伝えしたい事がありまして……」

「私に、ですか？」

「はい。知り合いからお嬢様に伝言を預かってます。それで、今日声をかけさせて頂きました」

　ミヤビは伝言を託たくしたのが男だと周囲に知られ妙みような噂を立てられぬように配はい慮りよし、この１ヶ月、エリアが１人になり、ゆっくりと話せる時を探っていた。そして入学から１ヶ月が過ぎた今日、エリアがいつも１人でいる練習場に来たのだが……今日に限ってミシェルがいたため、ミヤビは内心で軽く慌てている。それでも受け答えが問題なくできるくらいの落ち着きはあったが。

「私に伝言ですか？」

「はい。リョウマという名前に心当たり、ありませんか？」

「リョウマさんから!?」

　竜馬はエリアの友達作りのきっかけを作ろうとは思っていたが、本当に友達になるか、これからも付き合い、互いの事を知っていくかは２人が決める事だと考えていた。そのため出会う機会を作るように動きはしたが、ミヤビの事は何一つエリアに伝えていない。自分という共通の知人・話題があるのだから全く話題が無い訳ではないだろうと考えて。

　それと同時に、竜馬がエリアを驚かそうと若干の悪戯いたずら心ごころを出したのも理由の１つではあるが。

「知っとるみたいですね」

「ええ、でも何故ミヤビさんがリョウマさんの事を？」

「父を通じて知り合いまして、私が学園に行く言うたら、そこにいるエリアに伝言を頼むて言われたんです」

「そうでしたの……」

　そこでミシェルが話に加わる。

「エリアの知り合いなのかい？　そのリョウマって人は」

「ええ、ちょっと変わった方ですけど、お友達ですの」

「確かに、変わっとるんは間違いありまへんな……」

「へぇ……」

　ミヤビがエリアの言葉を聞いてつぶやく。そして竜馬が変わり者と聞いたミシェルは少々興味が湧わいた様子だった。

「それで、リョウマさんは何と？」

「頑がん張ばれ、その一言だけです。お嬢様を心配しているみたいでした」

　その一言でエリアは概おおむねね竜馬の気持ちを察する。

　たった一言を伝えるために他人に伝言を頼む必要は無い。頑張れと伝えたいなら手紙に書けばいい。つまり、ギムルの街で別れる前に自分が言った〝友達がいない〟という話を覚えていて、リョウマが態わざ々わざミヤビと出会う機会を作ってくれたのだとエリアは結論づけた。

「ありがとうございます。確かに伝言を受け取りましたわ。それに……ミヤビさん、こうして出会ったのも何かの縁えん、宜よろしければお友達になって頂けませんか？」

「良いのですか？　私なんかにそんな事言うて」

「ここでは身分の差など関係ありませんから。それに、これからの学園生活でお友達が少ないのは寂しいです」

「ほな、よろしゅうに」

「それなら僕も仲間に入れて欲しいね、僕もあまり友達がいないんだよ」

　ミヤビは笑顔でそれを受け入れた。更にそこにミシェルも加わる。

　こうして３人は出会い、握あく手しゆをしたところで昼休みが終わった。

　そして彼女たちは教室に戻もどり、午後の退屈な授業を受ける。

　しかしこの日は、普段よりもいささか楽しく感じられたかもしれない。
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　放課後になると、３人は中庭の片かた隅すみでたわいもない話をしていた。

　昼休みが終わって教室に帰るまでの間に、せっかくだから互いの事を知ろうという話になったのだ。

　そしてある程度お互たがいを知ったところで、ミシェルがこう提案する。

「２人とも、もし良ければ僕ぼく達たちで実習の班を組まないかい？」

　学園で行われる魔ま法ほうや剣術等の授業には、５、６人が１班になって行う実習がある。

　しかし単純に性格的な相性や価値観の違い、協調性の欠けつ如じよなどの理由は勿論の事、平民と同列に扱われる事を嫌う貴族の生徒も皆無とは言えない。そのため班分けは生徒自身が話し合い、誘い合って決めることになっている。

　貴族は貴族のみ。平民は平民のみ。そうでなくとも互いを認めた者同士で班を作れるようにした方が格段に面倒事と仲なか違たがいが少ないのだった。

　ただし期限までに班に加われなかった生徒は平民・貴族問わずに纏まとめられるか、何処どこか人数の足りない班に加えられる。そこに生徒の身分と意思は考こう慮りよされない。学園はあくまで〝身分に関わりなく、平等な教育を与あたえる場〟であるというスタンスを取っている。

　しかしそうなると、非常に居心地の悪い思いをする可能性がある事は想像に難かたくないだろう。あぶれ者同士、気が合う事を祈るばかりだ。

　エリアとミシェルが冷れい遇ぐうされる事はまず無いが、話してみて性格が悪くない、一いつ緒しよにいて楽しいと思える相手がいるならば、早々に班を作ってしまった方が良いに決まっている。だからこそミシェルは班を作る事を提案し、エリアとミヤビの２人は賛同した。

「でもそうなりますと、あと２人か３人集めなければなりませんね。班は５、６人で組む事が決められていますから」

「そうだね。そうしないと班を作れない生徒が入ってくるだろうからね」

「とりあえず貴族・平民問わずに、性格がねじ曲がってへん、できれば身分を気にせん人っちゅう条件で誰だれか思い浮かばん？」

「とりあえず１人だけ思い浮かぶよ」

「誰ですの？」

「リエラ・クリフォード。クリフォード男爵家の長女だよ」

「クリフォード男爵家……確か元は騎士の身分で、功績を積み重ねて爵位を得た、代々優秀な騎士を輩はい出しゆつした家系、やった？」

「その通りだよ。少しプライドが高くて規則にうるさいけれど、身分で人を見下すような発言はしないし、実力のある者は素直に認める。どんな生徒でも対等に扱あつかうと思うよ」

「確かに適任ですわね。お知り合いですか？」

「昔、一時期よく会っていたのさ。私は勉強や趣味の研究、リエラは鍛たん錬れんで忙いそがしくなって滅多に会わなくなっていたけどね」

　こうして３人はリエラ・クリフォードを勧誘する事に決め、行動に移す。

　向かったのは剣術の訓練場。

　そこに着くと、すぐにミシェルが訓練場の隅を指す。

「あそこにいるよ。行こう」

　ミシェルの先導で向かった場所には、髪を後ろに纏めて熱心に剣の素振りをする凛りんとした雰ふん囲い気きの女子生徒がいた。

　彼女は歳としの割に背が高く、顔つきも美人なのでよく目立つ。

　遠巻きに彼女を眺ながめている男子生徒も大勢いる中、ミシェルはリエラに声をかける。

「リエラ、ちょっと良いかい？」

「ミシェルか。どうした？　それにそちらは……」

「なっ、なんだあの男」

「女子を２人も連れてきやがって……」

「しかもクリフォードさんに声をかけるだとっ」

「なよっちい体してるくせに」

「まるで女みたいじゃないか。よく見れば顔も……あれ？　あいつ男か？」

「おと、いやおん……ん？」

「……とりあえず腰こしを落ち着けて話そうじゃないか」

　不ぶ躾しつけな視線と様々な誤解に苦笑しながら、ミシェルがリエラを連れて訓練場を出た。それをエリアとミヤビが追って、人気の少ない休憩用のスペースにたどり着く。

　備え付けられていたベンチへ座り、ここに来るまでの経緯の説明が行われる。

「なるほど、それで私を勧誘に来たと……分かった。ありがたく、私も３人の班に加えて頂きたい」

「本当ですの？」

「良かった！」

　エリアとミシェルは喜ぶが、ミヤビは釈然としない様子でリエラに尋ねる。

「ホンマにええんですか？　聞いた話だとリエラはんは剣術の成績トップで、幾つもの班から勧誘が来とったと聞いていますが」

「確かに勧誘はあったが、何処も気に入らん連中ばかりだったんだ。私を単に班の成績を上げるための道具として使おうとしている事が透すけて見える連中、いやらしい視線を隠かくしもしない連中が多くてな……それに、平民を軽視する言動が多い連中も頂けない。貴族の誇りと傲ごう慢まんを履はき違えているような連中の仲間にはなりたくない」

　若さと熱意を胸に、そう言い切ったリエラはまだ学生の身ながら、心意気は立派な騎士のようであった。

　こうしてリエラの仲間入りが決まり、次に心当たりが無いかと尋ねるが……

「……私には思い浮かばない。交友関係はあまり広くないので」

「リエラは昔から剣術一筋だったからね」

「そういうミシェルこそ勉強一筋ではないか。興味がある事だけだが……人の事は言えないだろう」

「確かに。そうなるとミヤビが頼たよりだね。商人見習いなんだから、顔は広いだろう？」

「そう言われても、うちもそれほどやないで？　入学してまだ１ヶ月やし、その中で性格良くてまだどこの班にも入ってへん生徒となると大分減るわ。それにうちら全員女やし、新しく入れる子も女子の方がええやろ？」

「可能ならば、女子がいい。不愉快な視線を送って来ないのならば男でも全く問題ないが」

「リエラさん、スタイルがよろしいですからね……」

「本当にねぇ、昔は同じくらいだったのにいつの間にこんなに差が出たのかな？　しかも引き締まるべき所はちゃんと引き締まってるんだよね」

「どこを見ている！」

「んー……全体的にかな？」

「凝ぎよう視しするな！　女同士でも恥ずかしい！」

「まぁまぁ、リエラはん落ち着いて。そうなるともう殆ど候補がおらへんな……」

「いる事はいますのね？」

「せやけど、班のバランスがかなり偏かたよるで？　今４人候補が頭に浮うかんどるけど、その中の３人が魔ま法ほう使つかい志望やねん。少なくとも今うちら４人、戦せん闘とうの実習やったらリエラはん以外接近戦できへんやん。その３人のうち２人入れたら剣けん士し１人に魔法使い５人になってまうで」

「確かにそれはバランスが悪いですわね」

「別に成績には拘こだわっていないけれど、実習には危険もあるからね……」

「私１人で５人を守るのは厳しいな。囲まれたらおしまいだ。実習では先生方の監視やサポートもあるが、それに頼るのは良くない。できればもう１人、接近戦ができる仲間が欲しい」

「残念な事に最後の１人も全く戦えへん訳やないけど、隠おん密みつ行動やら罠わなやらが得意な斥せつ候こう向きの子や……って、話しとったらその子が来よったで」

「ううぅ……今日も、断られたっす……」

　ミヤビの見る方へエリア達が目を向けると、少し離れたベンチに短く切りそろえた髪から犬耳が飛び出した、活発な印象を受ける女子生徒が座すわって項うな垂だれていた。

「彼女かい？」

「名前はカナン。平民出身。手先が器用で小物作りや細工が得意……将来の進路も基礎が終わってからの学園の授業も職人方面で行くみたいや」

「なるほど……どうする？」

「性格さえ良ければ私に文句はない。戦えなくとも守れるように努力をしよう」

「私も問題ありませんわ」

「ほんなら声かけてくるわ。ちょっと待っとって。……カナンはん、今ちょっとええかな？」

「えっ!?」

　ミヤビが項垂れる女子に声をかけに行くと、項垂れていた頭が跳ね上がる。

「あ。確か、ミヤビさん……あたしに何か用っすか？」

「今実習の班の仲間を探しとんねん、ほんでカナンはんどうかと思うて誘いに……」

「ホントっすか!?」

　即座に食いつき、ミヤビの手を取るカナンと、その突とつ然ぜんの行動に驚おどろくミヤビ。

「とにかく、他の仲間もおるからちょっと話そか」

「お願いします！」

　そのままミヤビに連れられエリア達の下に案内されると、カナンは目を輝かせ、大きな声で挨あい拶さつをする。

「カナン・シューザーです！　よろしくお願いします！」

　その家名で何かに気づいたミシェルがまず返事をした。

「こちらこそよろしく。ちょっと気になった事があるんだけど、シューザーという家名はもしや……」

　ミシェルが家名の事を口に出した瞬しゆん間かん、カナンの顔が曇くもったのでミシェルは全てを言い切らずに言葉を止めた。しかし聞きたい内容は分かったため、カナンはその質問に答えた。

「はい。自分で言うのもなんですが魔法道具職人の名門、シューザー家の娘むすめです。でも私は魔法道具職人としては落ちこぼれなんで、そっちで期待されるのは困ります」

「落ちこぼれ？」

「実は私、付与魔法特化の付与魔法使いなんです」

「なるほど、それで……」

「すまないが、説明を頼めないか？」

　カナン、ミシェル、ミヤビの３人は事情を理解しているようだが、リエラとエリアには分からなかった。

　そのためカナンは付与魔法についての説明から始めた。

「付与魔法は遥はるか昔、特異体質を持って生まれた人間が生み出した魔法だと言われていて、その血筋に連なる者だけが使える魔法だと言われてる、ます。

　子孫が増えた現代では世界中に付与魔法使いが生まれるようになっているけれど、稀まれに最初の１人と同じ体質を持つ付与魔法特化の付与魔法使いが生まれるんです」

　それは〝付与魔法以外の魔法が全く使えなくなる〟体質。

「付与魔法で物に魔法を込めるには必ず付与魔法と込めたい魔法を同時に使う必要があるんですが、私は付与魔法以外の魔法が１つも使えないので、魔法道具を１人では作れないんです」

「そうなのか……悪い事を聞いた、すまない」

「いえ！　班に入れて貰えるかどうかを決めるなら、どの道話さなきゃならない事っす！」

　そうハッキリと言ったカナンには迷いが無かった。確かに戦闘など危険が無いとは言い切れない実習の班に入れて貰う為には自分のできる事、できない事を伝える事は重要だ。しかし必要とはいえ、自分が不利になる情報を躊躇ためらい無く伝えられるかどうかはまた別の話。言いにくい事ならば言葉を濁にごしたり、質たちの悪い者なら平気で隠したり嘘うそを吐ついたりする事もあり得るだろう。

　それをカナンはできない事はできないとハッキリ伝えた、その点は４人から見れば好印象。

「私は彼かの女じよなら問題無いと思うが、どうだろうか？」

「僕も賛成だね」

「私も是ぜ非ひ彼女に入って頂きたいですわ」

「ほんなら、決定やな」

　その言葉を聞いたカナンはポカンと口を開けている。そして出した声がこの一言だった。

「え……あたし、入れて貰えるんすか？　あたし、魔法は使えませんし、剣けんもほぼ素人しろうとっすよ？」

「そんな事気にしなくて構いませんわ」

「能力は二の次さ」

「戦えなければ私が守ろう」

「てな訳で、カナンはんはうちらの班に仲間入りや。もちろん嫌やったら断ってくれてもええんやけど……」

「そんな事無いっす!!　ありがとうございます!!　今まで幾つもの班に断られてどうしようかと思ってたっす!!　これからよろしくお願いします!!」

　この日、カナンは班分けで悲ひ惨さんな学園生活を送る事になる可能性の回かい避ひに成功した。しかし、この後ミヤビ以外の３人が貴族、しかもそのうち２人は公こう爵しやく令れい嬢じようと伯爵令嬢だった事に死ぬほど驚く事になるが、それは置いておく。

　重要なのは、彼かの女じよ達たちが気安く話せる友人を得た事。時には諍いさかいも起こるかもしれないが、これで彼女達の学園生活は今までより良くなるだろう。
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４章２話　森の探索１







　馬車に揺られる事３日間。

　俺おれは主に食事の用意を担当したり、ミゼリアさんやミーヤさんから馬の扱いを習ったりしながら過ごした。

　ギムルから離はなれるとゴブリン等の魔ま獣じゆうが何度か襲おそってきたが、すぐさまレイピンさんの魔法で仕留められ、数が多くても一流冒ぼう険けん者しやが集まるこの馬車には届かなかった。

　俺の出る幕なんか少しもなく。分担された仕事がないと時間を持て余す。そこで馬車を御せれば何かと便利だと聞き、話してみたら快く教えて貰える事になったのだ。

　そんな訳で今も、前世でも経験したことの無い馬車の御し方を習っている。

「基本は大体身に付けたみたいね。あとは慣れれば問題ないと思う」

　おっと、隣となりで様子を見ていてくれたミゼリアさんからお墨付きを頂いた。

「ありがとうございます、ミゼリアさん」

　でもまだ完全に身に付いたとは言えない。この依い頼らいが終わってから練習しなきゃ忘れるだろうし、帰ったら馬車を買うか？　……使う機会はあまり無さそうだから勿もつ体たい無ない気がする。馬車だけじゃなくて馬も必要になるし、よく考えてから決めよう。

　それから４時間程ほどが経つと、そろそろ目的の森から最寄りの街が近いと告げられた。

　さらに20分程馬車を進めると、街の門が見えてくる。

　ここからは人通りが多くなるのでミゼリアさんと御者を交代。

　のんびり門や街並みを眺めると、ここはギムルよりだいぶ小さい街のようだ。しかしそれなりの賑にぎわいもある。街中の建物は全て木造で、木材を積んだ馬車と頻ひん繁ぱんにすれ違う。この街は林業が盛んなのだろうか？

　……考えているうちに宿に着いた。男３人女４人で分かれて部屋を取り、その後は冒険者ギルドでトレントの目撃例などの情報を収集し、明日に備える。




■　■　■




　翌日。

「準備は良いでござるな？」

　アサギさんの声に俺おれ達たちは頷うなずきあい、森へ踏ふみ込む。

　先頭はミーヤさんとミゼリアさん。次にシリアさんとウェルアンナさん。続いて俺とレイピンさん。そして殿しんがりにアサギさんだ。

　森は薄暗く、鬱うつ蒼そうとしている。それだけならガナの森にも同じような所があったが、何かが違う。なんとなく空気が澱よどんでいるような、息苦しい感じがするな……

「む……早さつ速そくいるのである。ミーヤ、前方10ｍ程にある他より若干太い木が分かるであるか？」

「あれかにゃ？」

「そうである」

　１本の木を指し示して聞くミーヤさん。指された木の幹は直径30cmから40cmくらいだろうか？　高さは４ｍ程の針葉樹だ。見た目は本当に周りの木と見分けがつかない。言われた通り若干周りの木より大きくて枝が長い気がするが、注意深く見なければ気づけないだろう。

　レイピンさんから間違い無いとの返答を受けると、周囲に他のトレントがいない事を確認した後、ミーヤさんとミゼリアさんが片かた手て斧おのを持って接近する。今日の相手はトレントなので、女じよ性せい陣じんはナタや小型の斧を手にしていた。

　２人が近づくと先ほど指し示された木の枝がしなり、２人へ向けて上から鞭むちのように振るわれた。

　２人はそれを軽く躱かわす。しかしトレントの枝は固そうな質感からは意外なほど自由自在に曲がるらしく、枝を躱したミゼリアさんに絡からみ付こうとしている。

　ミゼリアさんがすぐさま枝を斧で叩たたき切ると、トレントの枝が僅わずかに下か垂すいし、ゆっくりと幹が傾く。

「もう大だい丈じよう夫ぶにゃ！」

「仕留めたよー」

　手を振ってくる２人の所に近づいてみると、ミーヤさんの斧がトレントに刺さっていた。

　俺のいた場所からは陰かげになっていて見えなかったが、彼かの女じよが顔のようなコブに斧を叩き込んでいたようだ。完かん璧ぺきに額が真っ二つになっている。

「枝を避さけてこうすれば一いち撃げきで仕留められるにゃ」

「１匹ぴきなら結構楽な相手だから、次に１匹だけでいたらリョウマ君が戦ってみたらいいと思うよ」

「ありがとうございます。……？」

　アドバイスをくれた２人の横で、難しい顔をしているレイピンさんが目に入る。

「レイピンさん、どうかしました？」

「見つかるのが早いのである。トレントは森の奥おく深ふかくの暗い場所を好む魔獣なので、こんなに森の入り口付近に出てくる事など滅めつ多たにないのである」

　そういえば、昨日のギルドで得た情報にも入り口付近での目撃報告は無かった。

「こりゃ奥は多いかもしれないね」

「はぐれたトレントが迷い出て来ただけかもしれぬが、油断せずに進むでござる」

　俺を含ふくめた全員が気を引き締しめ、仕留めたトレントから枝を落とし、レイピンさんのディメンションホームに収納して再び歩き出す。

　そしてしばらく進むと、またトレントが１匹。

「いたのである。リョウマ、やってみるのである」

「はい」

　前に出て、ビッグアイアンスライムの刀を抜く。ちなみに鞘さやはビッグメタルスライム。硬化スキルのお陰で強度は十分。切れ味も良い。変形に慣れてきた今では万一曲がったり刃こぼれしたりした場合も即座に修復してくれる信しん頼らいできる一ひと振ふり。

　……魔ま力りよく感知で標的のトレントを再確認。体と刀に気を纏まとい、刀を八相に構える。今回のトレントは先程よりは細いが、ゆっくりと近づいていくとトレントの攻こう撃げき範はん囲いに入ったところで上から枝の攻撃が来た。

　躱しながら右に回り込むと、弱点であるコブが視認できた。即座にそこへ刀を振り下ろす。すると真横から顔をそぎ落とす形ですんなりとコブを断ち切る事ができた。

　切った瞬間トレントが呻うめき声のような音を出したが、特に害は無い。切り落とされたコブは落下地点にあった根にぶつかり、カラカラと音を立てて地面に転がる。

　一ひと太た刀ちで仕留める事ができたのだろう。魔力が急速に失われ、先程のように枝が垂れて傾く。

「問題なさそうであるな」

「数を集めなきゃいけませんし、この調子でどんどん行きましょう」

　トレントの危険性は周囲の木に擬ぎ態たいしての不意打ちにある。逆に言えばトレントの攻撃範囲に入る前に発見できていれば、その危険度は大おお幅はばに下がる。とりあえず１対１なら問題は無さそうだ。あとは群れた場合にどうかだが……それはこれから確かめる事だ。

　その後、森の中で昼まで討とう伐ばつを行ってトレントを大量に確保。そして俺も大分戦い慣れてきた頃ころ、群れを見つけたので皆みなで殲せん滅めつ・回収した。

　成果を数えてみたところ、なんと驚きの１４７匹。本来は森が開けていて森に入る人が休きゆう憩けいに使っている場所らしいが、そこをトレントが埋うめ尽つくしていたため、見た目には森が続いているように見せていた。これも昨日の情報にはない。

「時間はまだある故、トレント材の確保はそう急がなくてもいい。それより先の情報より大分トレントの数が多いのが気になるでござる。早めにギルドに伝えた方が良いな……」

　確かに情報と今では状じよう況きようが大分違っている。ここまでに狩った分を含めると、既すでに２００匹近いトレントが集まっている。最低３００匹の予定だったが、もう既に半分以上が集まっているので今日は早めに街に戻る事になった。

　ギルドで今日の森の様子を受付にいた受付嬢……というには少しお年を召した女性に報告すると、彼女は神妙な顔でこう語る。

「そうでしたか……ありがとうございます。実は先程も皆みな様さまと同様に森の様子が違ちがうと言って来た方々がいまして、これから森の奥の様子を調べに人を出そうという話になっていたところです」

「そうであったか、何かこの大量発生に心当たりは？」

「エルダートレントがいる可能性があります。あの森には年中トレントが生息していますし、数年から十数年に一度は発見報告がありますから……」

「やはりか……我々が森に入るのは構わないであるか？　規制等は？」

「皆様はご自由にどうぞ。ＡランクやＢランクの皆様なら問題ないでしょう」

　俺はＥだが、黙っておこう。女性も俺だけ森に入るのを止めたりしないみたいだし。それどころか女性は、俺達にどうせ森に入るならばとトレントの討とう伐ばつ依い頼らいを持って来た。

　冒険者が複数の依頼を同時に受注する事は可能。例えば何か依頼を受け、その付近でできる他の依頼も受注して仕事をこなし収入を増やすのは、余よ裕ゆうを持って仕事ができるようになった冒険者なら当たり前のようにやっている事だ。

　今回の場合はここでトレントを倒たおして討伐報ほう酬しゆうを貰もらい、倒したトレントをギムルに持って行ってトレント材確保の報酬を貰う。ここの依頼はトレントを倒すことが目的で、ギムルの依頼はトレント材を集める事が目的なので、余計な手間も問題も無い。今日のようにトレントを狩っていれば達成できる。

　こうして必要な情報を得て、ついでにトレントの討伐依頼も受けた。

　次に森へ入るのは明日という事で、明日まで自由時間となる。

「予定に無い暇ができたな……」

　時間を無む駄だにするのももったいない。ディメンションホームに入り、スライムと訓練をしよう。

　今日はポイズンスライムとの槍そう術じゆつ訓練をメインにするか。

　そう思い立った数十分後、訓練中にふと思った。

　メルゼンの槍をポイズンスライムに与えたらどうなるんだろう？

　アイテムボックスの肥こやしになっているあの槍。少し重いかもしれないけれど、槍としてはポイズンスライムにも何とか使えるだろう。だが魔法武器としてはどうだろう？　……スライムが進化の際に魔力を放出していた事は確認している。それは進化の時だけの事なのか？　それとも何時いつでもできる事なのか？

　疑問だ。試ためしてみるしかない。

　ポイズンスライムを１匹呼び寄せ、魔力の放出を試させる。すると、あっさりと魔力を放出し始めた。これならいけるかもしれない！

　そうとなれば、アイテムボックスからメルゼンの槍を取り出すまでは早かった。

　目の前のポイズンスライムに持たせて魔力を込めさせる。すると……勢いよく槍の穂ほ先さきから火が吹き出す。

「！　成功っ！　そのまま槍を振ふれるか？」

　ポイズンスライムは火を吹き出す槍を操ってみせる。やはり槍が重いのか普ふ段だんより動きが悪いが……それでも一応使えている。しかし、続けさせていると若干動きが悪くなってきた。

「スライムに疲つかれ……普段はぜんぜん感じさせないのに、魔力切れか？」

　もうやめさせよう。

　と思った瞬間、ポイズンスライムが槍を取り落とし、体が縮んでいく。

「どうした!?」

　駆かけ寄よって様子を見てみると命に別状は無さそうだ。でも少し弱っている。体は普通のポイズンスライムの半分程ほどになり、動きも鈍にぶい。……とりあえず毒属性の魔力を与えながら様子を見よう。

「体が小さくなったのは縮小化じゃないよな……ただのポイズンスライムには縮小化のスキルは無かったはず……」

　魔ま獣じゆう鑑かん定ていで調べてみても、やはり縮小化のスキルは持っていない。ならば何な故ぜ？　魔力を使わせたから？　……それくらいしか思い当たらないが、そうなると今度は何で魔力を使ったら体が縮んだのかという話になる。

「体……魔力…………消費した？」

　確証は無いが、スライムの体が魔力でできているとしたら？　魔力を使わせた事で縮んだ事と弱った事に説明がつく。というか、それ以外に理由が思い浮かばない。

　だが魔力は目に見える物じゃないし、スライムの体のように触れられる物でもない……でも、スライムは死ぬと体が消える。スライムの体が魔力だとしたら、その現象にも説明がつく、かもしれない……だがそうなると……

「…………一いつ旦たんこれは置いておくか」

　とりあえず、仮説としてスライムの体は魔力でできていると考えてみよう。後はレイピンさんにも話してみて意見を聞きたい。

　そして夕飯の時にレイピンさんに聞いてみたが、レイピンさんにも分からないと言われた。

　そもそもスライムに高価な魔法武器を与えようとする事がまず無かった発想であり、スライムが魔力を放出して魔法武器を使えた事にも驚かれた。

　そして最終的に出た結論は、可能性はある、という一言。そもそも魔獣は普通の動物より多くの魔力を体に宿しており、魔法が使えない種類も例外ではない。よって、スライムが魔力を持っている事には何の不思議も無いのだとか。

　だが体である魔力を使ったから縮んだとなると、アーススライムやヒールスライム等、魔法を使うスライムが縮まない理由が分からない。

　これはまだまだ研究を続ける必要がある……




■　■　■




　次の日。

　今日も森でトレント狩がりと回収。

　それにしても、本当にトレントが多い……朝から昼まで交代で休憩を取りながら狩りをして、２日でざっと６００匹分のトレント材を回収しただろう。

「そろそろ吾わが輩はいのディメンションホームに空きが少なくなってきたのである。今日はこれくらいで良いと思うのであるが、どうであるか？」

　目標には達しているし、時間はまだある。誰からも異論は出ず、今日の仕事は切り上げる事に。

「！　リョウマ！　あれを見るのである！」

　森を抜ぬけようと歩を進める最中、突然レイピンさんが空を指差し声を上げた。

　指し示された方向を見ると、木々の間から空に緑色の小さな球体が浮かんでいる。その上には……大きなタンポポの綿毛？　何だろう？

「スライムである！」

「スライム!?」

「フラッフスライムという種類で、飛行能力を持つのである。リョウマは飼っていなかったはずだと思うのであるが……」
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「確かにあのスライムは飼っていませんし、知りませんでした。捕まえられますか？」

「容た易やすい事なのである。『ピックアップ』」

　レイピンさんが空中のスライムを見み据すえて手を前に突き出し、呪じゆ文もんを唱えた次の瞬間。空にいたはずのスライムが彼かれの手元から少し離れた位置に現れる。

「それは？」

「対象を自身の手元かその付近に転移させる空間魔法である。対象を目視できる範はん囲いでなければ使用不可。そして狙ねらいを付けるのが難しい魔法なので使い手は少ないのであるが、相手によっては無傷で捕ほ獲かくできるという利点もある。だから吾輩はこの魔法で研究する魔獣を捕つかまえているのである。グレルフロッグの捕獲にもこれを使っているのであるよ」

「なるほど……」

　そう言えばグレルフロッグ狩りの時、魔法で捕まえるとか言ってたな。この魔法か。

「それより早く契けい約やくしてしまうのである。ここも安全とは言えないのである」

「そうでした」

　急いで目の前のフラッフスライムと契約をすませる。

　サイズは俺の手のひらに丁度いい、小ぶりな手乗りスライムだ。

　そのままディメンションホームの中に入れ、レイピンさんと周辺を警けい戒かいしてくれていた皆さんに礼を言って再び歩く。その歩みはやや速くなっていたかもしれない。

　街に着いたのは日が暮れる前。一直線に宿へ戻もどって、フラッフスライムを魔獣鑑定。

　フラッフスライム

　スキル　飛行（１）　成長促進（５）　軽量化（10）　光合成（３）　吸収（１）　分ぶん裂れつ（８）

　光合成があるから消化は要いらないのか。吸収は水だろう。この飛行と成長促進、軽量化は初めて見る特とく徴ちよう的てきなスキルだ。あとは……分裂のレベル高っ！　綿毛みたいなのが付いているし、やはりタンポポのように増えるのかな？

　とりあえずスキルの確かく認にんのためにフラッフスライムを持ち上げ、軽量化を試させる。

「！」

　突然重さが無くなったように軽くなった。元々他種と比べて軽かったけれど、それでも重さはちゃんと感じた。それが今はさっぱり消えている。

　大きさに変化はなし。質量がどうなってるのかが気になるけれど……軽くできるのは自分の体のみのようだ。まぁ他の物まで軽くできるんだったら荷物運びに便利だ、くらいは誰かが気づいているだろう。

　んー……軽量化の状態だと、俺が腕うでを振ったり動いたりするだけの僅わずかな風で飛ばされてしまう。おそらくこれが飛行のスキル。……どちらかと言うと浮ふ遊ゆうが正しい表現だと思うけど、一応軽量化の調節で高度の調節は多少ならできるみたいだ。ほとんど風任せなのは変わらないけど。

　観察を終えてレイピンさんから話を聞くと、フラッフスライムは風に乗ってかなり遠くまで移動する事があるので、割とどこでも見かける可能性はある種類だそうだ。

　ただし、大量に発生する事はあまり無いとの事。分裂のレベルが高いのに何故だろうか？

　そう思って聞いてみたら、分裂時には予想通りタンポポの綿毛のように飛ぶそうだが、全すべての綿毛がフラッフスライムになる訳ではないとの答えが返ってきた。

　なお、大量発生したらしたで綿毛が迷めい惑わくになり、近きん隣りんの街や村から駆く除じよするよう討伐依頼を出されることが多いらしい。

　フラッフスライムにも何かできないかは、今回の仕事が終わってから、時間をかけて考えてみよう。







４章３話　森の探索２







　翌日。

　今日も変わらずトレント狩り。違うところがあるとすれば、戦い慣れたおかげで初日より手際良く倒せるようになっている事だろうか？

　おかげで当初は１週間前後、トレント材の集まりが悪ければ２週間かけて集める予定になっていたが、今日までの集まり方を考こう慮りよした結果、今回の仕事は今日か明日で狩りを終わらせギムルに戻る事になった。

「はっ！」

　トレントの顔を額から顎あごまで一刀両断。続けてその右隣にいた１匹の顔を左下から切り上げて真っ二つ。さらに振り下ろされた別のトレントの枝を躱し、横から切り落とす。

　これ……何度もやってて思うけど、横から切り落とすとまるで仮面みたいになるな……

　くだらない事を考えつつ３匹のトレントを仕留め、周囲に他の個体がいないことを確認。

「リョウマもだいぶトレントに慣れたみたいだね」

「リョウマは元々しっかりと剣けん技ぎを身につけていた分、対処に慣れるのが早いでござるな」

「動きに無駄がにゃいにゃ」

「ありがとうございます。武術は祖父から徹てつ底てい的てきに叩き込まれているので、それなりに自信がありますよ」

　一応危険な場所なのだが、こうして皆さんと軽く話す余裕はある。気を抜き過ぎても良くないが、余裕が無さ過ぎるのも問題なのでちょうどいいだろう。

　しかし、更に奥に進むと突然周囲の雰ふん囲い気きが変わった。

　魔力感知に集中……！

「レイピンさん」

「うむ。随ずい分ぶん数が多いであるな……残念ながら、ここから全ては把は握あくしきれないのである。アサギ」

「おそらくこの先にエルダートレントがいるのでござろう。退路を確保しつつ進み、無理だと判断した場合は情報を持ってギルドに戻るでござる」

　そして周囲に注意を払はらいつつ、先に進むと……

「「ハッ!!」」

「ニャアッ!!」

「――！」

「エイッ」

「『ウインドカッター！』」

　進行方向に新たなトレントの群れ。俺達に気づいた奴やつらがゆっくりと這はいずり、襲いかかってきている。その数はあまりにも多く、総出で対処せざるを得ない。

　女性陣は手斧とナタで顔を狙い、アサギさんは顔より下を太刀で一刀両断にしている。レイピンさんはそれを魔ま法ほうで援えん護ご。俺はトレントに囲まれないように、俺達の背後へ回り込もうとするトレントを仕留める。

「……」

　奥から次々とやってくるトレントに終わりが見えない。幸いなのは１匹がそれほど強くない事。そして俺達が仕留めているトレントは移動中でしっかり地に根が張られておらず、仕留められると地面に倒れこむため視界が確保できている事だ。

「まだ問題ありませんが、キリが無いですね！」

　シリアさんのその言葉に対して誰だれからも返答は無かったけれど、全員が同意したのが何となく分かった。

「魔力感知で調べた限り、この周辺の木は殆ほとんどがトレントである！　全て伐ばつ採さいするつもりで行くのである！」

「皆、無理はするな！　撤てつ退たいは恥ではない！」

「分かってるよ！」

「命あっての物もの種だねってね！」

　会話内容の割に皆さんからはあまり深刻な感じがしない。単に確認をしただけで、すぐに次のトレントに向かっていく。やはり皆さんもＡランクとＢランク。このくらいは何ともないのだろう。

　俺も俺の仕事に集中しよう。少しこっちに来るトレントが増えてきた。

　刀を鞘さやに収め、代わりに鞘の役目を任せていたビッグメタルスライムに分ぶん離りしてもらう。

「むっ!?　何をする気であるか？」

「ちょっとペースを上げます！」

　足元には分離した１００匹のメタルスライム。その内の２匹を持ち上げて指示を出すと、２匹は指示通りに変形する。

　メタルスライムが変形したのは投とう擲てき用ようの〝斧〟。

　投擲用なのだから当然の如ごとく、体を気で強化して投げる!!

「オッ……」

「オ……オォ……」

　２本の斧は綺き麗れいに弧を描き、寄って来ていたトレント２匹の額に突つき刺ささる。そして倒す。その後もすぐに次のメタルスライムを斧にして、投げる。投げたら次のメタルスライムを……と繰くり返かえし、ひたすら斧を投げまくる!!

　これまでの経験で分かってきたが、トレントの魔力には偏りがあるようだ。

　全体的には均等な量の魔力が行き渡っているように感じるが、その中に１箇か所しよだけ他より魔力が多い点が存在する。それが弱点である〝顔〟。

　どうやらトレントの顔は体に魔力を行き渡らせる要かなめ。人間で言うところの心臓になっているらしく、魔力が集まっているらしい。そしてそこを傷つけられると、傷口から一気に魔力が抜けて死んでしまう……顔を心臓、魔力を血に例えると、まるで人間のようだ。

　しかし血と違い、魔力の流れは魔力感知で把握できる。言いい換かえればトレントは、魔力感知ができれば弱点の位置まで分かる魔物という事。だから魔力感知で狙ねらうべき的の位置も把握できるようになっていた。

　それを攻撃の届かない間合いの外から一撃で倒す。

　これなら魔法を使っていないので魔力切れにはならないし、体が気で強化されているので疲れにくい。……正直、かなり楽になった。

　なお普通の投擲武器であれば、手持ちの武器を投げきってしまえばそれ以上の攻撃はできない。だけど俺が投げているのはメタルスライムなので、刺さった後は自分で帰ってくる。よって弾たま切ぎれの心配は無く、拾い集める手間もかからずサクサク倒せてしまう。

　おまけに投げたメタルスライムが帰ってくる際にトレントが反応して攻撃を仕し掛かけるが、その際にはただでさえ遅い足が止まるのでさらに狙い易く、攻撃範囲まで近づかれる前に倒す事ができている。もはや戦せん闘とうではなく作業に近い。

　ちなみに攻撃を受けたメタルスライムは全員無事。金属の塊かたまりに対して木の棒での一撃では効果が無かった。

　こうして一方的に俺たちの後ろに回り込んで来ようとするトレントを仕留め、他の皆さんが前方のトレント達を蹂じゆう躙りんする。

　みるみるうちにトレントの数は減り、周囲の森は倒れたトレントが散乱しているだけの広場に変わった。普通の木はまばらにしか生えていない。

「とりあえず乗り切れたであるな……しかし、やはり妙みようなのである」

「何がですか？」

　呟つぶやいたレイピンさんに問いかける。

「まずはトレントの数が多過ぎる事。こんな数の群れは見た事が無いのである。そしてこの場所。トレントは魔力を持って魔獣となった木々であるが、ここまで広こう範はん囲いの木々がトレントになるなど初めて聞いたのである。最後に、極めつけがアレである」

　レイピンさんが示した方向には、遠目に巨木が立っていた。強い魔力を感じるので、あれがおそらく……

「あれがエルダートレントですか？」

「だと思うが……吾輩は何度かエルダートレントを見ているが、あれだけの巨体と強い魔力を持つ個体は初めて見たのである。それに、なぜあのエルダートレントが我々に向かって来ないのかも気になるのである」

　その言葉を聞きつけて、ちょうど近くに来たミーヤさんが俺より早く問いかけた。

「気づいてにゃいという可能性はにゃいか？」

「ここまで同族であるトレントを倒している以上、それは無い。我々に勝てぬと思って襲ってこない可能性もあるが、それなら逃げずにあの場に留とどまっているのはおかしいのである」

　だったら……

「何かあそこから動けない理由が？」

「そう考えるのが妥だ当とうであるが、前例が無い。少なくともエルダートレントが逃げもせず、襲いかかっても来ないなんて吾輩は聞いた事がないのである」

「放置しておくのは少々危険か……討伐、もしくは何か情報だけでも持っていくべき……レイピン、リョウマ、魔力は？」

「問題無いのである」

「僕ぼくも、魔法は殆ど使いませんでしたから」

「そう言えばそうでござったな。まさかスライムを斧にして投げるとは思わなかったでござるよ。……それでは警戒しながらになるが、もう少し休んでからエルダートレントを狩りに行くでござる」

　エルダートレントを狩りに行く事が決まり、敵の特徴を再確認。

　以前トレントの上位種として聞いていた通り、木属性魔法への注意が呼びかけられた後、休憩を取った。

　休憩中には俺のスライム投擲に皆さん興味があったらしく、特に普段は弓を使っているシリアさんに質問された。

「リョウマ君、その武器なんですけど、スライムですよね？」

「はい。皆さんには以前の仕事でヒュージスカベンジャースライムを見せたと思いますが、これも種類がメタルスライムとアイアンスライムに代わっただけです。多数のスライムの集合体ですよ。

　僕の得意な武器は刀なんですが、残念ながら現状では入手しづらい物なので、こうして解決しました」

「解決できたのは良かったでござる。しかしそのメタルスライムは斧になっていたが」

「はい。この武器はスライム特有の〝変形可能な体〟とメタルとアイアンの〝金属の体〟。この２つを利用した可変式武器です。先日装備の手入れ用品を買いに行ったところ、武器屋のティガーさんという方とお話ししたんです」

　武器屋を営んでいる身として興味があるとの事で、色々と話をしてみた。

　その中で〝自由に形を変えられるなら他の武器にもなる〟〝獲え物ものや状況に合わせて自由に武器を変えることもできる〟〝形は似せられても、実用に足る質を持ち合わせていなければ逆に危険〟という風に話が移り変わり、最終的にティガーさんの協力の下、多数の武器への変化をスライムに教え込むことができた。

「刀やナイフに関しては最初から問題ないとお墨すみ付つきをいただけたのですが、普段武器として使わない斧などはまだ甘あまいと言われまして」

「その結果がさっきのであるか。あれだけの数に教え込むとなると、大変だったのでは？」

「経験を共有しているみたいで、ビッグの状態で覚えた後はバラバラになってもできていましたから、それほどでもないですね」

　ちなみに先ほど見せたように、投擲したら自力で戻ってきてくれるだけでなく、ビッグ以上だと〝肥大化〟と〝縮小化〟のスキルを持っているので、片かた手て剣けんから大剣などの大型で重量級の武器まで自由自在に変形可能。おまけに刃こぼれなどもスライムが勝手に変形して修復してくれる優れ物である。

「武器として考えるととんでもないね」

「買い替えの手間が省けるし、お金の節約にもなる」

「それより制限無しに使い続けられるなんて、安心感が違います」

「遠えん距きよ離り武器は弾切れが問題だからにゃあ……軽く反則にゃ」

　女性陣から呆あきれたようなお言葉をいただいた。

「あ、ちなみに……」

　アイテムボックスから１本のロープを取り出して見せる。

「このロープ、すごく頑がん丈じようだと思いませんか？　うちのスティッキースライムが吐はける糸の中で最も強きよう靭じんな物をより合わせて作ったんです」

「確かに細いのに頑丈にゃ」

「この斧で切ってみてください、ミゼリアさん」

「いいけど……あれ？　なかなか、切れない」

「頑丈でしょう？　この材料になってる糸についてもティガーさんと話したところ、この糸を利用した防具も試してくださるそうなんですよ」

「リョウマはいつか全身をスライムで固めそうな気がするにゃ」

　そんな事を言われながら休憩をとり、再出発。

　だがエルダートレントに向かって歩き始めると、途と中ちゆうで突とつ然ぜんメタルスライムに異変が発生。

「ちょっと待ってください」

「どうした？」

「メタルスライムの様子が……恐きよう怖ふ？　……何かに怯おびえ始めたんです」

　契約の効果でメタルスライムの様子が分かるが、今すぐにでも逃げ出しそうなほど怯えている。この怯え方……何か苦手な物でもあるのだろうか……？

「大丈夫にゃのか？」

「申し訳ないですが、この状態ではメタルスライムは戦えそうにありません」

「無理はさせないでやると良いのである」

　お言葉に甘えてメタルスライム達をディメンションホームの中に入れる。しかし、気になる……メタルスライム達の怯え方は尋じん常じようじゃなかった。天敵でもいるのかと思ったが……見える範囲にはエルダートレント１匹のみ。

「エルダートレントってスライムの天敵だったりします？」

「聞いた事が無いのである」

　……確かに、怯えていたのはメタルスライム達だけでアイアンスライムは平気のようだ。メタルスライムは一体どうしたんだろう？　……まぁ、アイアンスライムは参戦できて良かった。一応予備の武器はあるけど、アイアンスライムの刀が一番良い武器だから。

　あらためて様子を見ながら進むと、今度は周囲に異変が起こる。

「左の木！」

「にゃっ！」

　まばらになった木々の横を通ったその時。

　その木は俺おれの魔力感知ではただの木。おそらくレイピンさんの感知でもそうだったんだろう。しかし俺たちがその木の横を通ろうとした瞬しゆん間かんに、急に木がトレントに変化して襲おそいかかってきた。

　尤もつとも、すぐさまレイピンさんに察知されてミーヤさんに仕留められたが……

「これはどういう事であるか？」

「レイピン？」

「この木は先程までトレントではなかったのである。今、この瞬間にトレントになったのである。こんな事は本来ありえないのである」

　トレントは木が魔力を持って魔ま獣じゆうになったが、一気に魔獣になる訳ではない。時間をかけてゆっくりと変化するのが普通なのだとか。

　そんな事を言っていると、まばらにあった木々がまたしてもトレントに変化したのを感じる。

「レイピンさん」

「うむ、トレントが続々と生まれているのである」

「こりゃ予想外だねぇ……」

「このような状況、予想のしようがあるまい」

　まぁ、先ほどより数が断然少ないので問題は無いが、この異常事態は気にかかる。そう思いつつも周囲のトレントに対処するため、魔力感知に集中。すると土の中から魔力を感じた。

「土の中に何かあります！　『ブレイクロック』『ブリーズ』！」

　魔力を感じた地面をブレイクロックで崩くずし、風魔法の強風で吹き飛ばす。

　するとそこには木の根が通っていて、その中に魔力が流れを感じる。

　レイピンさんもそれに気づいてこう叫ぶ。

「エルダートレントの根！　……もしや、エルダートレントがこの根を通じて木々に魔力を送り込み、トレントに変えていたのであるか？　そう考えればエルダートレントが現れるとトレントが急増する事に納なつ得とくできる。しかしそれを奇き襲しゆうに利用する個体がいるとは。これは驚おどろくべき発見である！」

「研究より対処が先でしょ！」

「とにかく、この状況を解決するにはエルダートレントを倒してしまうしかないのか？」

「その可能性が高いのである。これを放置すればその分さらにトレントが増える可能性もあるのである」

「エルダートレントまではまだ５００ｍ程か……一気に接近し、エルダートレントを仕留めるでござる。リョウマ、殿しんがりを頼たのむ。エルダートレントは我々が受け持つ故、追ってくるトレントの足止めを頼む！」

「了りよう解かい!!」

　そこから行動に移るまでは早かった。

　ウェルアンナさん、ミーヤさん、ミゼリアさん、アサギさんの４人が先行して進行方向のトレントを伐採。続いて俺、レイピンさん、シリアさんが後を追う。

　トレントの動きの遅さが幸いし、トレントは障害にはならなかった。しかし近づくととうとう、エルダートレント本体が直接攻こう撃げきを加えてくる。

　枝の攻撃範はん囲いにはまだ遠い。けれど地中にある根を地面に出して攻撃してきたのだ。

　しかも情報にあった木魔法を使っているらしく、根が伸のびて俺おれ達たちを捕まえようとしている。

　レイピンさんはウインドカッター、俺達は武器で切り落として対処しているが数が多く、特に足元からくる攻撃が躱しにくい。……そうだ！

「『ペイブメント』！」

　店を作る時にも使った舗ほ装そう用ようの魔法。これで地面を押し固めてしまえば、多少の時間稼かせぎにはなるだろう。

「援護します！」

「助かる！」

　こうして俺達は一気にエルダートレントに突撃した。
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　襲い来る根を切り払いつつエルダートレントに駆け寄っていく。

　エルダートレントは表面が浅黒く、幹周りが10ｍ以上。高さは20ｍくらいあるように見える大きさと風格を持つ大木だ。幹は盛り上がっている部位やひび割れが多数あり、雄ゆう大だいさよりも禍まが々まがしさを感じる。

　さらにその幹に付いた顔は大人の身長の倍程もある大きさの楕だ円えん形けいで、木の根元付近に付いていた。その質感と大きさで不気味さがさらに際立つ。

「リョウマとレイピンは枝の間合いに入らずに援護！　シリアは２人のサポートを！」

　言葉に対して俺達はその場に留まり、了解の一言と行動で答える。

　ペイブメントで地面を舗装しつつアイアンスライムの斧を投げ、のそのそと這いずるトレントを一いつ掃そう。レイピンさんから魔法で援護を受け。シリアさんはレイピンさんと俺に向かう根を刈ってくれる。

　……エルダートレント本体はアサギさん達によって攻撃が加えられているが、予想以上にしぶとい。体の大きさに加えて木魔法の『グロウ』が厄やつ介かいそうだ。

　あれは本来回復効果のある魔法ではないけれど、エルダートレントは植物系の魔獣なので、自身の体を成長させる事で回復と同様の効果を得ている感じだ。今のところはこちらが優勢だが油断できる状じよう況きようではない。

「オォオオオオ！」

　うめき声か叫さけび声か、判別できない音。

　チラリと横目で様子を窺うかがってみれば、ミゼリアさんがエルダートレントの顔に斧を叩たたき込でいた。既すでに何度かは叩き込まれていたようだが、今の一いち撃げきはこれまでより深く食い込んだようだ。すかさずウェルアンナさんとミーヤさんが追撃に向かう。

　しかし、

「チッ！」

「うにゃ!?」

　エルダートレントからの思わぬ反撃。口元に現れた黒い球体がウェルアンナさんへ射出される。彼かの女じよは虚きよを突かれつつも躱したが、枝の追撃が行われたため攻撃を止めざるを得なくなった。

　今のは、闇やみ魔ま法ほうのダークボール！

　ウェルアンナさんは止まったけど、まだミーヤさんが……と思いきや、今度は黒い霧状の物が吐き出された。それを見てミーヤさんも距離を取る。

「にゃんだ!?」

　驚いたようなような彼女の声。目を向ければ斧がみるみるうちに錆さび付いていく。

「何だい今のは！」

「先程のはダークボール！　この個体は闇魔法も使えるのである！　その反応もおそらく闇魔法の効果であろう！」

　……おいおい、そんな情報聞いてないぞ。

「予想外の事態が多い！　ここは一旦引き、対策を練るでござる！」

　こうして俺達は無理をせず、一度撤退する事になった。
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　エルダートレントの攻撃範囲から離はなれたところで休きゆう憩けいを取りつつ話し合う。

「ミーヤ、腕は？」

「腕は何ともにゃいけど、これはもうダメだにゃ」

　ミーヤさんが皆みんなに見えるように出だした斧は金属の部分全体が錆び付き、刃先はもう崩れている。

「あの黒い霧に触れたらこの通りにゃ」

「これは酷ひどい」

「武器をこんなにされちゃまともに戦えないねぇ」

「レイピン、何か対策はないのかい？」

「吾輩も木魔法以外の魔法を使えるエルダートレントなど聞いた事が無いのである。それに武器を錆びさせる闇魔法にも聞き覚えが無い。闇魔法による攻撃への対策・治ち療りようとして光魔法を打ち込むことで、闇属性の魔力を光属性の魔力で祓はらうという手があるが……戦闘中に常時行う事はできないのである」

　あの闇魔法の効果は武器、いや、金属を錆びさせる事？　……まさか、メタルスライムが怯えてたのはそれが原因か？　でも、だったら何故……そう言えば……まだ仮定でしかないけど、話してみよう。
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　俺の仮説を皆さんに話した結果、俺達はもう一度エルダートレントと戦ってみる事に決まった。

　今回のエルダートレントは色々と不測の事態が多いが、強さ自体はそれほど脅きよう威いではなく、危険になれば撤退できる相手なので策があるなら試ためしても問題は無いとのこと。

「行くぞ！」

「『ペイブメント』」

　再び地面を舗装して根の攻撃を防ぎ、突撃する。そしてエルダートレントに近づくと、エルダートレントは俺達を警戒してか、また黒い霧を吐き始めた。

「来た！」

「試します！」

　アイアンスライムの投擲斧を１本、思い切りエルダートレントの顔めがけて投げる。

　投げられた斧は放物線を描き、黒い霧を突き抜けた。

「オオオオオ！」

　アイアンスライムの斧は見事にエルダートレントの眉み間けんに到達。

　そして契約の効果でアイアンスライムに問題がない事が伝わって来た。

「大だい丈じよう夫ぶ！　やはりアイアンスライムにあの魔法は効かないようです！」

「よし、畳たたみ掛けるでござる！」

　アサギさんはその言葉と共にエルダートレントの顔へ。更にミーヤさん、ミゼリアさん、ウェルアンナさんが続き、最後に俺がファイヤーアローを放ちながら斬きりかかる。

　俺が皆さんに提案した策は、〝アイアンスライムを変形させた武器と防具で戦う事〟。

　エルダートレントと戦う前にメタルスライムが怯えていたのを思い出してもらい、体が金属であるメタルスライムが本能的にエルダートレントに恐怖を抱いたという推測を述べると、レイピンさんが理解を示してくれた。

　そこに同じ金属でも恐れを抱いていなかったアイアンスライムはあの霧に対抗できるのではないかという予想に加えて前世の知識を１つ、祖父から聞いたことにして教えた。

　鉄という物質は純度が高くなる程ほど、錆びにくくなる性質を持つ。そしてアイアンスライムは俺が錬れん金きん術じゆつで抽ちゆう出しゆつした鉄のみを食べて進化した、超高純度の鉄の体を持っている。

　また、エルダートレントの霧は全ての金属を同じように錆びさせるという訳ではない、と考えていた事も試す事を決めた理由の１つだ。

　魔法は魔力とイメージで通常は不可能な事も実現させるが、魔力とイメージさえあれば何でもできるという訳ではない。ある程度自然の摂せつ理りに沿う形である必要がある。

　魔力とイメージで自然の摂理を歪ゆがめて発動できる魔法だが、大きく歪めれば歪めるほど魔力の消費が多くなる傾向があり、限度もある。だから魔法の効果であっても、錆びにくい金属は錆びさせにくいと予測した。

　ここまでならまだ錆びにくいだけで、長時間の戦闘になるとアイアンスライムが危険ではないかと思っていたが、その先は皆さんが解決してくれた。

　まず１匹ぴきの投擲で様子を見て、失敗なら急いで回収して撤退。レイピンさんの話した方法で治療すれはいい。スライムは核が最重要。表面なら錆びても大きな問題はない。錆の侵しん食しよくが核に届く前に食い止めれば助かるだろう。

　問題なければ戦闘続行。先程までの戦いで得た情報を元に対策を練り、短期決戦を狙う。戦闘が終わったら念のために光魔法で治療する。仕留めきれないようならまた撤退すればいい。

　回収や撤退に協力すると言ってくれたので、俺達はエルダートレントに再戦を挑んでいる。

「ほっ、と！」

　今回は俺も前衛に加わったため、より激しい攻撃に襲われる。

　１撃目は真上から枝の攻撃。２撃目はダークボール。３撃目は根で道を塞ふさがれた。

　ついでに俺にまで絡ませようとしてきたので切り裂いて通り抜ぬける。

　正面にはエルダートレントの顔。このまま接近し一ひと太た刀ち浴びせよう。

「オオオオオオ!!」

　と思っていたが、エルダートレントもそう易々とは斬らせてくれない。ダークボールの用意と同時に枝も振り下ろしてきた。

　体を捻ひねり、枝に合わせて右から左へ円を描く。その一太刀で枝は断たれ、切り口から先が地に落ちる。

　続けて飛来するダークボールを躱しつつ急接近。エルダートレントの顔の下。人間で言うなら首を左から右へ一いつ閃せん。気を纏わせた刃は一切の抵てい抗こうを感じさせる事なく振り抜かれ、残された大きな傷から大量の魔力が吹き出す。

「ウォオオ！」

　これはエルダートレントもまずいと思ったのか？　攻撃が減り木魔法で傷を癒いやし始めた。

　だが、それを見逃す人はここにはいない。

「『フレイムランス』！」

　レイピンさんの援護射撃が傷口に叩き込まれる。

　火属性の中級魔法、『フレイムランス』。

　流石さすがに体内に強い火を捩ねじ込まれれば大きな効果があったようだ。エルダートレントの回復速度が格段に落ちていく。

　隙すきを逃さずミーヤさん達たちの一いつ斉せい攻撃が始まり、各自の得え物もので顔やその周辺へ徹底的に攻撃を加えていく。

　一方で俺はそこには加わらず、追撃の用意。

　ビッグアイアンスライムに形を変えて貰もらい、さらにアイアンスライムを15匹ひき分ぶん離り。

　速すみやかにビッグアイアンスライムは両手で抱かかえられる大きさの鉄球に変化。その周りには鋭するどいトゲと中心に穴が空いた半円状の取っ手が付いた。そこへ分離したアイアンスライム達がそれぞれ輪を作り、鎖となって俺の右みぎ腕うでと鉄球の取っ手を繋つなぐ。

　所要時間、約５秒。武器が刀から鎖の付いた鉄球に変わった。

「いつでも行けます！」

　この鉄球は一撃の威い力りよくに特化した、対大型魔獣用の武器。腕に繋がった鎖を引っ張ればジャラジャラと音が鳴る。相応の筋力か強化の魔法を使える事が必ひつ須す条件となるだけあって、鉄球は重い。しかし気功で強化すれば振り回せた。そうして勢いをつけていくと、鎖と鉄球が音を立てながら風を切る。

　俺も使い慣れてはいないが……動かない敵に当てるくらいなら！

「よし、散開!!」

　アサギさんの合図で集中攻撃をしていた皆さんが即座に場所を空ける。

　狙うはエルダートレントの顔の中心！

「ハァッ！」

「――[image: ]」

　鼻っ面に鉄球。

　メキメキと音を立ててエルダートレントの顔面に大きな亀き裂れつが走り、魔力が吹き出す。

　これまでの攻撃で元々顔のいたる所に傷が付き割れ易くなっていたのか……傷だらけの所に鉄球が叩き込まれたんだ、衝撃に耐たえられなかったんだろう。

　４、５回は叩き込む予定だったが、こうなるともう戦う事はできなくなったのか、周囲の根や枝の動きが止まる。が……まだ僅わずかに息はある。

「リョウマ、止とどめを刺すでござる」

「今回の１番の功労者はリョウマ君とスライムですから」

「最後、きっちり決めちゃって」

「了解」

　もう一度鎖を振り回して勢いを付け、今度は額に渾こん身しんの一撃を叩き込む。

　ドゴッ、という大きく鈍にぶい音に続き、エルダートレントの顔が崩くずれる音が辺りに響ひびいた。
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　吹き出す魔力の勢いは一度強くなった後、徐じよ々じよに弱まっていく。やがて完全に魔力を感じなくなった。

「これで仕留められましたね？」

「大丈夫なのである」

　各自問題ない事を確かく認にんしてから、俺は光魔法でアイアンスライムの治療を行った。まぁ、全く問題なかったようなので念のためだけど。何事も無くてよかった。

　そう思いながら集めたアイアンスライムにライトボールを撃っていると、

「一段落でござるな」

　そう口にしたアサギさんの視線の先には、本日倒たおして放置されたトレントの残ざん骸がい。

　確かに俺達だけではどれだけ回収に時間がかかるか……それ以前に俺とレイピンさんのディメンションホームには入りきらない。

「心配無用。スライムの治療が終わりしだい、一度街に戻もどりギルドへ報告。ついでに木材回収のために人手と運うん搬ぱんの用意をして貰おう。費用はギムルに帰還後、ギルドに必要経費として申しん請せいすればいい」

　こうして俺達は街に戻り、ギルドに報告と依い頼らいを出した。

　木材の回収は明日以降になる。ひとまず今夜はゆっくり休もう……
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　翌日。

　冒ぼう険けん者しやギルドから派遣された冒険者を15人連れ、昨日エルダートレントと戦った現場を訪おとずれる。

　今日は彼かれらの力も借りて木材を回収するが、レイピンさんのディメンションホームに収納される分以外は全すべてこの街とギルドの倉庫で一時保管。後日馬車でギムルに運ばれる事になった。

　理由は単純。仕留めたトレントの数が多すぎた。派遣されて来た冒険者もまず最初に驚いていたが、総数は１，０００匹以上にまで及ぶ。

　どんどん集まってきていたから次々と倒し続けなければならなかったし、俺を含ふくめた全員が攻撃範囲に入った奴やつからサクサク仕留めていた。そして全員が仕留めた数を合わせたらこの大量討とう伐ばつという結果になったわけだ。

　こんなに森の木々がトレントとして切り倒されて、森は大丈夫なのかと心配になったが、地元の冒険者に聞くとあっさり大丈夫だとの答えが返ってきた。

　なんでもこの森の木々は〝トリギリ〟という木で、生える場所が限られている代わりにとても生命力が強く生長も速いらしい。その速さは何と一度根元から切り倒しても半年以内に元通りになり、苗を植えて育てても１年以内に木材として伐採可能な大きさまで生長するそうだ。

　だから今回のように木が切り倒されても来年には元通りになるし、街の収入にも大して問題なく、そもそもここまで森の奥おくには滅めつ多たに木の伐採に人が来ることが無いと言われた。

　俺はその説明に納得しつつ、ここが異世界だった事を思い出す。

　地球じゃ苗を植えて木材にできるようになるまで何年、何十年とかかるのに、ここだと半年。地球の常識が通じない事もあるよな……

「さぁ、始めるでござる！」

　時々発見されるトレントを仕留めながら、木材回収が始まった。

　アサギさん達が木材を一箇所に集め、ディメンションホームに木材を突っ込まれた俺とレイピンさんが街と森を往復する。

　人手と魔ま法ほうによるピストン輸送で、午後３時頃ごろには木材の回収作業は終しゆう了りよう。最後に木材の受け入れ準備を整えて貰うため、俺の店にアインスを飛ばしてギムルの冒険者ギルドへの連れん絡らくを頼む。

　これでトレント材に関しては一段落したので、木材回収の手伝いをしてくれた冒ぼう険けん者しや達たちは街へ帰っていった。

　しかし、俺たちにはまだ１つやらなければならない仕事が残っている。

「さてと……最後の大物ですね」

　エルダートレントの解体と回収だ。

　ギムルで受けた依い頼らいの内容はトレントの木材の調達。エルダートレントは対象外。

　この場合、素材は狩った者の好きにしていいが、伐採と運搬を冒険者ギルドに依頼するとその分の依頼料は自腹になる。しかしエルダートレント材は魔ま法ほう使つかいの杖つえの素材として一級品。市場に流せば高値で売れるという話で、捨てるのは勿もつ体たい無ない。だからこのエルダートレントは俺達で回収する。何分大きいので手間がかかりそうだけど。

「ま、最後の仕事さ。さっさと片付けるよ」

　ウェルアンナさんがナタを持ち出した。まずやる事は枝を落とす作業。事前に用意しておいたはしごを登って枝打ちをするが、このエルダートレントは成長し過ぎて、はしごでは届かない位置にも枝がある。

　そこではしごが届く位置は皆さんに担当して貰い、俺が届かない位置の枝を担当する。

　使う道具はスティッキースライムの糸を編んで作り上げた強きよう靭じんなロープと、鉤かぎ爪つめや体の固定用金具に変形してもらったメタルスライム達。

　まずロープの先端に輪と結び目を作り、メタルスライムにガッチリとしがみついて貰えば鉤縄の完成。それを振り回して勢いをつけ、狙いを定めて投げる。

　鉤縄は狙い通りに飛び、太くてしっかりとした枝に巻きついた。

　ロープを何度か引っ張ってみるが、びくともしない。強度に問題は無さそうだ。

　ロープを使って上に登り、正確に狙える距離から周囲の枝を１本ずつウインドカッターで切り落とす。周囲に落とせる枝が無くなったら場所を変えて同じことを繰くり返かえしていくだけ。

　初めに地面に倒してやれば楽だと思うが、幹より枝の方が杖に適している部位らしく、先に切り倒すとせっかくの枝が折れてしまうのだから仕方がない。

　黙々と作業を続けた結果、なんとか今日中に枝を落とす作業は終わった。残りは明日に回す。木の登り下りは１回や２回ならともかく、何度も繰り返していると流石さすがに疲つかれた。

　次の日。

　昨日に続いてエルダートレントの回収作業。

　枝打ちは終わっているので、今日は根を掘ほり返して切り落とす作業になるが……

「皆さん！　ちょっと来てください！」

　思わぬ事態が発生。

　アーススライムと一いつ緒しよに土魔法で根元を掘っていると、エルダートレントの真下に朽くちて原形が崩れた木箱が大量に出てきた。

「どうしたんですか？」

「何かあったのか？」

「ここに何か埋うまっているみたいなんです。ほら」

「これは……木箱か？」

「随分と沢たく山さんあるにゃ」

「何でこんな物が埋まってるんだい？」

「とりあえず、いくつか取り出して中を調べるのである」

　言い出したレイピンさんが慎しん重ちように箱を回収して開ける。

　中には白く濁にごった色の石が大量に詰つまっているようだ。

「何でしょうか？」

「魔ま石せきであるな。それも使用済みの。魔石は魔力があるうちは水すい晶しようのように透き通っているが、中の魔力が失われる過程でだんだん白く濁にごっていくのである。これらは……全部完全に空であるな」

「……これはギルドに伝えたほうがよさそうだな」

「吾輩が伝えに行くのである。皆は発はつ掘くつと確認を続けてもらえるであるか？」

　誰だれからも異論は出ずに、レイピンさんは街へ転移する。

　残された俺達は、他の箱も次々と回収して開けてみる。するとその殆どに使用済みの魔石が詰まっていた。しかし完全に使い切られていない魔石も少量だが残っていて、無属性と闇属性の魔石が発見された。

　そしてここにこれほどの量の魔石があった理由も判明する。

「戻ったであるよ。変わりないであるか？」

「どうも。私、ギルドから派遣されました……ヒッ!?」

　レイピンさんが連れてきた女性は挨あい拶さつをしようとしたのだろう。しかし、そのために俺達の足元にあったモノまで見てしまった。

　心の準備も無く見れば驚くだろう。それは人間の死体なのだから……

「そ、それは？」

「これらの箱と一緒に埋まっていたのでござる」

　体は朽ち果ててしまっていたが、骨格からして男性と思われる遺体が数人分。

「持ち物が少し残っていました」

「ありがとうございます……」

「大丈夫ですか？」

「怪け我がとか血は平気なんですが……こういう状態の遺体はちょっと苦手で……すみません、少し手伝っていただけますか……」

　顔色を悪くした彼女と共に所持品を改めると、その中にあった帳簿から遺体は魔石商人、それも密輸や横流しを行う非合法な商人の物だと判明。この大量の魔石は彼らの商品だったようだ。

　人目のない森の奥で取引をしようとしていたのか、それとも密輸品の隠かくし場所だったのかまでは分からないが、エルダートレントはここにあった大量の魔石の魔力を吸収して成長・巨きよ大だい化か。

　そして魔石の魔力を使って大量のトレントを生み出し、闇魔法まで使えるようになっていた可能性が高い。エルダートレントがこの場を動かなかったのは、魔石の入った大量の箱を持ったままでは動けなかったからだと推測される。

「ご協力ありがとうございました。もう作業を続けていただいて構いませんので、それでは！」

　調査……というより状況の確認は終わったようだ。彼女は逃げるようにこの場を立ち去った。

　その背中を見送って作業再開。

　横倒しにしたエルダートレントをアイアンスライムとメタルスライムの大鋸おがで切り分け、俺のディメンションホームへ収納。これで俺達がこの街でやるべき事は終わったのだが……最後に見つけてしまったモノのせいで達成感が微び妙みようだ。

　というわけで……

「今日は飲みましょうか」

　微妙な雰ふん囲い気きの払ふつ拭しよくも兼かねて、夕食後に今日までの働きをねぎらう打ち上げを軽く行うことが決まった。会場は俺のディメンションホーム。

「まだギムルまでの道中が残ってはいるが、トレント材は十分に確保できた。今回の依頼は達成したと見ても良い。今こ宵よいはひとつ、呑のむでござる。乾かん杯ぱい！」

『乾杯！』

　アサギさんの乾杯の音おん頭どで酒を飲み始め、目の前のつまみに手をつける。

　今日のつまみは天ぷら。

　俺達がトレントを狩っていた森では山菜の類たぐいがよく採れるらしく、街の八百屋で沢たく山さん売られていた。

　アサギさん以外は天ぷらについて何も知らなかったけど、この街に来るまでの旅で俺おれがちょくちょく日本食を出していたから興味を持ってくれたようだ。

　なお、驚いた事にこの国の人は揚あげ物ものを食べる機会が少ないらしい。

「この前の創立祭、フライドポテトとか普ふ通つうに売っていたと思いますけど」

「無いわけじゃないですけど……ほら、揚げ物ってどうしても大量の油を使い捨てにしますよね？　何度も使いまわすと体に悪いと聞きますし、そうなるとちょっとお金もかかって勿体無いじゃないですか。質の良い油はそれだけお高いですし……」

「それに調理法に詳くわしくないと火事になる。だからそういう料理はお祭りで食べるもの」

　そういう理由で一いつ般ぱん家庭では敬遠されがちなのだとか……

　俺としてはそっちの方が勿体無いと思うけど、使う油の量が多くなるのは確かだ。それに油の使いまわしは油が酸化して体に良くないのも……俺の場合は錬金術で酸化した油から酸素を分ぶん離りすれば良いだけなので、油そのものが汚よごれない限りは使いまわせると思うけど。

　……というか油だけ分離してしまえば汚れも取れる。今更だけど、俺は錬金術でジュースとか油とか料理に色々手を加えているが、錬金術の使い方として正しいんだろうか？　まぁ、間ま違ちがっていても便利だからやめる気は無いけど。

「しっかし、本当にリョウマのスライムは変わってるねぇ」

「スライムは雑食、酒を飲んでもおかしくはないであるが……」

「確実に味わって飲んでますよね、おつまみと一緒に」

　そう。実はこの打ち上げには俺を含めた男３人と女性４人の計７人に加え、俺のスライムが１匹交ざっている。

　以前エールを与あたえて以来、俺が晩ばん酌しやくをしていると寄ってくるのでそのまま晩酌につき合わせていたこのスライムは、初めは他のスライムが水を飲むのと同じく、器うつわに入れた酒に飛び込んで一気に飲んでいた。

　しかし最近は俺が作ったスライム専用のお猪口ちよこを使い、段々と俺に合わせてゆっくり飲むようになってきている。

　近ちか頃ごろはお酒が無くなると注ついでくれるし、つまみも食べる。

　そんな事を皆さんに話していると、突とつ然ぜんスライムが震え始めた。

「おっ、まさか」

「どうかしたのかにゃ？」

「スライムが進化を始めました」

「えっ!?」

　……間違いない。進化を始めている。それを伝えると皆さんの視線がスライムに集中。

　そしてスライムは他のスライムと同じように、魔力の放出と吸収を10分ほど繰り返して進化した。

「……動きが止まったであるな」

　さーて、進化したスライムは……




　ドランクスライム

　スキル　酒精生成（４）　病気耐たい性せい（３）　消化（５）　吸収（１）　分ぶん裂れつ（１）

　加護：酒の神テクンの加護




　……ちょっと待った。酒飲んでたし、ドランクスライムって名前はいい。真新しいスキルも酒精生成になるのは納得できる。間違いなく酒が原因だと分かるから。でもなんでここにテクンの加護が出てくるんだ？　スライムに加護って与えられるのか？

　……まぁ、それはいつかテクンに聞こう。とりあえず好む魔力をチェック……闇、水、木か。

　そこでレイピンさんから声をかけられた。

「リョウマ、どうなったのであるか？」

「あ、ええ……なんか、ドランクスライムってスライムになりました。酒精生成というスキルを持ってます。多分お酒を吐き出すのかと」

「また変わったスライムであるな？」

　とりあえず俺は新しい器を出し、酒精生成スキルを見せてもらう。すると予想通り、ドランクスライムが吐き出した液体からはアルコールの匂においがした。

　鑑かん定ていの結果、アルコール度数40程、人体には無害と出たので飲んでみる。が……

「ふぅー……お酒、ではありますね。ただ……」

「ただ？」

「強いだけで味がないです」

　特に味も匂いもしないので美味おいしくはない。そのまま飲むのではなく梅酒とか、果物を漬つけて果実酒にすればいけるかもしれない。これは要研究としよう。

　そんなことを考えていると、今度はスライムの進化祝いにもう一度乾杯され、酒とつまみを楽しんで今日が終わった。







４章６話　教習会への誘い







　数日後




　俺おれ達たちがギムルに戻ったその足で冒険者ギルドへ報告に向かうと、すみやかに会議室が用意された。

「待たせて悪いな。おおまかな経緯についてはリョウマからの連絡が届いてる。無事で何よりだ。早さつ速そくだが詳しよう細さいな報告を頼たのむぜ」

　ギルドマスターの一言で、アサギさんからの報告が始まる。彼の報告は要点がまとめられていて分かりやすく、所々に確認は入ったものの10分もかからなかった。

　そして俺達に退室の許可が出た後、

「おっとすまん。リョウマだけ少し残ってくれ」

　俺だけが呼び止められた。

　なぜかは分からないが、ギルドマスターがそう言うなら仕方がない。

　会議室は俺とウォーガンさんの２人きりになった。

「ちょっと待てよ……確かこのあたりに入れたはずなんだ……」

　室内に書類の束をめくる音だけが響く。

「……あった！　こいつだ。お前さんが予定よりだいぶ早く戻ってきたからな。今ならまだ申し込みが間に合うんだ。参加してみないか？」

　手渡された書類は、新人冒険者向けの教習会について書かれていた。

　……これによると教習会は５日後の朝から５日間。教習内容は、冒険者として活動していくために必要となる〝野営技術〟。これを〝毒虫の原〟と呼ばれる場所に赴おもむいて実践形式で学ぶ。

　書類の下部がそのまま申込用紙になっていて、名前を記入して提出すれば参加できるようだ。

　それ自体は何もおかしくはないけれど……ただ一点、申込用紙が教習を受ける生徒用ではなく、教官用と書かれている。

「野営の、それも新人向けの教習だぜ？　雪山とか特別過か酷こくな環かん境きように行くわけでもないんだ、森の中に何年も隠れ住んでた奴が今更受けてどうすんだよ」

　ごもっとも。だから技術を教える側での参加か。

「それもある。だがこの依頼は長い目で見ればお前さんのためにもなるはずだ」

「と、言いますと？」

「お前さん、シュルス大樹海へ行くためにランク上げるつもりだろ？　冒険者のランクってのは腕っ節だけで決まるもんじゃなくてな。こういう依頼を積極的に受けておくと、ほんの少しランクが上がりやすくなる」

　へぇ……そうなのか。

「もちろんそのランクでやっていけるであろう実力を備えている事が大前提だけどよ、組織としちゃあ常に下の奴らが育っていかないと困るんでな。その手助けを積極的にやる奴は少し優遇することになってんだ。お前さんの場合は実力には問題ないだろうが、歳としの方がやっぱあれだ。若すぎる。

　そもそもあの樹海に入れる〝Ｃランク〟ってのは、さらに上へ行くのを諦あきらめて程々に稼かせぎながら引退していく連中が一気に増える。普通の奴なら何年も活動してようやく到達できるランクだ。早く上げたいならこういう依頼も受けた方が良い」

「なるほど……」

「それにランクを上げていくと依頼の危険度も難易度も上がるんだ。１人じゃ受注できない仕事も増えて、初対面の相手と即席のパーティーを組んで動くこともあるだろう。

　……登録した時から様子見てて思ったんだけどよ。お前さん、１人で自由にやるのが好きなだけで協調性がないわけじゃないだろ？　今回と汲くみ取り槽そうでアサギ達とは２回。ミーヤ達とは廃はい坑こうも入れて３回。そんだけ組んで誰からも悪い印象を受けたって話は聞いてねぇし、面めん倒どうには思うかもしれないが他人と足並みを揃えられないことはないはずだ。悪いことは言わねぇ。今のうちにもう少し他人と組んで慣れとけ。知り合いじゃない奴ともな」

　そう考えると、この依頼はそれに都合の良い依頼か。

「俺はそう思うぜ。さっき話した即席パーティーも、リーダーを任されるのは大たい抵てい一番ランクが上か実力のある奴だ。お前さんは上に行けそうだから言うが、その時になってからできませんじゃ情けねぇぞ」

　……ギルドマスター直じき々じきの推薦だしなぁ……利益もあるし、不得意なりにやってみるか。

「承知しました。この依頼、受けます。しかしこの資料には行き先と日程しか書かれていませんが、他の教官は？」

　事前に指導方針などを相談しなくて良いのだろうか？

「ああ、そこらへんはあまり気にしなくていい。当日の朝に簡単な顔合わせをするから、そこで十分だ」

　詳しく聞くと、どうも俺が想像していた教習会とは若じやつ干かんやり方が違ちがうようだ。

　まず、生徒である新人冒険者は個人か自分のパーティーで参加。彼らは彼らで野営の準備をして集合し、教官役の冒険者たちと共に街を出る。ただしこの時生徒に担当者をつけたりはしない。

「指揮はこっちで選んだ経験豊富な奴に任せる。お前さんはその補助ってところだ。必要な用意を整えて指定の時間に集まってくれ。野営の指導に関しては、お前さんは自分のやり方で野営をすれば良い。他の教官役も同じように自分のやり方で野営をするよう指示してある。

　一口に野営と言っても、事前に用意した道具を持ち込む、その場にある物でなんとかする、など方法はいろいろあるからな。それを間近で見て覚えられればいつか役に立つ」

　だから各自のやり方に任せるのか……

「指導も余計な手や口は出ださなくていい。お前さんらのやり方を見て学ぶ気のある奴は学ぶし、もし何か聞かれたらその時は丁てい寧ねいに答えてやればいいんだ。教官役の仕事は安全確保が中心だな。よっぽど危ないやり方をしているのを見たら止めてくれ。だが回復魔法で治るなら多少の怪け我がも許容範はん囲い内ないだ」

　なんともざっくりとした指導方針だ。もしや生徒が失敗して痛い目を見ることを前提としているのかもしれない。そして取り返しのつかない事にならないよう見ておくのが教官の役目。

　……その方が生徒はよく身につくか。しかし、教官役にとっては普通に教えるより負担が大きいかもしれない……




■　■　■




「お疲つかれ様さまです、メイリーンさん」

　会議室からの退室後。

　指定された場所にディメンションホームのトレント材を預けて受付を訪れた。

「あらリョウマ君。報ほう酬しゆうの受け取りね」

「それから来週の教習会の参加申し込み。あとまた情報を買わせていただきたいのですが」

　ギルドカードと申込用紙を提出。

「情報なら……はいっ。これでどうかしら？」

　受付の下から取り出された冊子には、〝毒虫の原〟に関する情報をまとめてあるようだ。 「〝毒虫の原〟での教習前に情報を買いたいって言うならそれかと思ったんだけど、違ったかしら？」

「いえ、これで合ってます。ただこの冊子にはどれくらいの情報が載っていますか？」

「この時期の毒虫の原に生息する魔ま獣じゆうとか、採取できる薬草とか、あと簡単な地図と地形情報。今回の教習用に作られたものだから、そこでの野営に必要な情報は十分に載ってるわよ」

　メイリーンさんがそう言うなら信じよう。

「ではこれを買わせていただきます。情報料はトレントの報酬から引いてください」

「ご利用ありがとうございます。一緒に依頼はどうかしら？」

　今度は依頼内容が書かれたリストが出てきた。

「これは？」

「ただ行くだけじゃなくて、そこで何か仕事をしてくるのも教習の内。だから受講者は何か１つ依頼を受けるのが教習中の義務なのよ。教官役の人はやらなくても良いんだけど、やれば小遣い稼ぎにはなるわね」

　へぇ…………あれ？

　リストに目を通してみると、内容は薬草や毒虫の採取が多い。どれも薬の材料に使われるものばかりなので、そこはおかしくないのだが……

「すみません。このギヤマナ草の根の採取なんですが、これってどこか別の街のギルドに持ち込めば良いんでしょうか？」

　ギヤマナ草を見つけて採取するのは簡単だが、あれは足の早い薬草だ。土から掘り出して半日以内、遅おそくとも１日以内でなければ薬には使えない。毒虫の原がどこかは知らないけれど、教習の日程から考えると、向こうを発たつ直前に採取しても、ここまで持ってくるうちに悪くなる可能性が高い。粗悪品として買い取ってもらえるかも微妙。

　他にも採取してから特定の処理をしなければならなかったり、そもそも採取が困難な薬草類もリストの中には含まれている。

　特にこの〝トルマックの樹皮〟なんて季節はずれじゃないか？

　薬の材料としてトルマックの樹皮と言えば、冬を越して春先に自然に剥むけた皮のみを指す。今の季節に木の表面を削っても、そこに求められる薬効成分はほとんど含まれていない。

「言い忘れてたわ。ちょっと耳を貸して」

　カウンターを乗り越えて、美しい顔が近づく。

「あまり大きい声じゃ言えないけど、このリストには教習用の〝罠わな〟が交ぜてあるの。どれも事前に情報収集をちゃんとしておけば達成できるか、やめておくことができる。けどそれを怠ったらまず失敗確定な依頼がね。記録には残らないけど」

「ああ……やっぱりそういう事なんですね」

　こういうやり方がこちらでは一いつ般ぱん的てきなんだろうか？

「返答が難しいわね。教習はどこのギルドでもやってるけど、場所によって環境も変わるし、やり方はその土地のギルドに任されているから……ここと同じやり方の所もあるだろうし、一ヶ月くらいみっちり座学をやる所もあるそうよ。結局は担当部署の責任者の意向かしらね。

　ちなみにここの教習内容はギルドマスターが考えているわ」

　そういや登録の試験でも不意打ちされたなぁ……納なつ得とくした。

「教官をする人には教えて良いことになってるけど、受講者には秘密だから。お願いね」

「承知しました。あと今回は依頼を受けないことにします。その分、目を光らせておくことにします」

「よろしく。それじゃこれが今回の報酬。仲間の皆みなさんと等分した額から情報料分を引いてあるから。ギルドカードも返へん却きやくします」

「ありがとうございました」

　袋ふくろに入った報酬を受け取り、俺はギルドを後にした。
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４章７話　負の遺産







　店に顔を出して帰ったことを報告し、不在中の報告を受けた。

　いつも通り問題は無かったようだけれど、今日は仕事とは別に連絡事項が２つあるらしい。

「こちらがヴァイツェンから送られてきました」

　カルムさんは手紙を差し出し、執しつ務む室しつの机には額がく縁ぶち入りの書状が２つ載のっている。

　ヴァイツェン……どっかで聞いたような気もするけど……あ、フィーナさん達たちの村の名前か！　彼かの女じよ達たちの履歴書に書かれていたのをすっかり忘れてた。そういやこんな名前だったね……

「送り主は、ヴァイツェン村の村長さんですか」

　……内容は村で麦茶を製造販はん売ばいすることが決まった事の報告と、俺に対するお礼。

　どうやら村の意思統一とサイオンジ商会との連れん携けいは順調らしく、各家庭で保管してある大麦の加工が盛んに行われ、さらに大人数で作業ができる加工場の建設や材料となる大麦の増産もピオロさんと相談しつつ計画中とのこと。

　俺の送った紹しよう介かい状じようとサンプルを受け取って、会頭本人が足を運んでくれたようだ。その際、大麦を除いて有り余っていた穀物も買い取ってくれたとか……とにかく喜ばれているのが伝わってくる。

　そして俺には感謝の証あかしとして、感謝状とヴァイツェン村麦茶工場〝相談役〟としての地位をくださるそうだ。２つの額縁の中身がこれ。

　この相談役とは名誉職扱あつかいのようで、仕事、義務、責任はない。報酬もないが、味や品質の相談をするとの名目で、定期的に作った茶葉を送っていただける。

「相談役就任、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　俺が何をするわけでもないけれど、とりあえず貰もらえるなら貰っておこう。

「もう１つの連絡事項は」

「はい。少々気になる噂うわさを耳にしまして……近頃、スラムの住人の間では〝新しい街づくりのためにスラム街を取り潰す〟〝住民を追い出す〟という噂が流れているようです」

「それは穏やかじゃないですね」

　どういうこと？　いや、言ってる意味は分かるけど。何でそうなるのかが分からない。

　それはカルムさんも同じで、すぐに事のしだいを調査したそうだ。

「商業ギルドを通して確かく認にんしたところ、役所にそのような計画はないとの事です。しかし……我々がここに着任するより前、役所の不祥事がありましたね？」

「ええ、それで新しい責任者が着任したという話でしたが……信用されていない？」

「そのようです。責任者の処分と交代で事態はひとまず終結したようですが、そこで失った信用を取り戻すには至っていないのでしょう。疑念が疑念を呼んでいるように見えますね」

　なんだかなぁ……

　創立祭で顔を合わせた男性が脳裏に浮かぶ。

　前任者の後始末を任されたあの人も大変だ……

「それによって何か、うちの店に影えい響きようはありますか？」

「今のところは何も。ですがここ数日スラムにお住まいの方々が仕事を求め、積極的に求人をかけている店を訪れているとも聞きました。現在この店は求人を出していませんが、雇やとって欲ほしいと押しかけてくる可能性はあります。その場合、どうするかは決めておくべきかと」

「そうですね……今のところ、人手を補ほ充じゆうする必要はありますか？」

　給料を支し払はらう余よ裕ゆうはあるけれど、今の人員でも十分に店は回っている。将来的に店を増やすとしても、今すぐに、急いで人を増やさなければならない理由はあるか？　俺には思いつかない。

　しかし、うちの店は開店当初からスラムの方々に助けられてきた。俺の知人にもスラム出身者は多い。困っているなら力になりたいという思いはある。

「人によるとは思いますが、私もこれまで皆さんと共に働いて、この街のスラムにはそれほど悪い印象はありません」

「僕ぼくも最初はもっと危ないところを想像しました」

「大半はその想像通りだと思いますよ。大きな街になれば警備隊ですら立ち入れない場所も珍めずらしくありません。そう考えれば、この街のスラムは環境調査に立ち入ることができるほど安全とも言えますね」

　そうなのか……っと、話がそれた。

　仕事については荷物運びならできるだろうけど、手が多すぎても……多い？　……お客の多い忙いそがしい時間帯なら人手が増えてもよくないか？　その時間だけパートタイムで雇うとか。そうすれば１人分の負担も減るし、なんだったら窓口を増やしてもいい。その分回転率が上がれば、お客様の待ち時間も減らせる。

　と、思いついたことを提案してみる。

「どうですか？」

「事前に面接し、クリーナースライムの誘拐防止に直接接触をさせなければ……無む駄だに人を増やすわけでもありませんし、悪くないかと。もし見込みがある方なら正式な従業員候補としても良いでしょう」

「ではその方針でお願いできますか？」

「かしこまりました。では本日の報告は以上です」

「いつもありがとうございます。また５日後からよろしくお願いします」

「お任せください。ところで店長、今日はこれからいかがなされますか？」

「そうですね……とりあえず帰って廃はい坑こうの確認を。留守の間に何か住み着いてたら駆く除じよしないといけないので」

「旅から帰ってきたばかりなのですから、休養もしっかり取ってくださいね」

「ありがとうございます」

　報告を終えて、カルムさんは表へ。俺はお言葉に甘あまえて早退させてもらうことにした。




■　■　■




「おっ」

　住宅街に沿う道を北門に向かって歩いていると、爽さわやかで甘い香かおりが漂ただよってきた。

　香りの元は……この家か。……あれ？　ここお店？

〝喫茶店・猫の額　営業中〟

　木造のこぢんまりした一軒家かと思えば、入り口の横に表札サイズの看板がかかっている。

　そういえばそろそろ昼か……何か食べていこうか。というか、入っていいのか？

　営業中と書かれているけどお客の出入りはなく、小さな看板の文字は雑……子供のごっこ遊びの可能性が否めない。

「そんな所で何をしているのですか？　タケバヤシ様」

「ん……あっ！」

　声の聞こえた方向には、整った身なりで、小脇に少々くたびれた小さなカバンを抱かかえた男性の姿。役所の現所長がそこにいた。

「こんにちは」

「はい、こんにちは。タケバヤシ様もお食事ですか？」

「この香りにつられて足を止めたのですが、入って良いものかと」

「なるほど。確かにここは民家に見えますからね。私も最初は迷いました。よろしければご一緒にいかがですか？」

　昼食のお誘いをいただいた。腹も減ってるし、せっかくだからご一緒させてもらおう。

「いらっしゃい」

「いつもと同じ紅茶と日替わりサンドイッチ。食後にラモンパイをお願いします。今日は２人なので、いつもの倍で」

「座すわってな」

　店内に足を踏ふみ入れると、正面にはカウンター。その向こうにはお年を召した猫人族の女性が座っており、彼かの女じよはアーノルドさんから無愛想に注文を受けて店の奥おくへ消えた。

「さぁ、こちらへどうぞ」

　慣れた様子で案内されたのは、カウンターに向かって右の壁際に設置された４人がけの席。

　左側にもう１つ同じ席があるが、店内にはこの２つ。８人分の席が全すべてのようだ。

「この店は見ての通り広くありません。メニューも先ほど注文した３種類しかありません。ですが味はどれもかなりのものですよ」

「へぇ。ここには良く来られるのですか？」

「そうですね。最近は週に５日ほど通っています」

　それほぼ毎日じゃないか……

「残りの２日は役所の近くで購こう入にゆうします。自炊ができないもので」

「お忙しそうですしね。南に新しい街を作ると聞きましたよ」

「ご存知でしたか。ですが今はその準備段階。忙しくなるのはこれからです」

　そう口にした彼かれの表情が、前世の同僚とかぶって見えた。

「……違っていたら申し訳ない。だいぶお疲れなのでは？」

「顔に出ていましたか？」

「いえ、似たような雰囲気の人を見ていたことがあるので、なんとなく」

　すると彼は俺を見て、１つ大きなため息を吐ついた。

「どうやら取り繕つくろう意味は無いようですね」

「おまちどお」

　それから俺は届いたサンドイッチを食べながら話を聞いた。

　控ひかえめな言い方ではあったが、ざっくりまとめると〝問題山積み〟。この一言に尽つきる。

　まず現在の役所は組織の膿うみだった前所長を筆頭に、大勢の人間が処分を受けた。これにより若干人手が不足気味。新しい職員を補充してはいるが、即戦力とは言いがたい。

　クビを免れた古参の職員なら仕事はできるが、彼らは前所長に権力を振りかざされて逆らえなかった職員。情状酌しやく量りようの余地はあるものの、萎い縮しゆくし積極性に欠ける者が少なくないらしい。

「……大変ですよね。本当に……」

「そちらにもそんな職員がいらっしゃいますか？」

「あ、いえ、店で働いている方には満足しています。それ以前に少々」

　いかん、この話を続けるとボロが出そうだ。

　……そういえば、役所の話だけでスラムの話は出なかったな。実際どうなんだろう？

　話を振ってみる。

「そちらもご存知でしたか……新たな街の建設計画に、スラムの住民を追い出すような内容は含ふくまれていません。そのつもりもありません。ですが……」

　彼は眉をひそめて紅茶を飲んだ。

　原因となる何かはあるようだ。おそらく、複雑で頭の痛い問題なのだろう。

「あの地域には家を持たず、路上生活を営む人々もいます。そして彼らの仮設住居によって通行を妨げられている道路が多数、明らかに安全基準を満たさない廃はい墟きよに住み着く方々も確認されています。

　……そういった方々には所有物の撤てつ去きよ、転居、もしくは適切な補修を行うよう要請しています。これは法に則のつとった措そ置ちであり、これを怠おこたることは我々の職務怠たい慢まんとなります」

　……それが巡めぐり巡って、いつの間にか〝街を追い出される〟という噂になってしまったのか。

「記録を調べたところ、家屋倒壊や破損による事故、そして冬場には路上生活者の凍死事故の件数がここ数年、増加傾向にありました。このまま放置しておくことは好ましくありません」

　しかし、彼もスラムの住人がすぐに転居や補修を依い頼らいできるとは考えていない。彼らの懐ふところ具ぐ合あいが苦しいのは理解している。だから住人の反応も考こう慮りよに入れて、強制退去は考えておらず、現状はあくまで要請に留めている。現在は専門の対策部署も設置しているそうで、街づくりには求職者の受け皿を用意する目的もあるのかもしれない。

　しかし、路上生活者とはまた扱いの難しい問題だろう。

「そうですね。ですがそれを可能な限り、排除ではない形で減らす努力をする事が、我々の職務であり義務なのです」

「敬服いたします」

　……というか、前の担当者のときはそんな問題は無かったのだろうか？

　もしかしてそういう仕事も手を抜ぬいていたとか……？

「ラモンパイだよ」

「あ、ありがとうござっ!?」

　何これ。お皿に載ったパイだけど。でもホールケーキが１台丸々載ってるのは何な故ぜ？　これで２人分？

「空いた皿は片付けるよ」

　そして空いたスペースにもう１皿のラモンパイが置かれる。１台で１人分かよ！

「これは……」

「……申し訳ない。私がいつものを倍で注文したのが悪かったようです」

「いつものって、毎回デザートにまるごと？」

「一度には無理ですから、残りは持ち帰って仕事の休きゆう憩けい時間に。疲れると甘いものが欲しくなるタチでして」

　パイを前にして恥ずかしそうに言う。今日初めて笑っているがこの人、糖尿病まっしぐらなんじゃないだろうか……

　と思いながら俺も一口。

　……素そ朴ぼくな生き地じの温かさと、ラモンの爽やかな香りと酸味が引き立つクリームが絶ぜつ妙みように美う味まい。糖分も少なそうだけれど、俺は２、３ピースで十分だな……残りは持ち帰ろう。

「……」

　アーノルド・ベルンハイド。

　彼は今までで一番リラックスした様子でパイを口に運び続けている。

　……過酷な業務の合間の僅かな癒しなんだろうし、せっかくの楽しみに水を差すような真ま似ねはすまい。







４章８話　スラムの見方







　翌日。

　コーキンさん達を雇う前に訪おとずれて以来、ここに来るのは初めてだ。

　スラム街では大きめの家の扉とびらを叩くと、魔ま力りよくを感じたと同時に扉が開かれる。

「入ってくれ！」

「失礼します」

　声に従い中へ。そこにはやはり前と変わらない男性がいた。

「お久しぶりです、リブルさん」

　昨日の噂が気になったため、ドルチェさんに頼んで誰だれか事情に詳くわしい人にアポイントをとってもらった結果、紹しよう介かいされたのが彼だった。スラム街の相談役や役所に対して団体で交渉する際の代表を務める立場なので、ドルチェさん曰いわく、彼以上の適任者はいないとのこと。

「お忙しい中、お時間を割いていただきありがとうございます」

「話くらいならかまわねぇさ。そこの椅い子す、使ってくれ」

　部屋の隅すみに置かれた椅子を借りて、彼の対面へ。

「軽くドルチェから聞いたが、また人を雇ってくれるらしいな」

「限られた時間だけですが、現在受け入れる用意を進めています」

「十分さ。知っての通り、最近ここらには不安を抱えてる奴やつが増えていてな……聞きたいのもその話だろ？　具体的に何が聞きたい？」

「差し支つかえなければ、最初から全部ですね」

「噂について調べてると聞いたが？　もう知ってる事もあるだろう」

　噂についてはカルムさんが調べたのを聞いた。そして昨日は偶然顔を合わせた役所のトップからも話を聞いた。しかし、スラムの状じよう況きようについてはほとんど何も知らない。せいぜい２人の話に出て、そこから推察した程度。また、その推察が正しいかも分からない。

　間ま違ちがった噂や役所と住人の間に認にん識しきの齟そ齬ごがあるかもしれない。

　それに、こちらにはこちらの言い分もあるだろう。それが知りたい。

　できることがあれば協力したいが、余計なお世話で逆に邪じや魔まをしたくはないのだ。

「そういう事なら…………まず噂が出回った原因と、俺達が役所を信じきれねぇってのは間違ってないな。役所の調査は前々から受け入れてたが、立ち退のきを要請される奴が出てきてから徐じよ々じよに不安を募らせている」

「信用できない理由は、やはり？」

「上に立つ奴が変わったのは皆知ってるさ。ただ、それで以前の扱いが無かったことになる訳じゃねぇ。ここの皆が、前の連中がやった事を忘れるにはまだ早すぎるんだよ」

「まだ一年も経たってませんからね……」

「ああ……俺おれとしては、今の役所の頭は信じてみても良いと思うがな」

　おや？　こう言っては失礼かもしれないけど、ちょっと意外だ。

「どうしてアーノルドさんなら信じてみてもいい、と？」

「お前みたいに、ここに来たのさ。そんで向こうの状況とここの環境、それから要求の理由なんかもしっかり話して帰ったよ。道路の占せん拠きよ、通行の邪魔、倒壊の危険……そこに関して、あいつの言い分は真っ当だったと思ってる。前は調査も指導もろくに来なかったからな……連中の怠慢につけこんでた部分もあるよ。そこは言われても仕方がない」

　だが……と、潔く言い切った後に言葉が続く。

「役所が汲み取り槽の掃そう除じの給料を出し渋しぶったことで、家を失った奴らもそれなりにいる」

「……」

　言葉が出てこない。

　とにかく黙って説明を聞いてみると、どうやら汲み取り槽の掃除で生計を立てていた人々の一部は、減給により家賃が払えなくなり借家を追い出されたとのこと。その結果として路上での生活か、廃墟での生活を選ばざるを得なかった人がそれなりにいるのだそうだ。

　つまりかつての役所の所業が、路上生活者を増加させていた事実がある。

　被ひ害がい者しやにとっては自分の家を奪った相手が、路上に住まずちゃんとした家に住め！　と言うようなものか……

「おおむねそんな感じだ。だから反感も強い。家の無い奴はできるだけ知人の家に間借りしているが、それは家を失った時から皆始めている事だ。いまさら役所に言われたからって、そう簡単には減らない。有志を募って、建築関係の技能を持ってる奴を中心に補修なんかもやってるが、どうにもな……」

「そうでしたか……」

　住民の間で打てる手はもう打っているようだ。

「何か新しい手を探しているところさ……あとは役所の、あのアーノルドって若いのは俺おれ達たちに仕事を用意してるらしいが、それも警けい戒かいしてる奴が多い。上の人間が変わっても、どうせやる事は変わらねぇだろ、ってな」

　先ほど聞いた事情を加味すると、被ひ害がいにあった方の心境としては仕方ないのかな……という気もしてくる。信用を回復しなければ…………ん？

「すみません。１つ質問です」

「何だ？」

「生活はできているのですか？」

　たしか俺が汲み取り槽の掃除をした後、次の日だったかな？　仕事の報酬を受け取った時……

〝ここは高山に近いから、力仕事や汚い仕事を厭いとわなければそれなりに仕事がある〟

〝よそで稼げるなら汲み取り槽掃除の仕事にこだわる必要は無い〟

　この理由でスラムの人が汲み取り槽の掃除を断ったと、ウォーガンさんが言っていた気がする。

「ああ……事件の直後で多少意地になっていた部分はあるが、メシなんかは助け合えばなんとかなるな。役所が何も言ってこなければ、騒さわぎにもならなかっただろう」

「この際役所の信用云うん々ぬんは置いておいて、仮に住居の問題が解決できたとすればどうなるでしょうか？」

「役所に文句をつけられる筋合いはないし、噂も落ち着くだろうが……それがどうした？」

「……僕はちょっと見るべきところがズレていたかもしれません」

　最初に〝スラムの人が仕事を求めている〟と聞いていたからか、俺は収入や経済面を気にしすぎていたかもしれない。彼らがお金を求めているのは住居を手に入れて、生活も成り立たせるため？

「そうだな。家を借りるなら家賃が今より負担になるし、一度家賃滞たい納のうで追い出されると次に家を借りるのが難しくなる。同じ街ならすぐに情報が同業者の間に流れるから、他所よそでも警戒されるんだ。何とか借りられても家賃が払えなきゃまた路上に戻もどっちまう」

　……役所の信用問題など様々なことが絡からんでいるけれど、住居の問題さえ解決できれば一時的に状況が落ち着くかもしれない。しかし焦しよう点てんを絞っても、考えるべきことは多い。

「積極的に仕事を探してる奴らはまだ良い方だ。自分で路上生活から抜け出す気持ちがあるからな。その気持ちが無い奴には、仕事に金に家、全部そろえてやっても上う手まくいくとは限らない。最初は良くてもいつの間にか路上に戻ってることだってある。……事情は人それぞれってやつさ」

「本当に、難しいですね……」

　……もしも、俺が彼らと同じ状況になったらどうするだろう？

　……土地があれば自分で建てるか直す。無ければ街を出る。

　……自分を基準に考えてもまったく参考にならない。

　その後もしばらく話を聞いてみたが、結局は気長に様子を見ながら、できることをやり続けていくしかないという結論に至る。

「俺達のことを考えてくれるのは嬉うれしいが、そんなに悩なやむなよ。こいつは俺達と役所の問題。安全な仕事を用意してくれるだけで、十分に協力してもらってるからよ」

　帰る前にそう声をかけられ、俺は一礼してリブルさんの家を後にした。




■　■　■




　役所といがみ合いを続けても得にはならない。それはほとんどの人が理解しているそうだけど……っと、考えているうちに我わが家やに着いてしまった。

「『ディメンションホーム』」

　従じゆう魔まを解放。

『ピロロロロッ！』

　真っ先に飛び出したのはリムールバード。６羽わ揃そろって空高く舞まい上がった後、無数の廃はい坑こうを品定めするように入り口へ近づいては離はなれる。またどこかに何か住み着いたか？　今度から入り口は埋うめていくかな……ただ勝手に住み着いた生物はリムールバードの、余ればスライムの餌えさにもなるので悩みどころだ。

　とか考えていたら軽い破裂音が聞こえた。

　リムールバードが獲え物ものを見つけたか。後で確認に行かないと……？

「……何か動いたような……」

　カモフラージュとして建てた家の隣となり。炭焼き用の窯かまの入り口に違い和わ感かん。

　近づいてみると、灰で何かが這はった跡が残っている。

「……あ！」

　注意して窯を覗のぞいてみれば、必死に灰の中へ潜もぐり込もうとしているスライムが１匹ぴき。

　即座に契けい約やくを行い確保した。

「ただ迷い込んだだけなのか？」

　分からない。いつからここにいたのかも分からない。しかし、このスライムはどうやら灰を食べていたようだ。窯に残っていたはずの灰の量が記き憶おくよりも少ない。試ためしに灰を与あたえてみると、喜んで食べている。

　これはまた新しいスライムに進化する可能性が？

「この前のフラッフスライムも仲間に入ったし、一度何かにまとめておくか」

　廃坑内の部屋に場所を移して、スライムの種類を書き綴つづる。

　俺が現在飼っているスライムは……




　・ポイズンスライム

　・アシッドスライム

　・スティッキースライム

　・クリーナースライム

　・デオドラントスライム

　・スカベンジャースライム

　・メタルスライム

　・アイアンスライム

　・ブラッディースライム

　・メディスンスライム

　・ヒールスライム

　・アーススライム

　・ウインドスライム

　・ダークスライム

　・ライトスライム




　そして昨日までの旅で新しく加わったのがフラッフスライムとドランクスライム。

　計17種類。

　先ほど捕まえた灰を食べるスライムは進化を待つとして……実はまだ見ぬ種類に進化する可能性を秘めたスライムはこの１匹だけじゃない。アシッド、クリーナー、スティッキーの３種類からも、明確に好む物を見つけた個体が出てきていた。

　この機会にまとめておくことにしよう。

　まずアシッドスライムが好んだのは、石せつ鹸けん作りで使用した〝苛か性せいソーダ〟および作業後のアルカリ溶液。これらはそのまま捨ててしまうと危険なので、中和するためにアシッドスライムを利用した。その際、中和後に残った液を飲み始めた個体を発見。

　それ以来石鹸作りのついでに中和後の液を与え続けたところ、最近は苛性ソーダをそのまま体に取り込み吸収するようになった。現在、進化待ち。

　クリーナースライムも発見のきっかけは石鹸作り。こちらは苛性ソーダには興味を示さず、完成した石鹸だけを食べている。こちらも進化待ち。

　最後のスティッキースライムは、俺がタンポポコーヒーや種のために育てていたダンテの茎を好んで食べる。創立祭の準備期間中に発見。種や根を食べてもいいのに、なぜそこなのか……前述した２種類はまだいくつか候補が思い浮かぶけれど、この個体だけは何に進化するかがまったく予想できない。要観察。進化待ち。

　灰を食べるスライムと合わせて、進化する日が楽しみだ。







４章９話　教習開始







　３日後。

　今日から教習が始まる。指定の通り集合の一時間前にギルドを訪れると、おそらく受講生だろう、気が早く若い冒ぼう険けん者しやが集まりつつあった。俺はその横をすり抜けて２階へ。

「失礼します」

　指定の会議室へ足を踏み入れた瞬しゆん間かん、８人分の視線が集まる。そのどれもが俺の知らない人のもので、何だこいつ？　とでも言いたげな視線もある。

「おい！」

　これは、絡まれるのか!?

　と、一瞬思ったが……

「あんた、リョウマだよな!?」

「え？　ええ、そうですが……」

　声をかけてきた中年男性は、屈くつ託たくの無い笑え顔がおで近づいてくる。見た感じかなり友好的で、名前まで呼ばれた。

　まぁ、そうだよな。ここにいるのは指導を担当する人のはず。ゴロツキとは違ちがうはずだ。でも……

「申し訳ありません、どこかでお会いしましたか？」

「ははっ、無理もないか。俺はロッシュ。忘れてるみたいだが、俺はあんたに一度助けられてる。お前らも来いよ！」

　ロッシュと名乗った男性の横に、さらに無骨な中年男性２人と中年女性２人が並ぶ。

　……確かにどこかで会った事があるみたいだ。お仲間の顔が記憶のどこかに引っかかる。しかし、どこで会ったんだろう……

「思い出だせないか」

「それはそうよ、あの時は私達以外にも沢たく山さん人が集まってたじゃない」

「いちいち覚えてられないわよね？　会ったのもそれっきりだもの」

「……？　すみません、まったく見当がつきません」

「春ごろに北の廃はい鉱こう山ざんで、大量発生したゴブリンの討とう伐ばつがあっただろう？　覚えてないか？」

「それは……!!」

　思い出した。４人のお仲間と、ロッシュさんの顔。

「もしかして、あの時に治療した患者さん？」

「思い出してくれたか！　あの時はマジで助かった。あんたとヒールスライムのサポートが無かったら死んでたかもしれん」

「ちなみに俺とこいつも軽傷の治療で君の世話になった」

「俺がハワードでこいつはルーカスな」

　互いを指しあう無骨な男性２人。それに女性２人もよくよく見れば、あの時俺へのお礼を口にしながら涙で顔をぐしゃぐしゃにしていた方々だと分かる。これは申し訳ないことをした。

「別にいいさ。ところでここに来たって事は、もしかして教官役か？」

「はい。ギルドマスターからやってみないかとお話をいただいたので」

「そうか！　なら改めて、俺はロッシュだ。今回の依頼でリーダーを務める事になってる。後で軽く説明はするが、何か分からない事があれば聞いてくれ」

「ありがとうございます。野営は得意分野ですが、他人への指導経験はほぼありません。ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします」

　何事もなく仕事を始められそうで何より。しかし不思議な縁えんもあるものだ。

　ちなみに女性２人はルーシーさんとミミルさん。どちらも魔ま法ほう使つかいとのことだ。




■　■　■




「受講生諸君！　注目！」

　教官役の冒険者が全員集まったことを確認すると、簡単な打ち合わせをすませて移動。

　ギルドの片かた隅すみに顔を出すや否や、生徒の集まりを前にロッシュさんが声を張り上げた。若じやつ干かん口調が変わっているが、指導用なのだろう。

　聞いたところによると、彼と彼の仲間はここ数年で冒険者としての活動を半分引退し、今回のような若手の育成に重点を置いているそうだ。冒険者としてもベテランだが、ウォーガンさんが話していた通り、指導者としても経験豊富な方々のようだ。

　生徒に対する注意事項の説明が済むと、各教官から簡単な自己紹介が行われる。

　リーダーであるロッシュさんのパーティーから順にし、15人目の俺が最後だ。

「皆みなさんおはようございます。私はリョウマ・タケバヤシ。私はこの街に来る以前、〝ガナ〟という森で３年ほど野営と狩しゆ猟りようで生活していました。そのためランクはＥですが、野営や食料の確保、薬草や毒草の見分けに関しては十分な実力があるとギルドマスターから認められています。自分より年下に見える方もいらっしゃると思いますが、その点に関してはご安心ください。

　得意武器は弓と刀。魔法も基き礎そは修めていますし、回復魔法もハイヒールまでなら使えますので、道中で怪け我がなどありましたら気軽に声をかけてください。

　それでは教習中の５日間、どうぞよろしくお願いします」

『よろしくお願いします』

　……う～ん……騒いだり不満を漏らしたりはしないが、あまり反応が良くないなぁ……ま、仕方ないか。

「これで一通り終わったな。では表に５台馬車が停とめてあるから６人ずつに分かれて乗り込め！　各馬車には３人ずつ教官が乗り込む！　10分後に出発だ！　それまでは席を決めるなり、用足しに行くなり自由だ！　いいな？　10分後だ！　では一旦解散！」

　集まっていた人々が一いつ斉せいに動き始める。

　本日の参加者は教官が俺を含めて15人、生徒が倍の30人。総勢45人が一斉に外へ出ようとするものだから、ギルドの入り口付近が混雑している。１回トイレに行っとくか。

　少し時間を置いてからのんびりギルドを出ると、生徒はおおむね乗り込んでいるようだ。さて、俺はどこに乗ろうか……おっ？

「よう、リョウマ」

「あれ？　ベック達たちも参加してたんだ？」

　なんと真ん中の馬車に顔見知りの６人組が乗っていた。

「ジェフの兄貴にいろいろ教えてもらって、なんとか全員分の金が溜たまったからな」

「それにジェフ兄さんにも仕事があるから……」

「仕事でいない間、私達は教習を受けることにした、です」

「なるほどね」

「リョウマこそ、何でこんなとこにいるかと思えば教官かよ」

「ギルドマスターからの推薦でね。お互たがい頑がん張ばろう」

　それだけ言って、彼らとは別れる。

　馬車の席は空いていたようだけれど、教官役を務める以上、顔見知りに肩かた入れするような真ま似ねはできるだけ控えた方が良いかと思い、結局ロッシュさんと見知らぬ少年達がいるパーティーの馬車へ乗り込んだ。

「……」

　……空気が重い！

　この馬車は列を成して進む５台のちょうど中心を走っているため、前後の馬車からは楽しげな声が聞こえてくる。しかしここは個人での参加者が集まっているようで、出発して１時間、誰一人として言葉を発していない。

「……リョウマ」

「はい。何でしょうか？」

「あんたの荷物、やけに少ないけど大だい丈じよう夫ぶか？」

　沈黙に耐たえかねたのか、ロッシュさんが質問してきた。

　確かに俺の荷物は毛皮で作った背はい嚢のう１つ。背嚢が複数だったり、その上に寝しん具ぐや野営用品をくくり付けたりしているロッシュさんや他の参加者と比べると格段に少ない。

「大丈夫です。５日分の物資は空間魔法で保管していますから」

「空間魔法が使えたのか」

「はい。できるだけ身軽に動けるようにしたいので、この背嚢は必要最低限の物だけにしています。この中身だけでも２、３日は野営できる自信はありますが、アイテムボックスの中身を含めれば５日くらいは余よ裕ゆうです」

「空間魔法使える奴はそのへん楽だよなぁ。俺らも昔挑戦したんだが、誰も空間属性は使えなくてさ。魔法道具を探してみたら高いのなんの。その割に収納量も少なくて、結局諦めたよ。

　皆も自由に話していいからな。別に無む駄だ口ぐち叩いたら減点だの罰則だの言う教習じゃないぞ」

「そんなに気を張はり詰つめているとすぐに疲つかれるわ。野営地に着くまではほどほどに気楽にしましょう」

　ロッシュさんとルーシーさんがそう言ったことで、馬車内の雰ふん囲い気きがやや軟化した気がする。

　しかし、６人の生徒は話そうにも話題が無く困っているようだ。

　いきなり話していいって言われても困るよね。その気持ちは分かる。痛いほど。

「ロッシュさん、何か全員で話せる話題とかありませんか？」

「話題……そうだな、冒険者が上を目指すために重要な能力は何だと思う？」

「……強さでしょうか？」

　馬車内の生徒へ向けての質問に、おずおずと１人の少年が口を開いた。

　それをきっかけに少しずつ言葉が出始める。

　強さ。具体的には武器の腕うで前まえだったり魔法の腕前だったり。我慢強さと答えた人もいた。

　それをロッシュさんは確かにそれも必要だが、と前置きして答えを発表する。

「正解は〝協調性〟、そして他人との〝対話能力〟だ。

　冒険者の仕事は上のランクになるにつれて難易度が上がっていく。討伐系の依頼なら危険度もな。だから冒険者はパーティーを組むんだ。必ひつ須すとは言わないが、Ｄあたりから１人で活動してる冒険者ってのは激減する。Ｃ以上はほんの一握りさ。そしてそうなってから、必要になるのが〝協調性〟と〝対話能力〟になる」

「パーティーは各メンバーの不得意な分野を補い合えるように組むのが理想だけど、１回で最高の仲間に出会えるとは思わないほうがいいわ。一いつ緒しよに活動するなら能力だけじゃなくて、人と人との相性や仕事中の連れん携けいも重要になるから。大抵はいくつかのパーティーを渡わたり歩あるいたり、解散と結成を繰り返すことになるわね」

　引退や怪我による一時的な脱退と加入も起こりえるし、場合によっては仲間と報ほう酬しゆうの分配で揉もめたり、依頼主に無理難題を持ちかけられたりと、冒険者は何かと交渉の機会が意外と多い仕事なのだ。

「依頼については基本的にギルドが依頼主と話し合って適正な報酬額を決めている。けど冒険者と直接交渉して報酬を安くしようとする依頼主が結構いるんだよ。高ランクになると報酬も高くなるからな」

　それに、冒険者に限らずその能力はあるに越したことはない。

「身に着けておいて損はありませんよね」

「リョウマが言った通りだ。だが皆の実力って答えも間違ってはいないぞ。実力を欠いて上のランクに上がることはまず無理だ。相当な手違いでもなければな。……まぁ、そうなった場合はむしろ地道にやっていくよりも苦労することになるだろう。何か質問はあるか？」

「パーティーの組み方にコツとかありますか！　どこに行くと良いとか、こういう酒場で探すといいとか」

　生徒達もだんだん積極的になり始めている。

「とりあえず場所はギルドが一番無難だろう」

「そうね。受付で相談すれば紹介してもらえるし、おかしなところで素性の知れない冒険者と組むよりは安全よ。もし相手が素行の悪い冒険者なら事前に教えてくれるから」

　そういえば以前、レナフで酒場で意気投合した人と組んで囮おとりにされた方々もいたな。

「パーティーを選ぶときに注意すべき点は、〝頻ひん度ど〟ね。あまり頻繁に募集をかけてるパーティーがあったら、そこは人の入いれ替かわりが激しいってことだから、そこには入れ替わるだけの理由があるはず。同じように長期間出されっぱなしの募集も注意が必要ね。問題の無いパーティーなら、大抵はすぐに募集が取り下げられるわ」

　ルーシーさんが質問に答えていると、ロッシュさんが思い出したように付け加えた。

「相手の付き合いも、できるかぎり注意すべきだな。冒険者同士、横のつながりは大切にすべきだが、たまにギルド外で集まりを作ってる連中がいる。これ自体は別に何も悪くはない。ただその集まりで悪事を働く連中もいるんだ。

　ギムルでも春ごろに〝オブテモの牙きば〟って不良冒険者の集まりがあってな……」

　……そんな奴らもいたなぁ……

　だいぶ前のことに感じる事件を思い出していると、２人は生徒にさらに詳しよう細さいを話していた。

　この馬車に乗る６人は、あの事件当時あの場にいなかったのだろう。皆、２人の話に聞き入っている。

「……というわけで、返り討ちにされて事件が発覚したわけ」

　聞き終わった彼かれらは険しい顔だ。

　いつか仲間を探すときに、彼らはこの話を思い出すのだろうか？　……いい仲間を見つける一助になるといいな……

「ちなみにその返り討ちにした少年冒険者ってのは、そこで知らん顔してるリョウマだぞ」

『!?』

「んなっ!?」

　驚おどろいたように俺を見る６人。

　間かん髪はつ容いれずに飛んでくる事件についての質問。

　俺は積極的になった彼らから質問攻めにされ、解放されたのは馬車が止まる頃ころだった……







４章10話　野営１日目







「各自荷物を持って集合！」

　ロッシュさんの号令により、馬車の世話をしている教官を除いた皆が集まる。

「知ってる奴もいるとは思うが、基本的なことから説明するぞ。

　まず、人通りの多い道には旅人が野営をしやすいように作られた野営場がよくある。ここもその１つで、見ての通り山道の途と中ちゆうを切り開いただけの土地だ。だが俺の後ろを見てみろ。立て看板があるだろ？」

　確かに。看板は川の絵と矢印で水場の方角を示しているようだ。

「大抵の野営場にはテントの張りやすい土地と水場はある。その土地の領主が旅人のために、冒険者の先達が俺たちや君達のような後進のために、そういう場所に作るものだからな。

　だから野営場は誰でも自由に使ってかまわない。当然俺達にも使う権利はあるが、利用の際には守るべきルールもあることを忘れてはならない。……まぁ、ほとんどは常識の範はん疇ちゆうだ。それほど多くも難しくもないから、あまり身構えるな。

　今日はこれからそのルールを確かく認にんしてから各自で野営の準備に取りかかってもらう。分からない事、知りたい事があれば積極的に俺達教官に聞きに来るように。夜は一緒に交代で見張りもしてもらうが、それ以外は自由時間だ。時間が余れば疲れを取るなり明日以降のために食料を集めるなり、他人の迷めい惑わくにならない範はん囲いで好きにするといい」

　ざっくりと予定を説明した後は、利用上の注意になったが……

　野営場を汚さない、できる限り利用前の状態に戻して帰る、など本当に基本的な事こと柄がらから、他の利用者が居た場合などの慣習についても語られた。

　そして予定通り、今回の教習の目的である、野営の準備開始。まずは自分の寝ね床どこを確保すべく、教官方も各おの々おの準備を始めている。

　俺も準備をすべく野営場の片隅へ。あとは土魔法で……

「『アースウォール』」

　大地から土の壁かべを四枚生み出し、適度な囲いを作っていく。壁のうち２枚はやや長めに作っておいて……よし。中を分けて寝床とトイレを作るには十分なスペースだ。そしてもう２枚、別べつ途とで薄い壁を作り、切り取って屋根に使う。あとは囲いと屋根の隙すき間まに土を詰め込んで、ロックで固めて埋めれば本日の宿がほとんど完成。

　最後の仕上げに、

「『アイテムボックス』」

　えーっと、どこに行ったか……

「あのー」

「はい、何でしょう？」

　振ふり向むくと妙みような顔をした少年少女が５人。皆、俺とは別の馬車に乗っていた子だ。さっきから見ていたようだけど、ようやく声をかけてきたか。……正直、いつ声をかけられるか変な緊張をしながら待っていた。

「魔法使ってたけど、野営の準備をしてるんだよな？」

「そうですね。まだ石の箱にしか見えませんが、ここからさらに穴を開けて、こういったものを取り付けます」

　なかなか威勢が良さそうな少年に答え、アイテムボックスから事前に用意した扉とびらと網あみ戸どを出して実際に備え付けてみせる。

「野営にそんなに魔ま力りよくを使うんですか？　冒険者は不測の事態に備えて常に余力を残しておくもの。魔法使いは魔力を無駄にしないよう努めるべきだと習いましたが」

　今度は気の強そうな女子からの質問。軽装の鎧よろいに杖つえという装備からして、おそらく魔法使い。

「そうですね。街の外で活動する場合、野営では安全な街のように、十分な休息を取ることは難しいでしょう。そのため不測の事態に備えて魔法の無駄撃ちを控ひかえるという考え方は僕ぼくも正しいと思います。

　しかし、より快適な休息を取るために魔法を使用することは〝無駄〟には含まれないと僕は考えています」

　劣悪な環かん境きようと快適な環境では取れる休息の質が違う。体力温存。集中力の維い持じ。自分の力を最大限に発揮できる状態を保つために、より良い環境を作り出せるなら無駄ではないだろう。

　ただ俺の場合は魔力が多い体質なので遠えん慮りよなく魔法を使えているが、そのまま真ま似ねるのは難しいかもしれない。しかし一部ならどうだろうか？

「ちょっとこちらへ」

　５人を連れて建設中の拠きよ点てんの隣に移動。

　土魔法で生やした４本の支柱にロープを結び付けてしっかりと張り、できた四角い枠組みの内側へロープを張り巡らせれば、あっという間に簡易ハンモックの完成。確認がてら飛び乗って、十分な強度があることを示す。

　さらにアイテムボックスから大きな防水布を取り出して支柱の上からかければ……あっという間に雨風をしのげる天幕に早変わり。

「こんな具合で用意があれば柱４本でも寝床くらいは用意できました。この方法だと地面を這う虫が入ってきにくいですし、あまり場所を選ぶ必要がありません。そして何より、あっちよりも魔力の消費が少なくなります。このくらいであればあまり大きな負担にはならないでしょうし……たとえばそちらの方」

「俺おれか？」

　先ほどの威勢のよさげな少年に聞いてみる。

「見た感じ魔法使いではなさそうですが、戦うときに魔法は使いますか？」

「使わない。ってか使えない」

「でも魔力は持ってますよね？」

「多少はな。使えてもせいぜい攻こう撃げき魔法を２発か３発撃って終わりだろうけど」

「であればその魔力を別のことに使っても問題ありませんよね？」

　壁１枚でも風よけや日よけくらいには使えるし、魔法が使えなくても魔法道具がある。魔力を使わない戦せん闘とうスタイルの人なら、魔力切れにだけ注意しておけば別に支障はないだろう。

　俺のように大部分を魔法で済ませなくても良い。だけどほんの少し、魔法を便利に使えるところは使っても良いのではないだろうか？

　そう伝えると、５人は礼を言って去っていく。

「ああいう考え方もあるか。でも魔法道具かぁ」

「あんた自分で使えるように練習してみたら？　基本くらいなら教えるし」

「にしても意外とまともだったな……」

〝意外とまとも〟って何ですかね？　知識や指導力じゃなくて、そもそもまともな奴やつじゃないと思われてたとかじゃないよね？　……スライムとか錬れん金きん術じゆつとか、俺しかできないような技術は封印して、一応まじめに指導内容考えてたんだけどなぁ……というか、そういう相談はもう少し離れてからするものじゃない？

「くくくっ……初指導お疲れさん」

「あ、ハワードさん。お疲れ様さまです」

「中々ちゃんとしてたじゃないか」

「そうですか？」

「言いたいことは分かったし、あいつらも考える気になったみたいだしな。そもそも何を言いたいのかが分からないってのが、本当に下手な奴だよ。そう考えると上等な方だろ」

「なら良かったです」

　ハワードさんは若干ノリが軽い印象を受けるが、緊張を解こうとしてくれているのかもしれない。ついでにちょっと気になることを質問してみる。

「ところで、僕の野営方法って珍めずらしいですか？」

「どっちかと言うとな。さっきも話してたが、街の外では体力や魔力の無む駄だ遣づかいは避さけるべきって考えはある。リョウマの言ってたように野営に使うのを無駄とは思わないが、やっぱり街でテントや道具を用意して持ち込んで、ってのが基本だな。

　空間魔法の上級者なら安全な空間を作って入れるらしいけど、新人にはまず無理だし、せいぜい火魔法を火起こしに使うとか、飲み水がないときに水魔法で補ほ充じゆうするくらいだろう。平然としてるけど残りの魔力は平気なのか？」

「ぜんぜん問題ありません。幸い魔力が多い体質のようで、魔力量だけなら宮廷魔道師並みと言われたこともあるので」

「だからそんな平然としてるのか。無理してないならこれもアリだと思うぜ」

「リョウマ、ちょっといいか？」

　おや？　ルーカスさんだ。

　彼は仲間３人の中で一番体格がいい……といっても一回りくらいの差だけれど、背中に背負う大きな金かな槌づちと相まって、とても豪快で力持ちに見える。しかしそんな彼が今手にしているのは、木の板に載せた紙と羽根ペン。板を支える左手の小指と薬指の間には、インクの小こ瓶びんが挟まれていた。

「夜間の見張り当番なんだが、いつがいいか希望はあるか？　寝起きが悪いとか、体質的に何か問題があれば、できるだけ希望は聞くことにしてるんだ」

「希望も問題も特にありませんが、夜には強いほうです。深夜に狩かりをすることもありますし、夜目も利くほうだと思います」

「時間の希望、体質的問題なし。夜に強く、夜目も利く、と」

　俺の言ったことを復唱しながら、インクをつけたペンを走らせるルーカスさん。

　低血圧の冒険者もいるのだろうか？

　……俺は経験がないから分からないが、昔の同僚を思い出して考えるとかなり危なそうだ。

「よし。協力ありがとう。分担はあとでまた通達するから、暇があったら周りを見回っててくれ、ハワードもな」

「了りよう解かいです」

　冒険者は一見豪快に見えて、繊せん細さいな仕事である。




■　■　■




「おい、そっちもっと引っ張れよ」

「引っ張ってるって」

「水汲くみに行ってくる」

　自分の準備は終わっているので、ハワードさんと見回りをすることに。

「問題なさそうですね」

　少し手間取っている人もいるが、手を出すほどでもない。

「初日だしな。そうそう問題を起こす奴は」

「何だとっ!?」

「って、言ってるそばから揉もめ事か？　ったく」

「行きましょう」

　張られていたテントを回りこみ、声の元へ顔を出す。するとそこでは４人組の少年とベック達が無言でにらみ合いをしていた。なにやら険悪な雰囲気。

「おい、何の騒さわぎだ？」

「っ！」

「騒ぎってほどじゃないっすよ」

「そうそう！」

「だよなぁ」

　ハワードさんに声をかけられ、軽くあわてた様子で否定する４人。

「俺ら飯になる物を探してこようって話になってて」

「そこにそいつらがケチつけてきたんで、ちょっとでかい声が出ただけです」

「先にケチつけたのはそっちだろ」

　ベックの一声に４人が反応し、うやむやになりかけていた場の雰囲気が再び険悪に。

「リョウマ、一旦この２組を引き離してから話を聞いた方がよさそうだ」

「そうですね。じゃあ僕はそっちの６人組を担当していいですか？　知り合いなので話しやすいと思うのですが」

「いいぞ。なら俺は４人組の方を預かる」

　ということで、俺は６人を連れて自分の野営場の前へ。

　簡易な椅い子すとテーブルを土魔法で作り、話を聞くことに。

「で、一体何が？」

「何かあったっつーか、いつも通りっつーか……ウィストを馬ば鹿かにする奴らがいるって、前に話したことあったよな？　それがあいつらなんだよ」

　あー……確かに聞いたことある。あの４人なんだ。

「あいつらさぁ、強いんだ。性格は気に入らないけど狩りは上う手まい」

「えっと……薬草摘つみと狩りだと、狩りの方が儲もうかりやすいんだ。それであの４人は狩りばかりしてるから、薬草摘みが多い僕ぼく達たちとは稼かせぎにだいぶ差があって……」

「薬草採取の多い私達をよく馬鹿にしてくる、です」

「今日も食べられる物を探してみようかって話をしていたら、こんなところまできて草むしりか？　って言ってきたの」

　それをきっかけに言い争いへ発展したようだ。

　さらに詳くわしく話を聞くと、やはりというかなんというか……争っていたのは主にベック。売り言葉に買い言葉、となるのはいつもの事。しかし今回もこれまでも、直接手を出すような事はなかったそうだ。

「よし、分かった」

「あの……何か罰があるかな？」

「ロッシュさん達がどう判断するかは分からないけど……僕個人としては、軽く注意を受けるくらいでいいと思う。君達にも相手にも怪我や争った形跡がなかったから、手を出してないのは本当だろうし、話を聞いた限り相手方にも悪い部分はある。

　ベックは多少短気な性格をもう少し抑おさえたほうが良いとも思うけど……仲間が馬鹿にされてるときに黙だまり込んじゃうよりはいいかな、とも思うんだよな……」

　火に油を注ぎやすいだろうけど、個人的には嫌きらいじゃなかったりする。

　とりあえず今回の件について、俺からは注意のみ。

　各自、反省だけはしておくようにと伝え、報告へ向かう。

　その後、ベック達の処分は俺の考えとあまり変わらず、当事者への注意。

　加えて全体へ〝野営場で居合わせた他人とは、盗賊や魔ま獣じゆう出しゆつ没ぼつといった安全に関する情報交こう換かんなどの例外を除き、基本的に不干渉〟という暗黙のルールが再度周知されていた。







４章11話　毒虫の原







　翌日。

　朝早くに一夜を過ごした野営場を発った俺おれ達たちは、太陽が天頂に昇のぼった頃、目的地である〝毒虫の原〟へと到とう着ちやく。

「全員そろってるな？　……よし！　今日から３日間はここを拠点として活動する。まずは昨日と同じように、各自野営の準備を整えてくれ！　その後、ここで今後の予定を説明する。以上！　準備にかかれ！」

　参加者が三々五々散っていく。

　ここが〝毒虫の原〟……広々とした草原と緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地帯が広がっている。少し歩けば色づき始めた木々が立ち並ぶ林もあり、涼しげな風が草の香かおりを運ぶ穏やかな土地だ。強い魔ま獣じゆうも生息していない。最近は日差しもめっきり柔やわらかくなってきたし、ピクニックをしたら相当気分が良いだろう。

　しかし……ここで注意すべきは〝毒虫〟。毒虫の原と呼ばれるだけあって、ここには人を刺さす毒虫が非常に多いのだ。

　できる限り肌はだを露ろ出しゆつしないこと。虫むし除よけを用意し、立ち入る前から使用しておくこと。滞在中は念入りに防虫対策をしておくこと。この３点がここで活動する上での基本となる。それを怠おこたってしまうと……

「なんか痒かゆいな……」

「虫に刺されたんじゃないか？」

「たぶん……」

「なんだよ、幸さい先さき悪いな」

　ここまでで既すでに刺された生徒もいるようだ。

　事前に買った情報によれば、ひと刺しで命にかかわるほどの毒をもつ虫はいない。しかし防虫対策をしなければ翌朝には痒みと痛みでもだえ苦しむことになる。また、虫の種類と刺された者の体質によっては命にかかわる場合もありえるので注意が必要。

　……っと、これで良し。

「ひとまず寝床の確保完かん了りよう」

　昨日と同じく、土魔法で作った寝床を設置した。今日は地面を這はうタイプの毒虫が入りにくいよう高たか床ゆか式しきにして、取り付けた窓には虫の侵入を阻む網戸を外れないようにはめ込んである。

「あとは……あ、ロッシュさん！」

「何か用か？」

「虫むし除よけを焚たくつもりなんですが、少々煙が多く出るので念のため事前に言っておこうと思って。ちょうどロッシュさんが見回りに来たのが見えましたし」

「そういうことか、了解した。にしてもあんた、昨日も思ったがよくこんなの建てられるよな……もう小屋だろ、これ」

「ははは……」

　確かに。周りはほとんどテントばかりの中で、俺だけが頑がん丈じような石の壁で作られた建物を建てている。おまけに今日は高床式なので、高さも他より頭ひとつ飛び出て超ちよう目立つ。

「ん？　怪我でもしたのか？」

　怪我？　ああ、荷物から包帯を出だしたからか。

「これは虫除けなんです。調合した薬液を染み込ませてから乾燥させた物で、携行しやすいんですよ。体に塗と布ふする液状タイプや薬草を練り合わせた香タイプも何種類か用意してきましたが、建物とか広い範囲に使うならこれですね。材料費も手ごろで効果も高く、とにかく煙が多く出るので楽です」

　説明しながら包帯を１ｍほど切り取り、魔法で先端を炙あぶる。材質は木綿なので本来ならたちどころに燃え上がるが、この薬液に一度漬けた包帯は火が回りにくい。線香のように火をつけた部位からゆっくりと燃え広がる。視界を覆うほど濃く、大量の白い煙を噴ふき上げながら。

　しっかりと火がついたことを確認したら、入り口から放り込んで扉を閉める。燃え尽つきるまで10分程度待てば室内の虫除けはＯＫ。その10分を待つ間に虫除け包帯の残りを用意した三さん叉さの鉄串（握りは木製）に刺し、こちらは全体を炙って着火。高床式にした建物の下へ入り、火の玉から噴き上がる煙で建物の全体を燻いぶして回る。特に窓や入り口の下は念入りに。

「これでよーし」

「リョウマ、虫除けをいくつか持ってきてるって言ってたよな？」

「はい。これの予備もありますし、かゆみ止めや治療薬も一式」

　薬の勉強がてら作ったから、アイテムボックスの中にはかなりの量がある。

「そうか……」

「なにか懸け念ねんが？」

「いや、今回は楽かと思っただけさ」

「すみません、具体的にお願いします」

「ここで教習をやるとな、虫にやられて苦しむ奴が毎回、必ず、少なくとも２、３人は出るんだよ。ここの虫を甘く見てる奴、防虫対策が正しくできてない奴、薬代をケチって途中で足りなくなる奴とか理由は色々だけどな。今回は３日も過ごすから、明日か明後日あさつてには大騒ぎになるだろう。

　そのために予備の薬を持ち込んではいるが、配るにも手が必要だからな。薬に詳しい奴がいてくれると助かるんだ。あとそれを機会に虫除けや常備薬の重要性について話をするんだけども、たまに妙に熱心で細かいところまで突っ込んだ質問をしてくる奴もいるからな」

「困る質問をしてくる生徒がいる、と……」

「悪気はないんだろうけどな。俺らもある程度のことは答えられるが、専門的な内容になると答えられない部分もある」

「そういう場合は回答保留ですか？」

「だな。知らないのに適当に答えるわけにもいかない。ミミルはそういう質問されると、街に帰ってから調べたりしてる。だからうちで一番薬に詳しいのはミミルだし、薬関係の担当はあいつなんだ。最近は緊きん急きゆう時じ医療従事冒ぼう険けん者しや資格も取ったしな」

〝緊急時医療従事冒険者資格〟？　内容は推測できるが、そんな資格があるのか？

「興味があるのか？」

「初めて聞いたので。どうやって取得するか分かりますか？　あと資格の種類とか、少し気になります」

「資格の種類は各種武器の扱あつかいに、罠わなの作成と解除や地図作り……多た岐きに亘わたるからちょっと説明しきれないな。だがどの資格を取るにしても、まずギルドで申し込みをする必要がある。それから専門の教習と実技試験を受けて合格すれば取得できるぞ。

　最初から試験を受けられる資格もあるが、さっき言った〝緊急時医療従事冒険者資格〟は冒険者ギルドでの受付後、指定された医療ギルドで講習を受けないとダメだったはずだ。そのあたりの細かい事はやっぱり受付で聞いた方が確実だな」

　ギルドでそんな事もしているとは知らなかった。

「取っておくべき資格はありますか？」

　前世では資格の有う無むが給料の差や就職に影えい響きようしたので気になる。

「そうだな、マナー講習は受けておくといいな。依い頼らい主ぬしとのやり取りもあるし、Ｄあたりからはそれなりに大きな店の経営者と会うこともあるし、貴族の依頼だと礼儀作法のスキルが受注条件にあったりするからな」

　マナー講習……この辺は前世と同じだな。

「ただ資格はこの冒険者がこの技術を習得してますよ、って証明するだけだからな。重要なのは教習で〝技術〟や〝知識〟を身につけることだ。それさえ身につければ、資格なんてなくたって、教会で作ってもらえるステータスボードがあれば十分だ。

　何と言ってもあれは人の手も意思も介入することのできない、神々から授かる物だ。証明のためならむしろそっちを使ったほうが信用される。証明書としての信しん頼らい性せいは最高だよ」

　となると、資格の意味は技術習得のオマケくらいに考えておけばいいのか。

「そういうことだ。技術を持ってるならわざわざ取る必要はないし、持っておいて損はないが、なくてもあまり困ることはないな。だからギルドも新人に教習を勧めることはあるが、資格取得を勧めることはあまりない。あまりにも態度が悪くて強制的にマナー講習を受けさせられた奴がいるとか、趣味で集めてる奴がいるとか、そういう話ならたまに聞いたりするがな」

「へぇー……実は僕、ギルドで教習を受けたことがないので勉強になります」

「ってことは野営以外の技術もある程度身に付けてから登録した口か」

「そうですね。祖父母が元冒険者だったので」

「だったら当分は大丈夫だろうが、ランクを上げると依頼も難しくなるからな。そう感じたら無理をせず、ギルドの受付に相談することを勧めるぞ」

「分かりました、ありがとうございます！」

　教官役として参加しているけれど、俺も学ぶことが多い。




■　■　■




　さらに数十分後。

　野営の準備を整えて、参加者全員が馬車の前に集合。

「今後の予定を説明させてもらう。まず、受講生諸君は昨日と同じく体を休めるなり、食料を集めるなりして構わない。ただし！　君きみ達たちはそれぞれギムルで何らかの依頼を受けてきたはずだ。ここでの滞在は今日を含ふくめて３日。この３日間でその依頼を完かん遂すいできるように頑がん張ばってもらいたい。

　依頼には期日がある場合が殆どだ。たとえ達成までの時間が短いとしても、一度引き受けた以上は責任を持って達成しなければならない。できなければ失敗だ。違約金の支し払はらいに加え、ギルドからの評価も下がる」

　依頼失敗。違約金。それらの言葉が出るたびに、徐じよ々じよに生徒達の表情が引き締まっていく。

「この不利益は病気や怪け我がによる、やむをえない場合でも発生する。事情によっては免除されることもあるにはあるが、それを期待しているようじゃ冒険者は務まらない。この３日間で各自の依頼を達成できることを祈いのっている。

　なお、依頼は自力でやってもらうが、野営については教官に質問してアドバイスを受けて構わない。俺達の仕事は、君達がこの機会に１つでも多くの技術を身につける手助けをすることだ。質問や相談は積極的にしてくれ。もしかしたら依頼に役立つ知識を聞けるかもしれないぞ？　分かったな！」

『はい！』

「よーし！　次は教官への連れん絡らくだ。こっちも基本的に各々のやり方で自由に野営をしてもらうが、生徒への指導と万が一の事態に備え、常に５人はここで待機していてもらいたい。担当の時間は顔合わせの時に決めたのを覚えていると思うが、一応確認するぞ」

　ロッシュさんが、それぞれが担当する時間を書いてあるであろう紙を読み上げていく。

　ちなみに今日の俺の担当は、午後の５時から８時まで。それ以外の時間でも質問には対応するので、あくまでもここで待機する時間がというだけ。待機中も質問や問題にすばやく対応できるなら、座すわっても横になっても食事をしていてもいいという。

　……昔は特に意味もなく、新人は休きゆう憩けい中ちゆうも座ることを許可されない体育会系のバイトも経験したが……それに比べるとかなり緩い条件に思えた。

　しかしベテランがそれでいいと言うのなら、わざわざ反対する事もない。

「最後に夜の見張りは昨日と同じだ。受講生、教官共によろしく頼たのむ。以上！　担当の教官を除いて解散！」

　こうして、〝毒虫の原〟での野営教習が本格的に始まった。







特別書き下ろし・再会する２人







『暴行事件、再び！』

〝開発３課〟と札のかかったオフィスビルの一室では、始業時間前から同部署に所属する社員のおよそ半数が集まり、各々雑誌や携帯のニュースに目と耳を傾けていた。

『白昼堂々行われたこの事件。皆みな様さまどう思われますか？』

　また１人、携帯電話でテレビを見始めた。

　ワイドショーにゲスト出演している大おお御ご所しよのぼやく声がむなしく響く。

　さらに続くのはコメンテーターの言葉。

『仰おつしやる通り、大変嘆かわしい事件ですが……私はそれよりもこの捕つかまった男性の言動が気になりますね』

『と言いますと』

『こちらに事の詳細をまとめたフリップを用意したのでご覧ください』

　コメンテーターが取り出したフリップには、事件発生直前から逮たい捕ほまでの行動が整理されていた。入店から事件発生までの経緯が簡潔にまとめられていて、視聴者に理解しやすくなっている。

『加害者と被ひ害がい者しや。２人の男は友人関係にあったそうですね』

『はい。店内で偶然遭そう遇ぐうし同席した事が、同席していた女性達の証言で確認されています。またその時点で加害者の男はすでに２時間ほど飲酒を続けてかなり酔よっていたということで……同席した男性の何気ない一言が事件へと繋がりました』

　同僚であった竹たけ林ばやしの死と井い口ぐちの逮捕に端たんを発する、ニュースやネットでの騒動。

　男はそれによる風評被ひ害がいを受け、ストレスを発散するために飲んでいた。

　友人に悪気があったのか、それとも単純に友達を心配しての発言かは不明。

　確実なのは、会社の話を持ち出された事がきっかけとなった事実のみ。

『お酒の瓶で被害者の頭部を殴おう打だした直後、店内は騒然となり、男は店の従業員に取り押さえられ、速やかに警察へと引き渡されました……なお、逮たい捕ほ直後から男は〝上司と間違えた〟、〝悪気はなかった〟と殴なぐった事実を認めながらも、これは〝事故だ〟と主張しているそうです』

　なおも続くニュース。携帯でテレビを見ていた男は何度目かのため息を吐ついた。

「また火に油をそそぎますね……」

「田た淵ぶちさん、それもう火に油どころじゃないです。大だい炎えん上じようですよ！　大炎上！」

　携帯から視線を上げた田淵へ、女性社員が雑誌を突きつけた。

　そこには今まさにテレビで報道されていた同僚が、報道された事件と同じ事を日常的に、それも先せん輩ぱいである竹林に対して行っていた事実が暴かれていた。

「おまけにこっちも見てみろよ。同じ雑誌社のネット記事。どうやって手に入れたのか知らねぇけどさ、動画付きだぜ？」

「……うわっ、これマジで細ほそ谷やさんと主任……モザイクかかってますけど一いつ緒しよにいるの、課長ですよね、このスーツと声」

「間ま違ちがいないだろ。これじゃ課長も時間の問題じゃねぇの？」

「もうネットじゃモザイク外せとか色々言われてるし、井口、細谷、課長で逮捕者３人と考えて、その他いろいろうちのブラックぶりが漏もれてる……」

「本当にもうダメかもね、この会社」

　語り合う社員の間には不安と諦てい観かん、そして僅かな楽観が含まれていた。

　失職の可能性を感じつつも、その理由には納なつ得とく。また、最年長の馬ば場ばが秘密裏に再就職の世話をしたことで希望が生まれていたからこその余よ裕ゆう。それが無ければ、彼かれらがこうして悠ゆう長ちように語り合っていたかは分からない。

　会社が危機的状じよう況きようの中でどこか弛し緩かんした３課。

　そこへ突とつ然ぜん、１人の男が意気揚々と入っていく。

「やあ諸君！　元気でやってるかね？」

「!?　課長」

『おはようございます！』

　乱入者の正体に気づき、すぐさま挨あい拶さつをする社員達。そんな彼らに課長と呼ばれた男は、満面の笑えみで楽にするようにと伝える。しかし言われた社員達にとっては不気味以外の何物でもなかった。

「同僚が１人死んで、２人が逮捕された直後だぞ……」

「元気かじゃないだろ……」

「むしろ何でそこまで上じよう機き嫌げんなんだよ……」

「ん？　何か言ったかね？」

　社員が小声で漏らした不満は幸いにも、課長の耳に届く事は無かった。

　しかしその手に持っていた雑誌は目に留とまる。

「むっ、その雑誌は……」

「あー……これは……」

「まぁ、始業時間前だからいいだろう。自分の会社の事だ、君達も気にはなるだろうしね」

『!?』

　思うところが無いわけではなさそうだが、それでも寛かん容ようさを見せる課長に、３課の社員達は思った。普ふ段だんであれば始業時間など関係なく、雑誌を読む暇があれば仕事をしろと怒鳴りつける男。彼がこんなことを言うなんて、一体何があったのかと。

　そしてここで前に出たのは最年長の馬場。彼は意を決して課長へ真意を問う。

「課長、今日はどうされました？」

「馬場もいたのか。ちょうど良かった！　皆みんなにいくつか話すべき事がある。落ち着いて聞いてくれ」

　全体を見み渡わたし、注目を集めている事を確かく認にんした課長は１つ咳せき払ばらいをして話し始める。

「ここしばらく悪い話が続いているが、今日は良い話が１つある。一昨昨日さきおとといに死んだ竹林の葬儀を会社が執り行う事になった。所謂いわゆる〝社葬〟というやつだな。あー……静かに、話は最後まで聞いてからだ」

　両手を広げ、ざわめく社員を黙らせる課長。

「諸君の言いたい事も分からんでもない。こんな事はわが社の歴史でも異例の決定だからな。しかし！　竹林もあれで10……年以上はこの会社に奉仕してきた男だ。その働きに免じて、最後はちゃんと見送ってやろうというお偉えら方がたのご厚意だ。

　幹部クラスでもない、たかが一社員に対して社葬なんてしないのが普ふ通つうだ。これは大変名誉な事だ！　竹林もきっと喜ぶだろう！　さぁ拍はく手しゆ！」

　謎なぞの拍手の強要に、条件反射で応える社員達。しかしその表情は苦虫を噛みつぶしているようだ。

「さて、次の話だが……馬場」

「はい」

　呼ばれた馬場が返答すると、課長はおもむろに右手を差し出した。

「握あく手しゆだ、馬場」

「は、はい……？」

「おめでとう。君は今日付で課長だ！」

「課長、は貴方あなたでは？」

「……井口の件。そして昨日の細谷の件。こう立て続けに不祥事があっては、誰だれかが責任を取らざるを得ない。部下の管理不行き届きとして、私は降格処分を受ける事になった。だから、今日からは君が課長だ。これからは君が、この部署を引っ張っていくんだ。さあ皆、拍手！」

　再び始まる拍手。だが今回の拍手は前よりも大きく、誰もが引っかかりも少なく感じた。

　――次に元課長が口を開くまでは。

「それでだね……馬場君。課長就任に伴ともなって１つ君に仕事がある。昨夜の会議で、上層部はこれまでの不祥事について、記者会見を開く事を決めた。君には３課の課長として、記者会見に出てもらう」

「なっ!?」

「おいそれって」

「以上！　馬場君は11時になったら５階の第３会議室に行きたまえ。記者会見の打ち合わせがあるからね」

「課長！　待って下さい」

「もう課長は君だよ馬場君、正式な辞令もある。私は竹林の元上司として、葬儀の準備をしなくてはならないので、これで失礼するよ。仕事の引ひき継つぎなどは追い追い行う。とにかく馬場君は今日の11時に、５階の第３会議室だ。忘れないように。他は通常業務に精を出せ！」

　ひとしきり言いたい事を言い放ち、反論を許さず、周囲の混乱を無視して立ち去る元課長。残されたのは、もはや言葉にできない怒いかりを抱かかえた社員達。

「最ッ低!!」

「素す直なおに降格を受け入れたと思ったら、記者会見で槍やり玉だまに挙げられないように逃げただけだったんですね……」

「つか竹林さんの社葬だって、今更何だって話だよな」

「押し付けがましい上に、少しでも世間からの心象を良くしようって魂こん胆たんが透けて見える」

「死んだ後まで利用するのかよ……」

　各おの々おのが不平不満を吐き散らす中、新たに課長の地位を押し付けられた馬場だけが黙り込み、それに気づいた田淵が歩み寄る。

「丁度いいか……」

「馬場さん？」

「あ、ああ、田淵君。なんだい？」

「いえ、急に黙り込むから大だい丈じよう夫ぶかと……丁度いいって何がですか？　損な役を押し付けられて」

「ああ、うん。確かに私はこれから槍玉に挙げられるのかもしれない。しかし、これは考え方によっては得もあると思ってね」

　最も損をする立場にいる張本人から出た前向きな言葉に、周囲の目が集まる。

「とにかく課長になってしまった事はもうどうしようもない。だから今、私は課長として皆に１つ命令する。……今すぐに辞表を書きなさい」

「ちょっと待って下さい！　いきなり何がなんだか」

「……そうだね。私も焦りすぎかな……皆で話し合っただろう？　例の件を一歩進めるチャンスだ」

　馬場は力なく頭を掻かき、口を開く。

　会社を辞やめるにも手続きがある。

　辞表を叩たたきつけて終わり、ではなく、会社に提出する物、会社から受け取る物が色々とある。

　その手続きを行うために、通常、退職日の１、２ヶ月前までに〝退職願〟を直属の上司に提出する。

　しかしこの会社では退職願、あるいは退職届の受け取りは拒きよ否ひされるのが常。

「だから突然会社に来なくなったり、いつの間にか辞めていたり。そういう元同僚を皆は何度も見てきただろう？」

　その問いに答える者は誰もいない。答えるまでもなく、明らかだったから。

「でも今は私が君達の上司だ。退職届を受け取って、意思表示をされた。そういう証しよう拠こを残すんだ」

　そもそも日本では憲法で〝職業選択の自由〟が認められ、民法でも〝退職日の２週間前までに退職を申し出れば退職できる〟と定められている。本来申し出を拒否する権利は会社にはなく、その期間を30日や１ヶ月などに延ばして定める就業規則もこの会社にはない。

　馬場は矢継ぎ早に、今が辞表を出すチャンスであることを訴えた。

「私の事は前課長の決めたことじゃない。竹林君の社葬にしても、それを決める権利を彼は持っていない。それを決める権利があるのは、この会社の上層部の人間だ」

「それはそうでしょうけど……」

「会社を辞めると決めたとはいえ、辞めるまでは社員。辞めるまでは、しっかりとその役目を務めるのが社会人というものだよ」

『……』

　納得のいかない思いを抱えながらも、全くの正論に言い返せない面々。そんな彼らをなだめるように、馬場は続ける。

「それにね、正直に言うとこれで良かった、と思う部分もあるんだよ。立つ鳥跡を濁にごさずと言うだろう？　竹林君も井口君も、細谷君も知らない相手じゃない。せめてこの問題の結末を見届けたいと思っているんだ。それも贅ぜい沢たくだろうけど、出来る限り納得のいく形で決着がついてほしい。

　……そうするためには、あの元課長では力不足だろう。上層部もおそらくそれを理解しているはずだよ」

　さらにしばらくの間、馬場の話は続く……




■　■　■




　そしてその日の夕方。




（結局押し切られた……馬場さんの言う通り、仕方ないとも思うけど、本当によかったのかな……）

　田淵は電車に揺られながら悩なやんでいた。

　会社では度重なる同僚の不ふ祥しよう事じにより、発注元から依頼されていた仕事のキャンセルが続出。それにより後回しにせざるを得なかった課題と、体に蓄積した疲労。さらに記者会見のため定時よりもやや早く帰宅が許されたこともあり、通勤ラッシュの時間帯を外れ、ゆっくりと座れる。

　走る電車が奏かなでる規則的なリズムの中、思考に没頭するには最適な状況であった。

　そして、そのまま眠りに落ちるにも……




「…………………………!?　あ、あれ？　うわっ、乗り過ごした……」

　次に田淵が目覚めた時には、目的の駅を通り過ぎていた。

　気づいた田淵は即座に荷物を確認し、次の駅で電車を降りる。

（帰るところで良かったー。これが外回りだったらと思うと……！）

　ミスが仕事に影響しない事に安あん堵どしつつ、反対方向へ向かう次の電車を調べて気づく。

（ここ、主任の家の最寄り駅……）

　他でもない、田淵自身が竹林の遺体を見つけたあの日、井口と共に訪おとずれた駅。

　そこに自分が立っていることに。

　田淵は心がざわめくのを感じ、即座に反対側のホームへ向かう。

　あまり長くこの場にいたいとは思えなかった。

　だがここで、

「すんませーん」

「は!?　な、なんですか？」

　随分と軽い調子の、大学生くらいの男達が田淵を取り囲む。

「あのっすねー、あなたもしかしてこの前殺人事件起こした人のツレじゃないっすか？」

「バッカ！　殺人じゃなくて公務執行妨害だろ」

「そだっけ？　まーなんでもいいけど、この動画の」

　男達の１人が見せ付けた携帯には、先日元課長からも見せられた、井口が電車内で横暴に振る舞まう動画が流れていた。

「あ、俺おれら別に何かしようってんじゃないんで、そこは安心していいっすよ」

「そうそう、ちょっと話聞かせてもらいたくて」

「NowNews、って知りません？」

「……もしかして動画投稿とかやってる？」

「「「「ご存知あざーっす！」」」」

　田淵は知っていた。有名動画サイトでそれなりの人気を誇る動画投稿者を。

　田淵は理解した。目の前にいるのが、その動画を作製しているチームである事を。

　田淵は思った。動画のネタにされるなんて、冗じよう談だんではないと。

「あっ」

「ちょっ!?」

「そういうの話せないんで！　すみません」

「待っ――ださいよ！」

「すこし――いい――」

　田淵は走った。囲みを突破し、近くにあった階段を駆かけ下り。通勤用のプリペイド式乗車券は、目的の駅を乗り越した彼を素通りさせて駅の外へ。さらにしばらく走ったところで、田淵は疑問に思う。

（……何であんなに慌あわてたんだろう？）

　元々田淵は彼らのような相手が苦手であった。急に囲まれて冷静さを欠いたかもしれない。実際にあの場にいれば面めん倒どうな事になるかもしれなかった。しかし、あそこまで慌てて逃げ出す必要はあったのか？

　運動不足の体が悲鳴を上げ始め、歩きながら呼吸を整える田淵。

「あれ？　もしかして貴方、田淵さん？」

「ひっ!?」

　そんな彼に、不意にかけられる声。

「脅おどかしてしまいましたか？　すみません。でもほら、以前お会いしましたよね？」

「あっ？　た、たしか……主任の隣となりに住んでた……」

「浦うら見みです。今日はどうされたんですか？」

「へっ、あ、いや、仕事が早く終わったもので、なんとなく……浦見さんは？」

「？　私も、仕事終わりで帰ってきたところですが……」

「えっ!?　あ……」

　咄とつ嗟さに走り、思わず慣れた道を選んだのだろう。いつしか田淵は竹林のアパート前に着いていた。

　そして、

「……何かお疲つかれのようですし、良ければ上がっていきますか？」

　雑誌記者の浦見。竹林の部下である田淵。

　お互たがいの事を何も知らないに近い２人が、ここで再び顔を合わせた。







あとがき







　こんにちは。〝神達に拾われた男〟作者のＲｏｙです！

　読者の皆様、「神達に拾われた男　５」のご購入ありがとうございました！

　おかげさまで、神達に拾われた男もとうとう５巻。コミカライズ（漫画化）も好調で２巻まで発売中です。

　そして今回。５巻の製作に関わる作業は、４巻までとは違った環境で行いました。、

「小説家になろう」様で私の活動報告を見てくださっている方は、おそらく既にご存知かと思いますが、引越しをいたしました。さらにその引越し先はタランチュラ、蛇へび、ムカデのような虫は勿論、野うさぎ、野生の鴨かもや猪いのししが普通に出現する超田舎。

　幸い最後の２種類は近所の方に聞いただけですが、いつ出会うか分かりません。タランチュラは毒もなく、むしろ虫を食べてくれる種類で以外にもこちらでは益えき虫ちゆう扱い。ですが蛇と猪は本当に危険な奴が居るとか何とか………

　活動報告でも言われていますが、これはある意味、リョウマの生活環境に近づいたのでは？　自然や野生動物が身近になった分、創作に役立つのでは？　……と、新たな環境で心機一転、新たな環境も参考に、今後も精しよう進じんしていきますので、皆様どうか今後とも応援よろしくお願い申し上げます。
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